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　城じよう砦さい都市セスタスが魔ま王おうの娘むすめに乗っ取られたという衝しよう撃げき的な噂うわさを私たちが耳にしたのは、学がく術じゆつ都市フルブライトを発たって五日後ごのことでした。

　セスタスでの商いを終え、フルブライトへ向かう途と中ちゆうだという行ぎよう商しよう人にんから聞いたのです。

　セスタスはランドールと隣りん国ごくフェブロニアとの国こつ境きように面した都市です。

　フェブロニアとは現在戦せん争そう状態にあるわけですから、国境の城砦都市であるセスタスは当然、最さい重じゆう要ようの戦せん略りやく拠きよ点てんということになります。

　そのセスタスが陥かん落らくしてしまったというのですから、これは国家の一いち大だい事じです。

　陥落させられた相手がフェブロニアではないのがせめてもの救い──なんて、脳のう天てん気きなことは言っていられません。

　なにしろ、相手は魔王の娘なのです。

「魔王の娘ってことは、あれだよな？　ナブラスカ山でオレたちがやっつけちまった眼鏡めがねの女の姉ねえちゃんか妹ってことだよな？」

　アホタレが皿に残ったニンジンをフォークで転がしながら言いました。

　私は果か実じつ酒しゆの入った木製のジョッキを置いて、頷うなずきました。

「そういうことになりますね」

　フルブライトとセスタスのちょうど中間地ち点てんにある宿しゆく場ば町まちで、私たちは早めの夕食をとっていました。

　小さいながらも宿場町だけあって飲食店の数は多く、まだ陽ひも傾きはじめたばかりの時間ということもあって、店内には私たちの外に客の姿すがたはありません。

「ロンブローゾ……恐ろしい相手でした」

　魔王メイ＝ヘムの九番目の娘と名乗った彼女の力は、今いま思い返しても寒さむ気けがするほどに強大でした。

　私の魔法を悉ことごとく無む力りよく化かし、人間だけでなく伝でん説せつの巨きよ人じんの屍し体たいですら自じ在ざいに操あやつってみせたのですから、その強さは一軍に匹ひつ敵てきするどころか凌りよう駕がしています。

　セスタスには軍の精せい鋭えいが集つどっていますが、セスタスを占せん拠きよしたという魔王の娘がロンブローゾと同等の力の持ち主なのだとしたら、敗北した軍を責めることはできません。

「市街地ちに被害が出ていないのが、不幸中ちゆうの幸いでしょうか。イル、ニンジンを残してはいけませんよ？」

　アホタレを幼よう名めいで呼びつつ諭さとしたのは、トモエさんです。

「ふぇーい」

　やる気のない返事をしたアホタレは、ニンジンをフォークで刺しはしたものの、一いつ向こうに口に運ぼうとはしません。

「好き嫌きらいしていると、大きくなれませんよ？」

　トモエさんの諭し方は、もうまるっきり小さな子供に対するそれです。

　アホタレも、もう一いち応おうは成せい人じん男性ではありますが、彼を生まれたときから知っているトモエさんにとっては、幾いくつになっても小さな子供と変わらないのでしょう。

　ちなみに、アホタレの背せ丈たけは決して低くはありません。ですから別にこれ以上大おおきくならなくても……と思ったりもしますが、まあどうでもいいです。

　アホタレの好き嫌きらいよりも、今はとにかくセスタスが気き懸がかりです。

　トモエさんが言ったとおり、魔ま王おうの娘むすめはセスタスの城じよう砦さいを占せん拠きよはしたものの、市街区く画かくには一切手てを出してはいないそうです。

　現在は城砦を追われた軍が城砦と市街区画との間に防ぼう衛えい網もうを敷しいて睨にらみ合いが続いている……ということらしいのですが、この情報も話を聞かせてくれた行ぎよう商しよう人にんがセスタスを離れた時点のものですから、状況はまた変わっているかもしれません。

　思わず、ため息が出ました。

　今回の魔王の娘によるセスタス城砦占拠事件は、国家の一いち大だい事じであると同時に、私たちの旅にもほぼ確実に大きな影えい響きようを与えることになるでしょう。

　もちろん、悪い意味で、です。

　なにしろ、私たちの旅の次の目的地ち──天てん空くう観かん測そく所じよが位置しているのは、フェブロニア領りよう内ないなのです。

　フェブロニア領内に入るためには、当然、国こつ境きようを越えなければなりません。

　その国境で重大な事件が起きてしまったわけですから、すんなり国境を越えることなどできるはずもありません。

　そもそも、特とく命めいを受けている身とはいえ、私だってランドール国民にして王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しですから、目の前で起きている国家の一大事を見み過すごすわけにはいきません。

　援えん軍ぐんの要よう請せい等は当然、行われているでしょう。が、援軍が到着するまでの間、魔王の娘がおとなしくしている保証はありません。

　フェブロニアがこの混乱に乗じてなんらかの行動を起こす可能性も、大いに考えられます。

「はあっ……」

　アホタレが、さっきの私よりも深いため息をつきました。

「どうしました？　そんなにニンジンを食べるのが嫌いやなんですか？」

「んー……まあ、ニンジンも嫌なんだけどさ。魔王の娘のことを考えると、気が重いっつーか、なんつーか……」

「おや？　あなたにしては珍めずらしいですね。ようやく、ご自分の背負った責任を自覚されましたか？」

　アホタレは「えっ？」という顔をした後、渋しぶい顔で首を横に振りました。

「だーかーらー。オレは責任なんて知らないって言ってるだろ？　好きで英えい雄ゆうの曾ひい孫まごに生まれたわけじゃないんだって」

　英えい雄ゆうの曾ひい孫まごとしての自覚を持て。

　嫌いやだ。

　それは、私とアホタレの間で王おう都とを旅立つ前から繰り返されてきたやりとりでした。

　百年前の人じん魔ま戦争で魔ま王おうを退しりぞけた竜騎士ドラグーンレイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの曾孫であり、貴き族ぞくとして国民の血けつ税ぜいで糧かてを得てきたアホタレには、平和を求める国民のために戦う義務と、類たぐい稀まれな剣けん才さいがあります。

　しかし、血が苦にが手てで殺さつ生しようを嫌きらう彼は、未いまだ国のため世界のために戦うことに対して積極的になれずにいます。

　一方で、目の前で困っている人は放っておけない、という人の好い一面も彼にはあります。

　どうかその優しさを目の前だけじゃなく、不ふ特とく定てい多数の目には映らない人たちにも向けるようになってほしいと願っているのですが、なかなか叶かなわずにいます。

「イルが気が重いと言っているのは、おそらく、申もうし訳わけない、ということだと思います」

　トモエさんが手にしたナプキンでアホタレの口くちの端はについたソースを拭ぬぐいながら言いました。

「それは、誰だれに対してです？」

「城じよう砦さいを乗っ取った魔王の娘むすめに対してです」

「ああ……」

　なるほど、そういうことですか。

「つまり、魔王の娘に対して、あなたの姉妹であるロンブローゾを倒してしまってごめんなさい……と」

「そーいうこと。自分がやっつけちまった奴やつの姉あね貴きだか妹だかに会うなんて、どうしたって気が引けるだろ？　いくら謝ったって許されることじゃないし……」

　言って、アホタレはまたため息をつきました。

「謝る必要なんてありませんよ。ロンブローゾは、私たちの世界の敵だったんです。私たちだって、危うく殺されるところだったんですよ？」

　いえ、ただ殺されるだけではすまなかったでしょう。なにしろ、ロンブローゾは死者を操あやつる死し霊りよう使つかいだったのですから。

「そりゃそうなんだけどさー」

「理解していただけたのでしたら、魔王の娘ではなくセスタスの市民を案じてください」

「うーん……」

　アホタレは難しい顔で唸うなります。

「よもや、セスタスの市民よりも魔王の娘のほうが重要、なんて考えているわけではないでしょう？」

「いや、まあ、そんなふうに思ってるわけじゃないんだけどさ。ただ、ちょっと……」

「ちょっと、なんです？」

　アホタレはまた「うーん」と唸うなって、首を振りました。

「いや、いいや」

　そして、フォークに刺したままだったニンジンを口に放り込みました。

「うぇぇ……不ま味ずぃ……」

「そんなこと言っては農家の方に失礼ですよ、イル」

　トモエさんがにっこり微笑ほほえんで繰り出した小さな拳こぶしが、アホタレの脇わき腹ばらを抉えぐります。

　ゴックン。

　身体からだをくの字に折ったアホタレの喉のどが、大きく鳴りました。

　殴なぐった衝しよう撃げきで飲み込ませるとは、トモエさん、恐るべしです。

「ぐぉぉお……不味ぃ……痛ぇ……」

　脇腹を押さえてテーブルに突っ伏すアホタレの後こう頭とう部ぶを眺ながめて──いてもしょうがないので、私は自分の左手に視線を向けました。

　正確には、左手の薬くすり指ゆびに嵌はめられた指ゆび輪わに。

　単なる装そう飾しよく品ひんではありません。これは魔ま法ほうの力を宿したアクセサリーであると同時に、私の親友の形かた見みでもあります。

　アホタレの幼おさな馴な染じみであり、彼のために魔法使つかいになったハーフエルフの少女、ウェルチ＝ブロッサム。

（お願いね、アンジュ。あたしの分まで、イルを守ってあげて）

　アホタレを愛し、彼を守りたいと願っていた彼女は、私にその役目を託たくして逝いきました。

　アホタレとともに魔王メイ＝ヘムを倒す。レイヴェン様より与えられたその特とく命めいは、亡なき親友との誓ちかいという重みさえ加えて、今や自分のすべてを賭としてでも果たすべき絶対の目的になっています。

　相変わらず自らの責任から目を背そむけがちのアホタレに苛いら立だつこともしばしばですが、かといってこの役目を投げ出すという選択肢しは、ありません。

「とりあえず、覚かく悟ごはしておいてください」

　左手をきつく握りしめた私は、視線をアホタレの後頭部に戻して、言いました。

「場合によっては、魔王の娘と戦うことになるかもしれません」

「私の力がどこまで通じるかはわかりませんが、死し力りよくを尽くさせていただきます」

　頼もしい返事をくれたトモエさんとは対たい照しよう的てきに、アホタレはテーブルに突つっ伏ぷしたまま、脇腹を押さえていた手を持ち上げて、ひらひらと動かしただけでした。

　了りよう解かいの意なのかご免めん被こうむるの意なのか判はん断だんしにくいところですが、前者の意だと受け取っておきましょう。

「では、私は二階に上がっていますね」

　食事も話も一いち段だん落らくしたところで、私は椅い子すの背に立て掛けておいた杖つえを手に取って、腰を上げました。

　私たちが入った酒場は、二階が宿になっているタイプの酒場で──食事を注文したときに、宿しゆく泊はくする旨むねも伝えてありました。

「トモエさん、買い出しをお願いします」

「承しよう知ちしました」

　明日あしたは朝のうちに出発する予定ですから、食料や消しよう耗もう品ひんの買い出しは今日のうちに済ませておかなければなりません。

　買い出しは、トモエさんに任せています。買い物上じよう手ずなトモエさんなら、必要な物を必要な分だけしっかり揃そろえてくれますから、安心して財さい布ふを預けられます。一度だけ、アホタレに買い出しをお願いしたこともありましたが、あのときは散さん々ざん買い食いしまくった挙あげ句く、肝かん心じんな物を買うのを忘れて帰ってくるという始し末まつでしたから、もう二度とあのアホに財布は預けられません。

　ああ、あと、誤ご解かいのないように言っておきますが、トモエさんに買い出しに行ってもらっている間、私は遊んでいるわけじゃありません。私には私でやることが──やっておきたいことがあるのです。

「んじゃ、オレはそのへんをブラブラして、スケッチでもしてこようかなー」

　テーブルに突っ伏していたアホタレが、上体を起こしてあくび交じりに大きく伸びをしました。

「ダメですよ、イル」

　どっこいしょ、と年寄りじみた声を出しつつ席を立とうとしたアホタレを、トモエさんが引き留めました。

「ニンジンが、まだ残っています」

　トモエさんの顔に浮かんでいるのは、屈くつ託たくのないにこやかな笑えみ。

　しかし、この一月余あまりの間、トモエさんと一いつ緒しよに旅をしてきた私には、彼女の笑顔の裏に隠かくされた有う無むを言わせぬ迫はく力りよくを感じ取ることができました。

　私ですら感じ取れるその気け配はいを、生まれたときからトモエさんを知っているアホタレが感じないはずもなく。

　トモエさんの笑顔とは対たい照しよう的てきに、「うっ」と呻うめいたアホタレの表情は青ざめ引きつっていました。

「ど、どーしても全部食くわないとダメ……ですか？」

　思わず丁てい寧ねい語になっています。

「もちろんですとも。食べ物の好き嫌きらいは今のうちに直しておかないと、将来、イルがお父とうさんになったときに困ってしまいますよ」

　まあたしかに、子供は親の鑑かがみと言いますから、親に好き嫌いがあっては子供も同じようになってしまいかねません。

　が、それ以前に、アホタレが人の子の親になる姿すがたがまったく想そう像ぞうできなかったりするんですが……。

「アンジュ様からも、なにか言ってやってください」

「へっ？」

　思いがけず矛ほこ先さきを向けられて、私は裏うら返がえった声を出してしまいました。

「イルがこのままで一番困こまるのは、アンジュ様なんですから」

「な、なんで私が……」

「それは、もちろん、アンジュ様がイルの子──」

「いえ、いいです！　答えなくていいですから！」

　私は慌あわててトモエさんを遮さえぎりました。

　危うく、想像もしたくない未来を口にされてしまうところでした。

　私がアホタレの、こ、こっ、子供を産むなんて、絶対に、世界がひっくり返ったってありえないことですから！

「レックス様！」

「はっ、はいっ!?」

「あなたのせいでとんだとばっちりです！　今後、二度と同じことがないよう、今この場でニンジン嫌ぎらいを克こく服ふくしてください！」

「無む茶ちや言うなって！」

「嫌いやとは言わせませんよ！　トモエさん、取り押さえてください！」

「承しよう知ちしました」

　がしっ。

「うおっ!?　ちょ、放せ！　放せってば！」

　アホタレがいくらもがいても、トモエさんの小さな身体からだはビクともしません。

　私は杖つえを再び椅い子すの背に立て掛けると、アホタレのお皿を手に取りました。

「──！」

　私がなにをしようとしているのか理解したらしいアホタレは、口を引き結んで顔を背そむけようとしましたが、トモエさんがそれを許しませんでした。

　がすっ。

「ぐはあっ！」

　またしても脇わき腹ばらに拳こぶしを突き入れられたアホタレが、大おお口ぐちを開けて顔をこちらに向けました。

「今です、アンジュ様！」

　私はその隙すきを見み逃のがさず、お皿に残っていたニンジンをアホタレの口に流し込みました。

「ぐ……おおおおおおおおおおっ！」

　無む理りやりニンジンを飲み込まされたアホタレは、目を白しろ黒くろさせつつ喉のどの奥から悲鳴をほとばしらせて──やがて、糸の切れた操あやつり人形のように生命感かんなくバッタリと倒れました。

「……レックス様……？」

「…………」

　返事がない。ただの屍しかばねのようです。

　……じゃなくて。

「生きてます……よね？」

　私の声に反応した──のかどうかはわかりませんが、アホタレは全身をピクピクと痙けい攣れんさせて、生せい存ぞんを主張してきました。

「これでニンジン嫌ぎらいが直ってくれればいいのですけど」

「そ、そうですね……」

　頰ほおに手を当ててしみじみと言ったトモエさんに、私はそんな曖あい昧まいな返事しかできませんでした。

「ニンジン嫌いが直ったかどうか試すために、お店の方にお願いして、明日の朝食にもニンジンを使った料理を出していただきましょう」

「え、ええ……」

　自分でやっておいてなんですが、これでニンジン嫌いが直るとは到とう底てい思えない……というか、ますますニンジンが嫌いになってしまったのでは……。

　──という、私の予想は不幸にも的てき中ちゆうしてしまい。

　翌よく朝あさの食しよく卓たくにて、ニンジンたっぷりのスープを出されたアホタレは、

「ひいいいいいいいいいいああああああああああっ！」

　器うつわの中に所ところ狭せましと浮かぶニンジンを、食べるどころか目にしただけで、顔かお中じゆうに蕁じん麻ま疹しんを浮かべて卒そつ倒とうしてしまったのでした。




　三日後──。

　城じよう砦さい都市セスタスにたどり着いた私たちがまず初めに行ったのは、情報収しゆう集しゆうでした。

　この三日の間にも、セスタスから逃げ出してきた人たちから色々と話を聞いてはいたのですが、正確な情報を得るには、軍の人間に話を聞くのが一番です。

　そして、幸いにも私たちは軍から情報を得られる立場にありました。

　なにしろ私はランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しであり、アホタレは魔ま王おう討とう伐ばつのために旅立ったハイドフェルト家の男だん子しなのですから。

　セスタス到着前まえに聞いていたとおり、市街区く画かくが敵の攻こう撃げきを受けた様よう子すはありませんでした。お店も休みにしているところのほうが少なく、人ひと通どおりもそれなりにあります。

　ただ、やはり街に漂う空気には独どく特とくの緊きん張ちよう感かんが満ちていて、行き交う市民の顔に笑顔は見られません。

　避ひ難なんのために街を離れる市民も多く、街がい門もんは非常に混み合っていました。

　城じよう砦さいを追われた軍は、話に聞いていたとおり城砦と市街区く画かくの間に陣じんを敷しいていました。

「お初にお目にかかります。アルゼンです。千人隊たい長ちようの位くらいをいただいております」

　陣を訪れた私たちの応対をしてくれたのは、セスタスを治めるアンギル＝グィン＝ギャバン将しよう軍ぐんの腹ふく心しんにして『銀ぎん狼ろう』の異い名みようを持つ、ユーリ＝アルゼン千人隊長でした。

「将軍はお疲れのため、不ふ肖しようながら私がセスタスの現状をご説明させていただきます。ご容よう赦しやいただきたい」

「と、とんでもありません。アルゼン隊長のご活かつ躍やくはかねがね耳にしておりました。お会いできて、光こう栄えいです」

　アルゼン千人隊長といえば、ランドール軍指ゆび折おりの剣けん士しです。平へい民みんの出身でなければ、とうに准じゆん将しよう……あるいは将軍位についていただろうとさえ言われているほどの。

　貴き族ぞくだらけの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しと違って、軍には平民出身者しやは少なくありません。といっても、やはり、平民と貴族とでは出世には差が出ます。平民出身者がどんなに軍ぐん功こうを重ねたところで、百人隊長より上の地位には、通常、上がれません。にもかかわらず、アルゼン隊長は百人隊長よりも上の千人隊長の地位を与えられているのですから、たいしたものです。

　猛もう将しようと名高くも既すでに高こう齢れいのギャバン将軍は、実じつ質しつの指し揮きを彼に委い譲じようしているという話も耳に入っていました。

　アルゼン隊長にお会いするのはこれが初めてですが、なるほど、叩たたき上げらしい面つら構がまえをしています。物もの腰ごしは穏おだやかながらも眼がん光こうは猛もう禽きんの如ごとく鋭く、短く刈り込まれた銀ぎん髪ぱつが精せい悍かんさに拍はく車しやをかけています。姿し勢せいには微み塵じんの歪ゆがみもありません。

「さて……どこからお話ししたものか」

「まずは根本的なところからお伺うかがいさせていただきます。セスタス城砦が魔ま王おうの娘むすめに占せん拠きよされたというのは、事実なのですか？」

「事実です。情なさけない限りですが」

　私の問いに、アルゼン隊長は精悍な顔に苦にが味みを浮かべて頷うなずきました。

「情けないということはないでしょう。相手が魔王の娘とあっては……」

「情けないのです。なにしろ、我が軍は……無む論ろん、私を含めてですが……魔王の娘に、ただの一ひと太た刀ちたりとも浴びせることができなかったのですから」

　アルゼン隊長の話によれば、魔王の娘は空を覆おおい尽くすほどのマモノの大たい群ぐんを従えて現れたのだそうです。

「並のマモノであれば、我らも退しりぞきはしませんでした。しかし、魔王の娘が従えていたのは、バルログにルフにヌエにフンババ……と、非常に強力なマモノばかりだったのです」

　アルゼン隊長が名前を挙げたマモノは、いずれも並の剣けん士しや魔ま法ほう使つかいでは束たばになっても太た刀ち打うちできない力を持っています。

　軍を退しりぞかせたアルゼン隊たい長ちようの判はん断だんは、賢けん明めいだったといえるでしょう。

「解せないのは、撤てつ退たいしていく我が軍に、敵がまったく追い打ちをかけてこなかったことです」

「それは……深ふか追おいを避さけただけでは」

　アルゼン隊長は首を横に振りました。

「敵と我が軍との戦せん力りよく差さは、圧あつ倒とう的でした。猫ねこと鼠ねずみほどの差であれば、鼠が猫の鼻はな先さきを嚙かむこともあったでしょう。が、敵の戦力を猫とするなら、我が軍は鼠にも遥かに劣っていました。深追いを躊躇ためらう必要などなかったはずなのです。なのに……」

　アルゼン隊長が音が鳴るほどにきつく奥おく歯ばを嚙みしめました。

　わざわざ倒す必要もない、取るに足らない相手と見下されてしまった……そんなふうに考えているのでしょう。

「城じよう砦さいを占せん拠きよした魔ま王おうの娘むすめは、その後？」

「ふあ～っ……」

　拳こぶしが入りそうな大きな口を開けてあくびをしたのは、アホタレです。

　この男はとことんこういう話には興きよう味みがないのです。

　アホタレを一いち瞥べつしたアルゼン隊長は、特に不快げに眉まゆを顰ひそめるでもなく、私の問いに答えてくれました。

「城砦でなにをしているのか……そこまではわかりませんが、ある奇き妙みような要求をしてきたことを除いては、目に見える行動は一つとして取っていません」

「奇妙な要求？」

「ダリア城砦を占拠したもう一人の魔王の娘の要求を決して吞むな……と」

　それは、たしかに奇妙な……真しん意いの読めない要求でした。

　ダリア城砦は、ランドールとフェブロニアとの国こつ境きように面した、フェブロニア側の城砦です。

　魔王の娘に乗っ取られたのは、セスタス城砦だけじゃない。フェブロニアのダリア城砦も別の魔王の娘に乗っ取られたらしい……という噂うわさを私たちが耳にしたのは、つい昨日きのうのことです。

「ダリア城砦も魔王の娘に占拠されたというのは……」

「それも、事実です」

「つまり、ランドールとフェブロニア、両国の国境城砦が時を同じくして魔王の娘に占拠された……と？」

「そういうことになります」

　これは、いよいよややこしい事じ態たいになってきました。

　魔王の娘がフェブロニアにも現れたというのであれば、セスタス城砦が機き能のうしていない今を狙ねらってフェブロニアが攻め込んでくる可能性は、ぐっと低くなります。

　かといって、魔ま王おうの娘むすめたちの目的が不ふ明めいな以上、安心なんてできるはずもなく。

「それで、ダリア城じよう砦さいを乗っ取った魔王の娘は、なんと……？」

「はい。これもまた、奇き妙みような要求なのですが……」

　アルゼン隊たい長ちようは眉まゆ根ねを寄せて言いました。

「ランドールとフェブロニア、各おの々おのの国で最さい強きようの戦せん士しを自分の前に連れてこい……と」

　ダリア城砦を乗っ取った魔王の娘──自らをアイネイアと名乗った彼女は、巨きよ大だいな飛ひ竜りゆうの背にまたがってセスタス城砦に現れました。

　そして、先の要求を突きつけると、フェブロニアにも同じ要求をしたことを告げて、去っていったのだそうです。

　数すう多たの強力なマモノを従えたもう一人の魔王の娘がセスタス城砦に現れたのは、それから半日後ごのことでした。

　順番としては、セスタス城砦が乗っ取られるよりも、ダリア城砦が乗っ取られるほうが先だったのです。

「要求に応じなかった場合は、どうなるのでしょう？」

　という問いを口にしたのは、トモエさんです。

「アイネイア……ダリア城砦を占せん拠きよした魔王の娘は、一月の間に要求が受け入れられなければ両国を無む差別に攻こう撃げきすると言っていました。もう一人の魔王の娘……こちらは、今のところなにも……」

　うーん、と私は無意識のうちに唸うなっていました。

　敵の目的が、どうにも見えてきません。

　ランドールとフェブロニア……両国の最強の戦士を差し出すよう要求してきたアイネイアの目的は、単純に両国の最強の戦士を倒すことなのか……それとも、なにかに利用しようと考えているのか……。

　セスタス城砦を占拠した魔王の娘に至っては、いよいよわけがわかりません。アイネイアの要求を吞むな……とは、一体どういうことなのか。

　魔王の娘が魔王の娘の目的を阻そ害がいしようとしている……ということであれば、彼女たちも一枚岩ではないということなのでしょうか？

　だとすれば、そこに付け入る隙すきが見出せるかもしれません。が、罠わなの可能性も大いにありえます。

「ダリア城砦の現状は、把は握あくできているのですか？」

　私の問いに、アルゼン隊長はトモエさんに向けていた視線を私に戻して、頷うなずきました。

「ダリアの守備隊たいも魔王の娘との戦せん力りよく差さを感じ、早々に退しりぞいたようです。現在は城砦の西に陣じんを敷しいているようですが……」

「こちらとほぼ同じ、ということですか……」

　カガクの発展により、今や大陸一いちの軍ぐん事じ大国となったフェブロニアも、相手が魔ま王おうの娘むすめとあっては苦く戦せんは免まぬがれないようです。

「フェブロニアで最さい強きようの戦せん士しというと……やはり、ヨアキム＝フィガロ大たい佐さでしょうか？」

「私もそのように認にん識しきしております」

　頷うなずいたアルゼン隊たい長ちようの目には、闘とう志しと畏い怖ふ……二種類の感情がない交まぜになっているように見えました。

　きっと彼の目には、今ここにはいないヨアキム＝フィガロが映っているのでしょう。

　国こつ境きようの城じよう砦さいという最さい前ぜん線せんで戦ってきたアルゼン隊長であれば、ヨアキム＝フィガロとも一度ならず見まみえたことがあるはずです。

　カガクと魔ま法ほうの国、フェブロニアに於おいて、剣けん腕わんのみで大佐の地ち位いにまで上り詰め、女じよ帝ていティアマリアから『恒久平和の実現者ピースメーカー』の称しよう号ごうをも与えられた戦士。

　その剣腕は、ランドール最強の剣けん士しであるレイヴェン様にも匹ひつ敵てきすると言われています。

「ヨアキム＝フィガロとは私も戦ったことがありますが……格かくの違いというものを思い知らされました」

「それほどですか」

「ランドールであの男に太た刀ち打うちできるのは、ハイドフェルト将しよう軍ぐんか……あるいは──」

　言葉の途と中ちゆうで、アルゼン隊長の視線が私の斜め後ろ──アホタレに向きました。

「レックス様しかいないでしょう」

「へ？　オレ？」

　不ふ意いに話の矛ほこ先さきを向けられたアホタレは、耳をほじっていた手をはたはたと振って、言いました。

「買い被かぶりだって。オレにはンな強い奴やつと戦う力も根こん性じようもないよ」

「アルゼン隊長は、アホ……じゃなく、レックス様とお会いしたことがあるのですか？」

　アルゼン隊長は首を横に振りました。

「いえ。ですが、私も剣士のはしくれですから、わかります」

　なるほど……。

　さすがは千せん人にん隊長。幾いく多たの修しゆ羅ら場ばをくぐっているだけあって、たしかな眼がん力りきを持っているようです。

「フェブロニアはヨアキム＝フィガロを差し出すつもりでしょうか？」

「わかりません。今のところそのような動きはないようですが……」

「仮にヨアキム＝フィガロがアイネイアを名な乗のる魔王の娘と戦ったとして……どちらが勝つと思われますか？」

　アルゼン隊長はヨアキム＝フィガロとアイネイア、両者と直接見まみえています。その彼の見立ては、当てになります。

　アルゼン隊たい長ちようの答えは、すぐには返ってきませんでした。

　目を閉じ、浅黒い眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻んで、しばし──まるで苦く渋じゆうの決けつ断だんを下すような面おも持もちで、アルゼン隊長はようやく答えをくれました。

「……アイネイアです」

「そう……ですか」

「絶対的な差ではないでしょう。しかし、どちらが上かと問われれば、アイネイアのほうが一段上をいっていると……私はそう感じました」

　ヨアキム＝フィガロとアイネイアでは、アイネイアのほうが上である。

　それはつまり、ヨアキム＝フィガロと互ご角かくの実力を持つレイヴェン様の剣けん腕わんを以もつてしても、アイネイアを倒すことは困こん難なんであるということを意味していました。

　アルゼン隊長もその意味を理解しているからこそ、苦渋の表情で答えたのです。

「アイネイアは飛ひ竜りゆうを従えていましたから、その戦せん力りよくも考こう慮りよすれば、ヨアキム＝フィガロ単身でアイネイアに打ち勝つことは、不ふ可能に近いでしょう」

「……では、アイネイアの要求は……」

「決して吞めるものではありません。ギャバン将しよう軍ぐんも、この要求は断だん固ことして拒きよ否ひすべきであるとデッカード大だい将軍に陳ちん情じようされています。フェブロニアとの衝しよう突とつが本ほん格かく化かし、魔ま王おう軍ぐんの大だい侵しん攻こうも迫りつつある今、『剣の国の大いなる剣』たるハイドフェルト将軍を失うわけにはいきません」

　私は深く頷うなずきました。

「レイヴェン様はランドールにとってなくてはならない御お方かたです。むざむざ敵に差し出すなど、ありえません。……レックス様」

「ほえ？」

　私はアルゼン隊長にお尻しりを向けないよう顔だけを振り向かせて、アホタレのしまりのない顔を見み据すえました。そして、言いました。

「私たちで、アイネイアを倒しましょう」

　決意を込めて言った私にアホタレが返してきたのは、「えー……」という露ろ骨こつな不満の声でした。

「えー……じゃありません！」

　ドン、と私が杖つえの柄えで床を叩たたいてみせると、アホタレは「うっ」と呻うめいて半はん歩ぽ後あとずさりました。

「アイネイアがレイヴェン様を殺そうとしているのか利用しようとしているのかわかりませんが、どちらにしろ許せるものではありません。かといって、要求を吞まなければ、無む辜この民たみが犠ぎ牲せいになってしまいます。この場合、最さい善ぜんの選択肢しはなんだとお考えですか？」

「兄あに貴きに会いたいって言ってるんだろ？　だったら、会わせてやればいいじゃん」

「バカをおっしゃい！　どんな罠わなが待ち受けているかもわからないというのに！」

　怒ど鳴なった私の声は、思ったより甲かん高だかく響ひびいて、自分でも少し驚いてしまいました。

　もちろん、驚いたのは私だけじゃありません。

　怒鳴られたアホタレは庇かばうように頭を抱えて身を縮ちぢこまらせていますし、トモエさんも目をぱちくりさせています。アルゼン隊たい長ちようからも息を吞む気け配はいが伝わってきました。

「お、怒るなって……ってか、罠かもしれないってところに、なんでオレらが行かなきゃなんないんだよ。怖こわいじゃん」

　アホタレが頭を庇っていた手を恐おそる恐るといった感じで下ろしつつ、言いました。

「それは……もちろん、レイヴェン様をお守りするためです」

　私の答えに、アホタレはふて腐くされたように唇くちびるを尖とがらせました。

「そんなに兄あに貴きが大事なのかよ」

「当然です。先さき程ほども言ったとおり、レイヴェン様はランドールにとってなくてはならない方です。それに……」

　その先の言葉を、私は唇を引き結んで吞み込みました。

「それに……なんだよ？」

「いえ……」

　私が言いかけて吞み込んだのは、レイヴェン様に対する私の個人的な感情でした。

　レイヴェン様は王おう宮きゆうでただ一人、平へい民みん生まれである私を出身ではなく実力で評ひよう価かしてくださった方です。

　レイヴェン様には感謝もしていますし、尊そん敬けいもしています。

　やる気のかけらもないアホタレの従じゆう者しやとして魔ま王おう討とう伐ばつを命じられたときは、レイヴェン様も結局、他の貴き族ぞくたちと同じように私を厄やつ介かい者ものとして見ていたのかと恨うらみもしましたが、やる気はなくともアホタレには力がありました。

　レイヴェン様が私をアホタレの従者にしたのは、厄介払いだったのか、純じゆん粋すいに期待されてのことなのか……その真しん意いはわかりません。

　それでも、たとえレイヴェン様が私を厄介払ばらいしたのだとしても、レイヴェン様がいなければ、私は誰だれにも実力と努力を認められないまま、おばあちゃんみたいな魔ま法ほう使つかいになりたいという夢を叶かなえられないまま、失しつ意いを嚙かみしめて故こ郷きようへ帰っていたでしょう。

　レイヴェン様なくして、今の私はないのです。

　レイヴェン様に万まんが一いちのことがあれば、私はきっと、半身を切り裂さかれたような悲しみと喪そう失しつ感かんに苛さいなまれてしまうでしょう。

「とにかく、レイヴェン様を敵に差し出すわけにはいきません。それに、ここで魔王の娘むすめを討うっておけば、後の魔王との戦いが有利になります。幸い、私たちには魔王の娘と戦った経験がありますし、軍の増ぞう援えんを待つよりも、私たちが乗り込んでいくべきだとは思いませんか？」

「全っ然、思わねー。オレは絶対に行かないからな」

　唇くちびるを尖とがらせたまま、ぷいっと顔を背そむけてしまいます。

　……なんでしょうか、この反はん抗こう的な態度は。

　彼が戦いを嫌いやがるのはいつものことですが、今回はいつもと少し様よう子すが違います。

「お兄にい様を守るのが、そんなに嫌なんですか？」

　アホタレはそっぽを向いたまま、答えません。

　私はトモエさんの傍かたわらまで移動して、小こ声ごえで訊たずねました。

「レックス様は、レイヴェン様と仲が悪いのですか？」

　アホタレはお姉ねえ様であるレムリア様を、嫌きらってはいないものの、怖こわがってはいました。

　アホタレがお兄様であるレイヴェン様をどう思っているか……考えたこともありませんでしたが、アホタレがレイヴェン様を良くは思っていないという可能性だってあるわけです。

　ましてや、アホタレを旅立たせたのはレイヴェン様のわけですし、それを恨うらみに思っているのやも……。

「いえ、そのようなことは決して」

　小声で、トモエさん。

「レックス様があのような態度を取っているのは、レイヴェン様に対してというよりアンジュ様に対してかと」

「えっ？」

「理由は、アンジュ様自じ身しんがお考えくださいませ」

　トモエさんはにこっと微笑ほほえむと、一歩後うしろに下がってしまいました。

　アホタレがふて腐くされている理由をトモエさんは理解しているようですが、私に教えるつもりはない……ということのようです。

　私が原因……ということらしいのですが、皆かい目もく、見けん当とうがつきません。

　私はただ、レイヴェン様を私たちの手で守ろうと言っただけなのに。

　いつもみたいに、ただ嫌がっているだけなら尻しりをひっぱたいてでも連れていくのですが、あんな露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな態度で嫌がられてしまうと、どうしていいかわかりません。

　魔ま王おうの娘むすめは私一人ひとりでどうこうできる相手ではないでしょうし……。

　それでも、以前の私であれば、「だったら私一人で戦います！」と意い地じを張って大おお見み得えを切っていたでしょう。

　でも、今はなぜかそんな気持ちにはなれませんでした。

　王おう都とを旅立ったときからずっとアホタレと一いつ緒しよで、途と中ちゆうからはトモエさんも一緒で……誰だれかと一緒にいることが当たり前になってしまって、一人でなにかをすることが苦にが手てになってしまったのかもしれません。

　だとすれば、私は弱くなってしまったのでしょうか……。

　幾いく多たの強きよう敵てきとの戦いで、魔ま法ほう使つかいとしての実力は間違いなく向上しているはずです。

　でも、精神的に弱くなってしまったのだとしたら……一人で戦えなくなってしまったのだとしたら……私は一体どうすればいいんでしょう？

「あーもう！」

　唐とう突とつに苛いら立だった声をあげたのは、アホタレです。

「わかったよ！　行くよ！」

「レックス……様？」

　困った顔で銀色がかった黒くろ髪かみをゴシゴシと搔かきむしったアホタレは、見つめる私から視線を外はずして、言いました。

「だから……泣くなって」

「え……？」

　アホタレに言われて初めて、私は自分が泣いていることに気がつきました。

　……信じられません。

　私がこんなことで……アホタレにそっぽを向かれただけで泣いてしまうなんて……。

「よかったですわね、アンジュ様」

　傍かたわらにやってきたトモエさんが、笑顔でハンカチを差し出してくれました。
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「よく……ないです。私……なんだか、弱くなってしまったみたいで……」

　ハンカチなら私も持ってはいましたが、ここはトモエさんの厚こう意いに甘えることにしました。ハンカチを受け取って、涙を拭ぬぐいます。

「アンジュ様は、弱くなったのではありませんわ。アンジュ様が今いま感じておられるお気持ちは、いつか必ず、剣にも魔ま法ほうにも勝る武ぶ器きになってくれるはずです。このトモエが保ほ証しよういたしますわ」

　トモエさんの言葉の意味はよくわかりませんでしたが、保証しますとまで言ってくれているのですから、ここは信じておきましょう。

　トモエさんにハンカチを返した私は、アルゼン隊たい長ちように向き直って頭を下げました。

「お見み苦ぐるしいところをお見せしました」

「いえ」

　いきなり始まった内うち輪わもめにアルゼン隊長も内ない心しんでは戸と惑まどっているはずです。不快にも思っているでしょう。が、さすがは筋すじ金がね入いりの軍ぐん人じん。表情にも姿し勢せいにも少しの揺らぎも見られません。

　私は改めて、魔ま王おうの娘むすめを私たちが討とう伐ばつする旨むねをアルゼン隊長に伝えました。

　ここで言う魔王の娘とは、アイネイアだけではなく、セスタス城じよう砦さいを乗っ取ったもう一人の魔王の娘も含まれています。

　レイヴェン様を差し出すように要求しているのはアイネイアのほうですが、自じ国こく内ないの敵を後回しにするわけにもいきません。

「レックス様なら魔王の娘とも渡り合えるやもしれません。アンジュ様とトモエ様のお力が加われば、鬼おにに金かな棒ぼうでしょう。私のほうからギャバン将しよう軍ぐんに進しん言げんさせていただきます」

「ありがとうございます」

　私はアルゼン隊長に深く頭を下げました。

　アルゼン隊長は出身で人の価か値ちを判はん断だんする人ではありません。それは、これまでのやりとりでよくわかりました。

　生まれや肩かた書がきよりも実力を尊そん重ちようする。なかなかできることではありません。魔王の娘には太た刀ち打うちできなかったとはいえ、十分、敬うやまうに足たる人物です。

　さて──。

　セスタスとダリア、ランドールとフェブロニアの国こつ境きように面した二つの城砦を乗っ取った、二人の魔王の娘。

　彼女たちの狙ねらいは一体なんなのか。フェブロニアがどう動くのか。不ふ確かく定てい要素が多く、不安も尽きませんが、レイヴェン様をお守りするためにも負けるわけにはいきません。




　翌よく日じつ──。

　セスタスの領りよう主しゆであるギャバン将軍から正式な許きよ可かを受けて、私たちは城砦解かい放ほうのために魔ま王おうの娘むすめと戦うことになりました。

　こちらの戦せん力りよくは、アホタレと私とトモエさんの三人だけ。

　アルゼン隊たい長ちようのほうから軍の精せい鋭えいを見み繕つくろって同どう行こうさせる──という話が出たのですが、気持ちだけ受け取らせてもらうことにしました。

　足あし手でまといだから、ということではありません。もちろん、軍の精鋭といっても魔王の娘には歯が立たないでしょう。しかし、セスタス・ダリア、どちらの城じよう砦さいを乗っ取った魔王の娘も強力なマモノを従えているという話ですから、マモノの注意を引きつける囮おとりとしては役に立ってくれるはずです。

　ですが、私たちが失敗した場合のことを考えると、援えん軍ぐんも到着していない今、軍の戦力を落としてしまうのは得とく策さくではありません。

「昨日きのうもお話ししたとおり、まずはセスタス城砦を占せん拠きよした魔王の娘から討うちます」

「心こころ得えました」

「ふぇーい」

　城砦区く画かくへと続く市し街がい区画の大通り。昨日きのうよりも人通りが少ないと感じるのは、気のせいではないでしょう。

「強力なマモノを無む数すうに従えているという話ですが、気になる点があります」

　視線を通りの遥か前方──セスタス城砦へと向けます。

「マモノの姿すがたが見えませんね……」

　トモエさんの呟つぶやきに、私は頷うなずきました。

「それが、気になっています」

　魔王の娘はマモノを従えているはずです。そして、その数は空を覆おおい尽くすほどだったと、アルゼン隊長は言っていました。

　しかし、今、城砦の上空にマモノの姿は見当たりません。今だけじゃありません。昨日も、やはりマモノの姿は確かく認にんできませんでした。

　昨日の時点でそれが気になっていた私は、先さき程ほど、私たちの泊まっていた宿にギャバン将しよう軍ぐんの許きよ可かを伝えにきてくださったアルゼン隊長に、マモノの姿が見えない件について訊たずねてみました。

　アルゼン隊長によれば、マモノは市街区く画かくからも軍の陣じん営えいからも見て取れないが、斥せつ候こうが城砦に近づくとどこからともなく現れるのだそうです。

「城砦の中に隠かくれているのでしょうか？」

　トモエさんが頰ほおに手を添えて小こ首くびを傾かしげました。

「普通に考えればそうなりますが、私は別の可能性を考えています」

　空を覆ってしまうほどの数のマモノが城砦内ないに入りきるとは思えませんし、城砦方ほう面めんから感じる気け配はいがいくらなんでも静かすぎます。

「別の可能性……ですか？」

「ええ。たとえば──」

「お。なんだありゃ」

　アホタレが不ふ意いにあげた声が私の言葉を遮さえぎりました。

「……なんです？」

「あれ」

　アホタレが指ゆび差さした先には、酔よっ払ぱらい……でしょうか。右へ左へ大きくよろめきながら歩く、外がい套とう姿すがたの人ひと影かげがありました。

　今にも倒れそうな足取りですが……あ、倒れた。

「様よう子すを見てくるよ」

　アホタレが小走りに近づいていきます。

　酔っ払いなんて放っておけば……とも思いましたが、病人か怪け我が人にんという可能性もありますから、一応、そのへんだけでも確かく認にんしておきましょうか。

　トモエさんと顔を見合わせ、頷うなずき合って、アホタレに続きます。

「大だい事じはなさそうですか？」

　しゃがんでいるアホタレの肩かた越ごしに、様子を窺うかがいます。

「おや……？」

　よろめいていたときはフードのおかげで顔がほとんど見えず性別もわからなかったのですが、倒れた拍ひよう子しにフードが脱げたらしく、顔が露あらわになっていました。

　少年です。

　年の頃ころは、十三、四……といったところでしょうか。少なくとも、私より年とし下したであることは間違いないはずです。

「珍めずらしいなー」

　アホタレが少年の頰ほおに手を当てつつ言いました。

「茶ちや色いろい肌はだなんて、初めて見たぞ」

「褐かつ色しよくと言うんです。こういう場合は」

　少年は、ランドールでは……というより、アデール大陸では非常に珍しい褐色の肌の持ち主でした。

「クレイバーンの方……なのでしょうか」

　トモエさんが小こ首くびを傾かしげて言った言葉に、私は曖あい昧まいに頷きました。

「おそらくは……」

　褐色の肌といえば、南なん方ぽうの大陸──クレイバーンの人々の特とく徴ちようです。

　しかし、それにしては髪かみが白くありません。クレイバーン人には褐色の肌の他に白はく髪はつという特徴があるのですが、少年の髪の色は黒です。

「おーい」

　アホタレが頰ほおをぺちぺちと軽く叩たたいてみても、少年は目を覚ましません。

「とりあえず、動かすかー」

「ですね。ここは道の真まん中なかですから」

「よっこいせっと」

　アホタレが少年を抱きかかえて立ち上がりました。

「軽いなー……あれ？」

「どうかしましたか？」

「お、これはなかなか立りつ派ぱな……」

　私の問いには答えず、独ひとり言ごとのように呟つぶやきます。なにやら微び妙みように顔がにやけているように見えるのですが……。

「どうかしましたか？　訊きいているのですが……」

「え？　ああ、別にたいしたことじゃないよ。こいつが──」




　ぐー。




　唐とう突とつに聞こえたその音に、私たちは三人揃そろって目を丸くしました。

「今の音は……」

「腹の虫……だよな？」

「私にも、そのように聞こえました」




　ぐー。




　肯こう定ていするように、またその音が鳴り響ひびきました。

「わ、私じゃないですよ」

「オレでもないぞ」

「私でもありません」

　ということは……。

「んっ……」

　少年が身じろぎして目を開きました。

　そして、切なげな表情で一言。

「ボク……お腹なか、すいた……よ……」

　犯人確かく定てい。

　少年は酔よっ払ぱらいでも病人でもなく。

　たんなるハラヘリの行き倒れだったのです。




　ガツガツガツガツガツ。

　カコン。

　ガツガツガツガツガツ。

　カコン。

　ガツガツガツガツガツ。

　カコン。




　繰り返される二種類の音。

　ガツガツガツガツガツ。

　は、少年が馬ば車しや馬うまの如ごとく料理をかき込む音で、

　カコン。

　は、少年が空になったお皿を積み重ねていく音です。

　見ているだけで胸がいっぱいになる……どころか、胸むね焼やけがしてきそうな食べっぷりです。

　少年が積み重ねたお皿の数は、もう軽く十枚を超えています。

　体格と食べている量が、明らかに釣つり合っていません。

　少年の体格は、小こ柄がらな私よりもさらに一回り小さく、手て足あしなんてもう本当に棒ぼう切きれのような細さです。

「おいしいーっ！」

　頰ほおにごはん粒つぶをつけて叫んだ声はまだまだ甲かん高だかくて、男らしさは微み塵じんも感じません。

　ボサボサの黒くろ髪かみと、くっきりと太い眉まゆ──それぐらいでしょうか。男の子らしく見える部分は。

　線が細い上に、顔立ちも、男の子にしておくのは勿もつ体たいない……と言ってしまうと語ご弊へいがあるかもしれませんが、それぐらいの美び少年です。

　実は女の子でした、と言われても、たいして驚きもせずにすんなり納なつ得とくしてしまうかもしれません。

　で、今のこの状況について説明しますと、まあ見たまんまです。

　行き倒れの現場に出くわしてしまった手て前まえ、あのまま放置しておくわけにもいかず、酒場で少年にごはんを奢おごるはめになった……と。

　本当はこんなことに時間を使ってはいられないのですが……。

　ガツガツガツガツガツ。

　カコン。

「おかわりーっ！」

　少年のおかわりコールが三度店てん内ないに響ひびき渡りました。

　ああ、お皿を下げにきた店員のお姉ねえさんが、明らかに引いています。

　そりゃそうですよね。私だって引いています。……が──。

「よく入るなー。美う味まいか？」

「惚ほれ惚れしてしまいますわね」

　アホタレとトモエさんの反応は違いました。ふたりは、引くどころか笑顔で少年の食べっぷりを見守っています。

「美お味いしい！　ボク、とっても幸せ！」

　アホタレの問いに答えた少年の表情は、言葉どおり底そこ抜ぬけに幸せそうでした。

「そっかー。よかったな」

「うん！」

　コホン、と咳せき払ばらいをして、私は少年の目をこちらに向けさせました。

「……とりあえず、名前を教えてください」

「名前？　ボクの？　言ってなかったっけ？」

「先さき程ほど、一度訊たずねたのですが、答えてもらえず終しまいでした」

　先程というのは、料理の第一いち陣じんが運ばれてくる直前のことです。

　他人に名前を訊ねるときは自分から名乗るのが礼れい儀ぎ……ということで、まずはこちらの自己紹しよう介かいをした上で少年に名前を訊ねたのですが、ちょうどそのタイミングで料理が運ばれてきてしまい、

（ごはんー！）

　彼の意識は、もうすっかりそっちに攫さらわれてしまったのでした。

「そうだったんだ。ゴメンね？」

「いえ……」

「ノェル。ボクの名前はノェルだよ」

　少年は花──それも、太陽に向かって咲くひまわりのような笑顔で名乗りました。

「よろしくね、アンジュ」

　おや？

　意い外がいにも、私の名前はちゃんと憶おぼえていたようです。料理が運ばれてくる前の彼は、まるで魂たましいが抜けたようにボーッとしていて、こちらの自己紹介も耳に入っているのかどうか怪あやしい感じでしたが。

「イルもトモエも、よろしくね」

　私だけじゃなく、アホタレやトモエさんの名前もしっかり憶えていたようで、感かん心しん感心……と言いたいところですが。

「ノェル。レックス様は貴き族ぞくです。貴族をミドルネームで呼ぶのは無ぶ礼れいに当たるという常じよう識しきをご存じですか？」

　ランドールの貴き族ぞくのミドルネームは、成せい人じん前まえの名前──すなわち幼よう名めいですから、親しん族ぞく以外の者が成人した貴族をミドルネームで呼ぶのは、本来、礼を欠いた行為なのです。

　アホタレはそんなことを気にするタイプじゃありませんし、私だって、以前ならアホタレがミドルネームで呼ばれようと、なんとも思わなかったでしょう。

　でも今は、ハイドフェルト家の方やアホタレを生まれたときから知っているトモエさん以外に、アホタレをイルと呼んでほしくないと、そう思ってしまっています。

　──ウェルチ……。

　幼おさな馴な染じみとしてアホタレと長い時間を一いつ緒しよに過ごし、彼を誰だれよりも愛していたハーフエルフの少女──ウェルチ。

　彼女もまた、アホタレをイルと呼んでいた一人でした。そして、アホタレをイルと呼ぶ彼女の声には、揺らぎのない一途いちずな愛情が込められていました。

　ハイドフェルト家の方やトモエさん以外にアホタレをイルと呼んでいいのは、ウェルチだけです。

　赤の他人がアホタレをイルと気安く呼ぶのは、なんだかウェルチのアホタレへの愛情を軽んじられている気がして、嫌いやなのです。

「そっかぁ、ボク、知らなかったよ。ごめんね、レックス……様？」

「謝んなくていいよ。気にしちゃいないからさ。あー、あと様さま付づけはやめてくれよ。堅かたっ苦くるしいのは好きじゃないんだ」

「うん、わかった。改めてよろしくね、レックス」

「おう、よろしくな」

　お互いに歯を見せて笑い合います。

「アンジュも、ありがとね」

「えっ？」

「勉強になったよ。ボク、あんまりこっちの……この国のこと、知らないから」

「い、いえ。こちらこそキツい言い方になってしまって……すみません」

　まさかお礼を言われるとは思ってもいませんでしたから、戸と惑まどってしまいました。

「ノェルは、やはりランドール人ではないのですね」

「うん」

「さし支えなければ、出身地ちを教えてはもらえませんか」

　ノェルは少し困ったように太い眉まゆを八はちの字じにして、「んーっ……」と唸うなりました。

「遠い国……かな？」

　曖あい昧まいな回答。ということはやはり、ノェルは生きつ粋すいのクレイバーン人というわけではないのでしょう。

　アデール大陸とクレイバーン大陸は敵てき対たいしているわけではありませんから、クレイバーン人が出身地ちを誤ご魔ま化かす必要はないはずなのです。

　なのに、ノェルは出身地の明めい言げんを避けた。つまり、彼はクレイバーン人の血が入っているにせよ、クレイバーンの生まれではないのです。

　そして、出身地の明言を避けたということは、彼はフェブロニア人なのでしょう。ここはランドール領りよう内ない、それも最さい前ぜん線せんですから、フェブロニア出身者に対する目は当然厳きびしくなります。

　ノェルがフェブロニア人だとすると、あまり気は抜けません。

　フェブロニアの間者スパイである……という可能性があるからです。

　特に今は状況が状況だけに、考えすぎということはないでしょう。

　食事を奢おごらされた上に（代だい金きんはアホタレのお小こ遣づかいからさっ引きます）、情報まで盗まれてしまったのでは、目も当てられません。

　そもそも、こんなところで油を売っている時間はないわけですし、さっさと……。

「姉ねえちゃん、ええケツしとるやん。ワイと遊ばへーん？」

　その軽けい薄はくな声は、私たちの後ろのテーブルから聞こえてきました。

　店内に客は私たちの外に一組だけ……というより、一人だけ。

　私たちのすぐ後に入ってきた、黒こく衣いの男です。

　パッと見、武ぶ器きを帯びているようには見えませんでしたが、男は冒ぼう険けん者しやでしょう。あるいは傭よう兵へいか。どちらにしろ、血ち生なま臭ぐさい世界に身を置いている人間であることは間違いありません。

　武ぶ器きが見えなくても、男の黒衣は、あれは防ぼう刃じん服ふくです。独どく特とくの光こう沢たくでわかります。

　身のこなしもただ者ではありませんでした。私たちに続いて店に入ってきた男の足取りは、跳ねるように軽やかだったにもかかわらず、まったく足音がなかったのです。

「姉ちゃん、姉ちゃんってば！　無む視しかいな。つれへんなぁ……」

　男が声をかけてるのは、私たちのテーブルにせっせと料理を運んでくれていた店員さんです。

　客に不ぶ躾しつけな声をかけられることなど慣れっこなのでしょう。店員さんは涼すずしい顔で受け流しています。

　助け船を出す必要も、特にないでしょう。

「ノェル様は、お連れの方はいらっしゃらないのですか？」

　トモエさんが口にした問いは、私も訊きこうと思っていたものでした。

「うん。一人だよ。あと、ボクのことはノェルって呼び捨てにして？　ボク、様さま付づけで呼ばれるのって、好きじゃないんだ。ボクは全然、偉くもなんともないんだから」

「はい。では、呼び捨てにさせていただきますね、ノェル」

「うん。ありがとう、トモエ」

　違い和わ感かんがありました。

　呼び捨てにしてほしい、というノェルの要求は理解できます。が、様付けで呼ばれるのは好きじゃないという言い回しは、普ふ段だんから様さま付づけで呼ばれる立場にある、もしくは過去にそういった立場にあった人でなければ出てこないのではないでしょうか。

　……ますます、ノェルが怪あやしくなってきました。

「ノェルは、旅してるんだろ？」

　今こん度どの質問者はアホタレです。

　外がい套とうに身を包んだその姿すがたは、どう見ても旅人の装よそおいです。それに、彼がこの街の人間であるなら行き倒れになったりはしないでしょう。

「うん、まあ、そんな感じかな」

　しかし、ノェルの答えは、またしても曖あい昧まいでした。

「そっかー。大変だよな、女の子一人ひとりで旅なんてさ」

　……はい？

「……今、なんと？」

　アホタレが「へ？」という顔をしました。

　……たぶん、私も同じような顔をしているはずです。

「いや、女の子一人で旅なんて大変だなって……」

「それは、ノェルのことを言っているのですか？」

「そ、そうだけど……あ」

　なにかに気づいたように、アホタレはポンと手を打ちました。

「アンジュは、ノェルのこと男だって思ってたのか」

　もちろん、そうです。

　私が頷うなずくと、アホタレは両手を自分の胸のあたりでわきわきと動かして、言いました。

「ノェルは、女だぜ。なあ、ノェル？」

「うん。ボク、女の子だよ」

　屈くつ託たくのない笑顔で、ノェルは衝しよう撃げきの事実を口にしました。

「証しよう拠こ、見せてやれよ」

　と言って、アホタレがまた両手をわきわきさせました。

　うん、と頷いて立ち上がったノェルが、おもむろに外套に手を掛け、一ひと息いきに脱ぎ去りました。

　思わず「ひっ」と息を吞んでしまった私ですが、別に外套を脱いだからといって、ノェルが裸はだかになったわけではありません。

　外套の下に、ノェルは法ほう衣いに似た服を身につけていました。白を基き調ちようにした清せい楚そなデザインで、袖そではなく、長い裾すそには横よこ側がわに大きな切れ目が入っていて、細いながらも健康的な手て足あしが剝むき出しになっています。

　が、注目すべきは手足ではありません。

　手足以い上じように私の目を釘くぎ付づけにしたのは、服をはっきりと押し上げて存在を主張する、女性の象しよう徴ちようとも言える部ぶ位い──すなわち、胸です。

「どう？　ボク、女の子でしょ？」

　ノェルが腰に手を当て上体を反そらしたことで殊こと更さらに強きよう調ちようされた二つの膨ふくらみは、彼──いえ、彼女の小さな身体からだにもまだまだあどけない顔にも、まったく不ふ釣つり合あいな大きさを誇っていました。

「た、たしかに……」

　ノェルが女の子だとしても驚かない、などと思っていましたが、これはさすがに予測の範はん囲いを超えていました。

「す、すみません。私、てっきり男の子だとばかり……」

「気にしないで。男の子に間違われるの、ボク、嬉うれしいんだ」

「そ、そうですか……」

　性別を間違われるのが嬉しい……というのは、かなり珍めずらしい感覚のような。

　単に私を気き遣づかって言ってくれているだけなのかもしれませんが……とにかく。

「レックス様は、いつノェルが女の子だと気づいたのです？」

　ノェルはたしかに男の子にしてはか細すぎますし可愛かわいすぎます。でも、パッと見の第一印いん象しようは、どう見たって男の子のはずです。一いち人にん称しようだってボクでしたし。

「抱え起こしたときだよ。あのとき、たまたま手が胸に当たってさ。おっ？　と思ったわけよ」

「……なるほど」

「でさ、どんなもんかと試しに軽く揉もんでみたらさ。これがまた立ぱげぶっ！」

　ニヤニヤと嬉うれしそうに両手をわきわきさせるアホタレの顔面に、私は杖つえを振り下ろしました。

「意識のない女の子の身体からだを触さわるなんて、最低の極みですよ！」

「す、すびばぜん……」

「まったく……」

　私はため息をつきつつ、トモエさんに訊たずねました。

「トモエさんは気づいていましたか？　ノェルが女の子だって」

「はい。私は初めから」

「そうですか……」

　トモエさんはつまらない噓うそをつく人じゃありませんから、本当に気づいていたのでしょう。

　つまり、私だけがノェルを男の子だと勘かん違ちがいしていたわけです。

　これは、失しつ態たいです。魔ま法ほう使つかいである私はパーティーの中で一番冷れい静せいかつ正確な観かん察さつ眼がんを持っていなければならないというのに……。

「ねえねえ、そんなことより、さ」

　落ち込む私に気を遣つかってくれたのか、ノェルが話題を変えてきました。

「アンジュたちは、ボーケンシャなの？」

　外がい套とうは脱いだまま椅い子すに座り、好こう奇き心しんに満ちた目で問いかけてきます。

「え、ええ。まあ」

　正確には私たちは冒ぼう険けん者しやとは違いますが、国の特とく命めいで魔ま王おう打だ倒とうの旅をしている──なんて、間者スパイの疑いがあるノェルに言えるわけがありません。

「やっぱり、そうなんだ。ねえ、アンジュたちは今どんなボーケンをしているの？」

　噓うそをつくのは好きではありませんが、本当のことを言えない以上、仕方がありません。

　遺い跡せきの発はつ掘くつとか、それっぽく答えておきましょう──と思った矢や先さき。

「魔王をやっつける旅だよ」

　アホタレがあっけらかんと本当のことを言ってしまいました。

「えっ？」

　ノェルが目を丸くするのも無む理りありません。

　一いつ介かいの冒険者が魔王をやっつけるなんて、到とう底てい不可能な話です。

　まあ、実際、私たちはその不可能に挑ちよう戦せんしているわけなんですが……。

「とりあえず、今はここの城じよう砦さいを乗っ取っちまったっていう魔王の娘むすめに会いに行くところなんだけどな」

　そんなことまでベラベラと！

「いでっ！」

　これ以上、余よ計けいなことを言うなという意味を込めて、私はアホタレの向こう脛ずねを蹴けっ飛ばしました。テーブルの下での出来事ごとですから、もちろんノェルには見えません。

「……ダメ……だよ……」

　ほんの今まで潑はつ剌らつとしていたノェルが、急に表情を曇くもらせました。

「お城に行っちゃ……ダメ……」

　声も、今にも消え入りそうなほどか細くなっていました。

「お城というのは、セスタス城砦のことですか？」

「うん……」

「では、あなたは私たちにセスタス城砦に行くなと、そう言っているのですか？」

「うん……だって……」

「だって？」

　ノェルは私から目を逸そらすと、唇くちびるを嚙かみしめ──呼こ吸きゆう三回分の逡しゆん巡じゆんを経て、ようやく答えました。

「だって……ボクだから……」

　ノェルの肩は強こわ張ばり、竦すくみ上がっていました。テーブルの下にある手はきつく握りしめられているであろうことが、見えなくても伝わってきます。

「お城を乗っ取ったのは、ボク……だから……」

　ノェルのその告こく白はくに目を見開いたのは、私だけじゃありません。アホタレとトモエさん──鷹おう揚ような二人でさえ目をまん丸にしていました。

「それは、つまり……魔ま王おうの娘むすめ……ということですか？　ノェル、あなたが……」

　うん、とノェルはたしかに頷うなずきました。

　これは……。

　これは、一体どうしたものか。

　男の子だと思っていたノェルが実は女の子だったという事実にも驚かされましたが、この驚きは、その比じゃありません。

　驚きすぎて、どう行動するべきか即そく座ざに決はん断だんできません。

　城じよう砦さいを乗っ取った理由を問い詰つめるべきなのか、あるいは問もん答どう無む用ようで攻こう撃げきするべきなのか。

　そもそも、ノェルは本当に魔王の娘なのか……。

　ロンブローゾも見た目は普通の人間と変わりませんでしたから、見た目では判断できません。

　ノェルの目は、とても噓うそを言っているようには見えませんが……。

「ごめんなさい……お城の人たち、追い出しちゃって……。でも、ボク、どうしてもお姉ねえちゃんを止めたくて……」

「お姉ちゃん？」

「アイネイア……お姉ちゃん……」

　ノェルが目を伏せて口にしたのは、ダリア城砦を乗っ取り、ランドールとフェブロニア、両国に最さい強きようの戦せん士しを差し出すように要求している、もう一人の魔王の娘の名前でした。

　アイネイアを知っているということは……どうやら、噓ではないようです。ノェルが魔王の娘であるという話は。

「敵……なのですね。あなたは……」

「待てって」

　杖つえを握りしめて立ち上がろうとした私の腕を、アホタレがつかみました。

「とりあえず、話を聞いてみようぜ。なんか色々と理由がありそうな感じじゃん？」

「理由はあるでしょう。でなければ、こんな複雑な状況にはならないはずです。ですが、たとえどんな理由があろうと、彼女は敵です。それは変わりません」

「なんでそうなるんだよ」

　私はアホタレの手を振り解こうと腕を強く引っ張りました。が、アホタレの手はビクともしません。

「ロンブローゾを忘れたんですか!?　彼女のあの残ざん虐ぎやく非ひ道どうな振る舞いを！」

「一人が悪い奴やつだったからって、魔王の娘が全部悪わるい奴とは限らないだろ？」

「あなたという人は！　かつての人じん魔ま戦争で魔王の娘に滅ほろぼされた国がいくつあるか、知っていて言っているのですか!?」

「ロンブローゾ……お姉ねえちゃん？」

　ノェルの呆ほうけたような声が、私とアホタレの口こう論ろんに割って入ってきました。

「ロンブローゾお姉ちゃんを、知ってるの？」

　私とアホタレは睨にらみ合っていた目を互いにしばたたかせました。

　これは……この回答は……重要です。

　なにしろ、私たちはロンブローゾを倒してしまっているんですから。

　正直にその事実を伝えてしまえば、ロンブローゾの妹であるノェルは当然、激げき怒どするでしょう。

　どのみち戦うにしろ、下へ手たに怒らせるのは得とく策さくではありません。

　ここは適当に噓うそを──。

「ごめんっ！」

　ガンッ！　とたんこぶができそうな勢いでテーブルに頭を打ち下ろしたのは、アホタレです。

「ノェルの姉ちゃんやっつけちまったの、オレなんだ！」

　あああ、もうこのアホタレはまたいらんことをっ！

「謝って許されることじゃないけど、謝らせてくれ！　ごめん！　マジで、ごめん！」

　次の瞬しゆん間かんにも戦せん闘とうに突とつ入にゆうすることを想そう定ていして、私は慌あわてて精神の糸を紡つむぎました。

　しかし──。

　ノェルは攻こう撃げきしてくるどころか殺さつ気きを漲みなぎらせることもなく、静かに悲しげに微笑ほほえんだだけでした。

「そっかぁ……ロンブローゾお姉ちゃん、死んじゃったんだね……」

「ごめんな、本当に……」

　ううん、とノェルは首を横に振りました。

「しょうがないよ。ロンブローゾお姉ちゃんは、こっちの世界の人たちをたくさん傷つけて……迷めい惑わくをかけちゃったもの。お姉ちゃんがこっちの世界の人に殺されちゃったとしても、悲しいけど……とても悲しいけど、それはしょうがないことだよ……」

　目に大おお粒つぶの涙を浮かべて、ノェルはテーブルにくっつけられたままのアホタレの頭に、そっと手を伸ばし──指ゆび先さきだけで淡く触ふれました。

「だからね、レックス……頭を上げて？」

　お付きの者としては、これは大きな失敗です。

　主であるアホタレに魔ま王おうの娘むすめが触れるのを、黙だまって見み過すごしてしまったのですから。

　それほどに──この私が思わず警けい戒かいを忘れてしまうほどに、ノェルの表情は悲しみと優しさに満ちていたのです。

「レックスだって、ロンブローゾお姉ちゃんのせいでいっぱい苦しい思いをしたんだよね？　それなのに、謝ってくれて、ありがとうね？」

「ノェル……」

　頭を上げたアホタレに微笑ほほえみかけたノェルの頰ほおを、涙が伝いました。

　その涙を見た瞬しゆん間かん、私の戦せん意いは粉こな々ごなに打ち砕くだかれてしまいました。

　もう、認めるしかありません。

　ノェルには、私たちを害する意志がこれっぽっちもないということを。

　そして、さすがの私でも、敵てき意いのかけらも抱いていない相手を攻こう撃げきすることなんて、できやしません。

「強きよう敵てきですわね」

　精神の糸を解ほぐしつつ浮かせていた腰を下ろした私に、トモエさんがそっと声をかけてきました。

「ええ、まったくです」

　向こうに敵意がないとはいえ、ノェルが魔ま王おうの娘むすめであるという事実は変わりません。私たちの目的が魔王の打だ倒とうである以上、いつか必ず彼女とぶつからなければならない場面がくるはずです。

　そして、それは、いつか──などという遠い先の話ではないのかもしれないのです。なにしろ彼女はセスタス城じよう砦さいを乗っ取った張ちよう本ほん人にんなのですから。

「ノェル」

　ノェルの涙に濡ぬれた瞳ひとみが、呼びかけた私を捉とらえました。

「教えてください。あなたがセスタス城砦を乗っ取った理由を。そして、もう一人の魔王の娘──アイネイアについても」

　うん、と頷うなずいたノェルに、トモエさんが昨日きのう私にもしてくれたように、ハンカチを差し出しました。

「ありがとう、トモエ」

　ノェルはにっこり微笑んでハンカチを受け取ると、それで涙を拭ぬぐって、語りはじめました。

「ボクは……アイネイアお姉ねえちゃんを止めたくて……お姉ちゃんに人ひと殺ごろしになってほしくなくて、こっちの世界にきたんだ」

　十番目の魔王の娘──つまり、魔王の末すえ子こであるノェルは、九人いる姉あね全員を、敬うやまい、誇り、愛していました。

「ロンブローゾお姉ちゃんは、こっちの世界の人にたくさん酷ひどいことをしたけれど……それは決して許されないことだけれど……ボクはロンブローゾお姉ちゃんを嫌きらいにはなれなかった。好きだった。ボクがまだ本当に小さかったときには、いっぱい遊んでもらったし……それに……ロンブローゾお姉ちゃんの、お父とう様のためにがんばろうとする気持ちは、誰だれよりも強かったから……」

　こちらの世界にとっては残ざん虐ぎやくな侵しん略りやく者しやでしかなかったロンブローゾも、視点を変えて見れば、父親想おもいの娘むすめであり妹想いの姉になる……。

　正義と悪は表ひよう裏り一いつ体たい。

　私たちにとっての悪は他の誰だれかにとっての正義であり……同じように、私たちにとっての正義は他の誰かにとっての悪……ということになるのでしょう。

　私たちにとってロンブローゾは断だん固こ排はい除じよしなければならない悪でしかありませんでしたが、魔ま界かいの人間であり血を分けた妹でもあるノェルがロンブローゾを愛していたとしても、その気持ちまで否定することは、私たちにはできません。

「ボクは、ロンブローゾお姉ねえちゃんも他のお姉ちゃんたちもみんな大好きだけれど……アイネイアお姉ちゃんは……アイネイアお姉ちゃんだけは、特別なんだ……」

　魔ま王おうの六番目の娘──アイネイアは、姉妹の中でも取り分け武ぶに秀ひいでた存在でした。剣での戦いに於おいては魔界では並ぶ者なしとまで言われ、夜よる色いろの長い髪かみを翻ひるがえし獅し子しの如ごとき雄お々おしさで剛ごう剣けんを振るうその姿すがたから、魔界の人々は畏い怖ふの念を込めて彼女をこう呼んだそうです。

『黒くろ獅子』と──。

　そして、それほどの戦せん士しでありながら、実に意い外がいなことに──アイネイアは人間を殺あやめた経験が未いまだ一度もないというのです。

「アイネイアお姉ちゃんは、優しいの。家族だけじゃなく、みんなに優しいの」

　百年前まえの人じん魔ま戦争のときにも、人を傷つけることを厭いとうアイネイアは、こちらの世界に攻こう撃げきを仕し掛かけることをしなかったそうです。

　当時、まだ幼かった末すえ子このノェルを除のぞけば、魔王の娘の中で人間に刃やいばを向けなかったのはアイネイアただ一人……。

　そのことで、彼女は姉妹たちから罵ののしりの言葉を浴びせられることもあったそうです。それでもアイネイアは戦いませんでした。

「へー。魔界にも色んな人がいるんだなー」

　アホタレがしみじみと感心したように言いました。

　彼がアイネイアに自分自じ身しんを重ねているであろうことは、容よう易いに想そう像ぞうできました。

　圧あつ倒とう的な強さを持ちながら、人を傷つけることを厭うが故ゆえに戦えない……。

　英えい雄ゆうの曾ひい孫まごと魔王の娘というある意味対たい極きよくの存在にありながら、ふたりは非常に似にています。

「人魔戦争のときにさえ戦おうとしなかったアイネイアが、なぜ今、こちらの世界に？」

「……務めを……」

　言葉の途と中ちゆうで、ノェルはまるで苦く痛つうに耐えるように眉み間けんに縦たて皺じわを刻みました。

「……務めを、果たすため……だよ」

「それは、魔王の娘……魔界の王おう女じよとしての……という意味ですか？」

　うん、と頷うなずいたノェルは、私たち三人を見回して問うてきました。

「みんなは、黒こく死し病びようって知ってる？」

　私は頷うなずきました。

「もちろんです」

「存じております」

「オレも知ってるぞ。魔ま界かいの病気だろ？　男だけが罹かかるっていう」

　えっ!?

「なんだよ、その驚いた顔は。オレが黒こく死し病びようを知ってたらおかしいのかよ」

「い、いえ……」

　黒死病は、魔界について多少なりとも勉強している──たとえば魔ま法ほう使つかいにとってはごく当たり前の知識ではあっても、一般常じよう識しきと呼ぶほど誰だれしもが知っているというほどではありません。

　そもそも一般常識のレベルで色々と怪しいアホタレが黒死病を知っているとはまったく思っていませんでしたから、正直、びっくりです。

「黒死病のせいで、魔界は男がほとんどいなくなっちまったんだろ？」

「そのとおりです。……よく知っていますね」

「ばあちゃんに教わったんだよ」

　ああ、なるほど。

　それならば納なつ得とくがいきます。アホタレはお祖ば母あ様であるレミエル様に教わったことだけは、忘れませんから。

「曾ひい爺じいさんが魔王と戦った人じん魔ま戦争も、黒死病が原因だってばあちゃんが言ってた」

「たしかに……。こちらの世界と魔界との諍いさかいは黒死病の発はつ生せい以前から繰り返されてはいました。ですが、黒死病が人魔戦争の大きな引き金になったことは、間違いありません」

　魔ま人じんの男性のみが罹る病──黒死病の感かん染せん力りよくは非常に強く、発生から十年足たらずのうちに魔人の男性の数は半はん減げんしてしまったといいます。

「たしか、大人おとなよりも子供のほうが罹りやすいんだよな？」

「うん。大人の男の人の中には罹らない人もいたんだけど、男の子は……みんな、死んじゃうんだ。ボクの双ふた子ごの弟も、生まれてすぐに死んじゃったんだって」

　男性の半減により生まれる子供の数も激げき減げんし……男だん児じが生まれても、幼くして死んでしまう。

　魔人にとっては、かつてない種の危き機きの訪れでした。

「ノェルは双子だったのか」

「うん。だからボク、男の子に間違われるの、嬉うれしいんだ。弟は生まれてすぐに死んじゃったけど、でも、魂たましいはボクと一つになって生きてるのかなって……」

「そっか」

　ノェルとアホタレの会話を聞きながら、私はなるほどと思いました。

　ノェルが男の子のような髪かみ型がたにしているのも、自分のことをボクと呼んでいるのも、弟の魂たましいを自らに体たい現げんさせたいという気持ちの表れなのでしょう。

　魔ま王おうの息子むすこでさえも抗あらがえない黒こく死し病びよう。

　黒死病によって種の危き機きを迎えた魔ま人じんたちは、ある手段によって危機を打ち破ろうとしました。

　つまり、それがこちらの世界への侵しん攻こう……。

　魔人たちの王──魔王メイ＝ヘムは、こちらの世界に移り住めば黒死病を克こく服ふくできると信じて、かつてない規き模ぼの侵しん略りやく戦争を仕掛けてきたのです。

　同どう情じようの余よ地ちは、あります。

　魔人たちにとっては、種の存そん続ぞくを懸かけた──まさに生きるための戦いだったのですから。

　しかし、こちらの世界──人間の世界へとやってきた彼らは、残ざん酷こくでした。

　幾いくつもの国が滅ほろび、大地には数えきれないほどの屍しかばねの山が築かれました。

　魔人が黒死病を怖おそれたように、私たち人間は魔人を怖れました。

　後に人じん魔ま戦争と呼ばれるようになった二つの種族による生せい存ぞん戦争は、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルトという英えい雄ゆうの登場によって、ひとまずは人間の側の勝利となりました。

　しかし、レイジャックに敗れ魔ま界かいへと追い返された魔王メイ＝ヘムは、百年の時を経て、再びこちらの世界への大だい侵攻を試みようとしています。

　それは、人魔戦争から百年経たった現在もなお、魔界の人々が黒死病に脅おびやかされているという証しよう左さでもありました。

「なあ」

　頭の後ろで手を組んだアホタレが、まずは横よこ目めで私を見た後、正面のノェルを見て、一つの問いを発しました。

「本当にこっちの世界に引っ越してこられたら、黒死病に罹かからなくてすむようになるのか？　魔界のみんなは」

　ううん、と首を横に振って答えたのは、ノェルです。

「根こん拠きよは、ないの。でも、みんな……お父とう様も、お姉ねえちゃんたちも、こっちの世界に移り住めば、きっと黒死病から解放されるって、そう信じて戦ったの。根拠なんてなにもないのに、たくさん血を流してしまったの。ごめんなさい……」

　ノェルの目から、また涙があふれてこぼれ落ちました。

　考えます。

　なぜ、魔王は、魔界の人々は、根拠もないのにこちらの世界に攻め入ったのか……。

　理由は、一つしかありません。

　もう他に手段がなかったからです。

　ただでさえ人口の減っていた魔界の人々にとって、戦争は、できれば避けたい最さい悪あくの手しゆ段だんだったはずです。

　その最さい悪あくの手しゆ段だんを実行するに至るまで、彼らなりに黒こく死し病びようを克こく服ふくしようとあらゆる努力をしたはずです。しかし、努力が報むくわれることはなかった……。

　そして、彼らは最悪にして最後の手段を取らずにはいられなくなってしまったのです。

「今でも、みんな信じてるの。信じるしかないから……。そして、期待してるの。お父とう様やお父様の娘むすめであるボクたちに。だから、アイネイアお姉ねえちゃんは……」

「人々の期待に応こたえるために、人間と戦おうとしている……と」

　ノェルは頷うなずいて、そして、「ひっく」としゃくり上げました。

「理解は……できます」

『黒くろ獅じ子し』の異い名みようを取る魔ま界かい一いちの剣けん士しでありながら、その優しい性格故ゆえにかつての人じん魔ま戦争では戦わなかったアイネイア……。

　しかし、十人いた魔ま王おうの娘は人魔戦争で五人に減へり、私たちがロンブローゾを倒したことでさらに一人減ってしまいました。

　こうなってしまってはもはや、戦いたくないから戦わない、などという我が侭ままは許されない……。

　アイネイアはそう考えたのでしょう。

　百年前には放ほう棄きしてしまった魔界の王おう女じよとしての義ぎ務むを、今度は果たさなければならない。

　苦しみに喘あえぐ民たみのために。

　そして、『黒獅子』アイネイアは剣を取った……。

　ノェルを見ていたはずの私の目は、自分でも気づかないうちにアホタレのほうを向いていました。

　彼は……どう思っているのでしょう。

　自分とよく似にた境きよう遇ぐうにありながら、戦うことを選択したアイネイアについて。

「みんなのために戦おうって決めたアイネイアお姉ちゃんは、立りつ派ぱだと思う。でも……ボクは、お姉ちゃんに人ひと殺ごろしになってほしくないんだ。もし、人を一人でも殺してしまったら、お姉ちゃんは、きっと一生苦くるしみ続けることになると思うから……」

　私はさっきから気になっていた疑問を、ここでノェルにぶつけてみました。

「アイネイアは、フェブロニアのダリア城じよう砦さいを乗っ取ったのですよね？　そのときに、フェブロニアの兵を殺してはいないのですか？」

「うん。怪け我がをした人はいっぱいいたと思うけど、死んじゃった人はいないはずだよ。お姉ちゃん、一生懸けん命めい手て加か減げんしてたから」

「では、あなたはアイネイアがダリア城砦を攻こう撃げきする様さまを見ていたのですね？」

「うん……」

　ノェルはがっくりと肩を落としてうなだれました。

「……止めようとしたの。でも、お姉ねえちゃん、邪じや魔まをするならボクでも容よう赦しやはしないって、ジグを……あ、ジグはお姉ちゃんのドラゴンの名前なんだけど……そのジグにボクを見張らせて……」

「説せつ得とくには応じてくれなかった……と」

　うなだれたまま、ノェルは小さく頷うなずきました。

「アイネイアの決意は固いようですね」

「でも、さ」

　アホタレが言いました。

「結局、まだ誰だれも殺しちゃいないんだろ？　だったらさ、できるって。説得。な？」

　たしかに。戦いを決意したとはいえ、人ひと殺ごろしはしたくないというアイネイアの本ほん質しつが変わったわけではありません。

　そこに、説得の余よ地ちがあるというアホタレの言い分は、間違いではないでしょう。

　しかし、私の解かい釈しやくは違っていました。

「私は、アイネイアの決意を覆くつがえすことは極めて困こん難なんだと考えます」

　ノェルが顔を上げて、涙に濡ぬれた目を私に向けてきました。

「アイネイアは、おそらく最さい小しよう限げんの犠ぎ牲せいでランドールとフェブロニア……二つの国を降こう伏ふくさせようと考えているのでしょう。両国の最さい強きようの戦せん士しを倒してみせることで」

　ノェルの目が、すぐにまた下を向きました。唇くちびるはきつく嚙かみしめられています。

　その表情で、私は私の理解が誤りではないことを確かく信しんしました。

「レイヴェン様はランドールの、ヨアキム＝フィガロ大たい佐さはフェブロニアの、それぞれ戦せん力りよくの要かなめであると同時にカリスマでもあります。その二人が倒されたとなれば、両国とも戦せん意いは地に墜おちるでしょう。ただでさえ国こつ境きようの城じよう砦さいで大たい敗はいを喫きつしているわけですから、効果は絶ぜつ大だいのはずです」

　さらに、軍ぐん事じ大国であるランドールとフェブロニアの二国が魔ま王おうの娘むすめの軍ぐん門もんに下ったとなれば、その他の国にも大きな衝しよう撃げきを与えられるでしょう。

「それが、ノェルの姉ちゃんの狙ねらいってことか……」

「はい。そうですね、ノェル？」

「うん……」

「つまり、アイネイアは自分の中で折り合いをつけたわけです。大量殺さつ戮りくはできない。ただし、勝利のための必要最さい低てい限げんの人殺しは厭いとわない、と」

　自分には到とう底てい不可能だと思われる部分は諦あきらめ、切り捨てる。

　その代わりに、これだけはどうしても果たさなければならないという一点だけは、たとえ自らの心を深く抉えぐることになったとしても、断だん固こやり遂とげる。

　アイネイアは、そういう道を選択したのです。

「折り合いをつけた末の決意は固い……ということですわね」

「そういうことです」

　トモエさんの発言に私は頷うなずきました。

「ノェル、あなたはそれでも──」

「諦あきらめないよ」

　ノェルは私の問いを遮さえぎって答えました。

　顔を上げ、まっすぐに私の目を見て。

　涙に濡ぬれた目には、もう二度と下を向かないという決意が込められているように見えました。

「ボクは、絶対に諦めない。アイネイアお姉ねえちゃんを人ひと殺ごろしにはさせない」

「その意い気きだぜ、ノェル！」

「うんっ！」

　ぐっと親おや指ゆびを立てて歯を見せたアホタレに、ノェルも同じポーズと表情を返します。

　前向きなのはけっこうなことだとは思いますが……私にはどうしてもアイネイアが決意を覆くつがえすとは思えませんでした。

　ノェルの話を聞く限り、アイネイアは優しい心の持ち主であると同時に、頭に超がつくほどの生き真ま面じ目めさをも持ち合わせた人物です。

　生真面目な人間にとって、決意とは非常に重要なものなのです。時には、自らの命さえ凌りよう駕がするほどに。

　アイネイアは、アホタレによく似にています。が、生真面目という意味では、私に近いかもしれません。

　アイネイアの決意の重さが、私には痛いほどにわかります。

　わかるからこそ、彼女が決意を覆くつがえすとはどうしても思えない……。

　懸け念ねんは、もう一つありました。

　それは、アイネイアが人を一人でも殺すことで吹っ切れてしまう可能性です。

　一人でも殺してしまった以上、千人殺ころすのも百万人殺すのも一いつ緒しよ。

　人を殺あやめた罪ざい悪あく感かんに心が耐えきれず、そんな狂きよう気きめいた方向に吹っきれてしまったら……。

　生真面目な人間の心というのは、得えてして、外側からの痛みには強くても自らの胸の内からあふれ出る痛みには脆もろいものです。

「ねえ、アンジュ」

　私を呼んだノェルの目には、気き力りよくが漲みなぎっていました。

「レックスとトモエも……お願いがあるの」

　ノェルのお願い。

　内容は、察しがついていました。

「アイネイアお姉ちゃんを説せつ得とくする、手伝いをしてほしいの」

　案あんの定じよう。

「おう、任せろって」

　アホタレが安やす請うけ合いしてしまうのも、予測していたとおりです。

　まったく、この男は……。

　私がレイヴェン様を守るために力を貸してほしいと頼んだときには、あんなに嫌いやがったくせに……。

「微び力りよくながら、お手伝いさせていただきますわ」

　トモエさんはにっこりと微笑ほほえんで、アホタレに追つい従じゆうしました。

　彼女がアホタレの決定に従うのは立場上当とう然ぜんのことなので、仕方がありません。

　立場の話をすれば、私だってアホタレの従じゆう者しやの訳わけですから、トモエさんと変わらないということになってしまうのですが……かといって、このまま無む条件にノェルの願いに応じるわけにはいきませんでした。

「二つ、条件があります」

　私は人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびの二本を立てて言いました。

「アイネイアの説得に成功しても失敗しても、ノェル、あなたはセスタスを出て行ってください。もちろん、マモノも一いつ緒しよにです。これが一つめの条件です。吞めますか？」

　コクンと深く頷うなずいたノェルに、私は頷きを返しつつ中指を畳たたみました。

「一つ確かく認にんしておきたいのですが、ノェル、あなたが使し役えきしているというマモノたちは──」

「幻げん術じゆつ、だよ」

　やはり。

　アルゼン隊たい長ちようは、セスタス城じよう砦さいを乗っ取った魔ま王おうの娘むすめ──つまり、ノェルは、空を覆おおい尽くすほどの数のマモノを従えていたと言っていました。

　しかし、軍が敗はい走そうして以降、マモノの姿すがたは目もく撃げきされていません。先さき程ほども、遠とお目めではあったものの、やはりマモノの姿は見えず、それどころか気け配はいさえ感じられませんでした。

「おかしいとは思っていました」

　空を覆うほどのマモノたちは、一体どこへ消えてしまったのか。

　あるいは、マモノなんて最初っから存在していなかったのでは……という予想は、ノェルと出会う前からしていました。

　つまりは、幻術です。

　魔王の娘であれば、それほどの量のマモノの幻げん影えいを一度に作り出せたとしても、不ふ思し議ぎではありません。

　実際、ノェルはそのとおりのことをしていたのです。

「ボク、幻術は得意なんだ。それ以外はからっきしなんだけどね」

　てへっ、とノェルは小さく舌したを出してはにかみました。

「十分、恐ろしい力ですよ」

　アルゼン隊たい長ちようをはじめ、実じつ戦せん慣れしているセスタスの兵たちですら圧あつ倒とうされてしまったのですから、ノェルの幻げん術じゆつはそれだけ見事だったということです。

　仮に幻術だとわかっていたとしても、大量の、それも強力なマモノを目の前にしたら、よほどの胆たん力りよくの持ち主でなければ戦せん意いを喪そう失しつしてしまうでしょう。

「しかし、かまわないのですか？　そんなに簡単に自分の力をバラしてしまって……」

　ノェルに人間を害する気持ちがないということは、よくわかりました。それでも、彼女は魔ま界かいの人間であり私たちが倒すべき魔ま王おうの娘むすめなのです。いずれは必ず戦わなければならないときがくるはずなのです。それなのに。

「いいの。アンジュたちに、隠かくし事はしたくなかったから」

　ノェルは笑顔で答えました。

　ひまわりのように明るく元気なその笑顔を見ていると、なんだかこの期ごに及んでまだ彼女と戦うことを想定している自分が、ひどく卑ひ小しような人間に思えてきます。

　かといって、自分も彼女のように笑いたいとは思いません。

　私は、これでいいのです。常に最さい悪あくを想そう定ていし、近づいてくる相手は皆すべからく疑う。たとえ相手がどんな善ぜん人にんであろうとも、アホタレとトモエさんがいかに気を許そうとも、私だけは疑いを抱き続ける。それが、私の役目なのです。

　汚よごれ役やく、大いにけっこう。この旅を完かん遂すいするためなら、いくらだって汚れてみせます。

　私はノェルに笑顔を返す代わりに、立てたままの人ひと差さし指ゆびをノェルの笑顔の前へと運びました。

「二つめの条件です」

「う、うん」

　自分で頰ほおを叩たたいて笑顔を緊きん張ちようの面おも持もちに変えたノェルに、私は二つめの条件を告げました。

「アイネイアの説せつ得とくに失敗し、彼女と戦せん闘とうになった場合、私たちは全ぜん力りよくで戦います。全力とはつまり、殺す覚かく悟ごで戦うということです。ノェル、このときあなたは、決して手出しをしないでください」

　ただでさえ大きなノェルの目が、さらに大きく見開かれました。

「私たちの味み方かたをしろとは言いません。その代わりに敵にも回らずにいてほしいのです」

　私が一番怖おそれているのは、アイネイアと戦闘になってしまった場合に、ノェルがアイネイアの側についてしまうことです。

　なにしろ、アイネイアはノェルにとって最さい愛あいのお姉ねえさんなのですから、いざとなったらノェルは当然アイネイアのほうにつくでしょう。そうなった場合、私たちは魔王の娘二人を同時に相手にすることになります。

　アイネイア一人でさえ途と方ほうもない強きよう敵てきだというのに、そこにノェルの力まで加わってしまえば、私たちに勝ち目はありません。

　もちろん、ここでノェルが条件を吞んだところで、ノェルが私たちの敵になることを防げるわけじゃありません。それでも、ここで条件を吞ませておけば、ノェルの性格からいって簡単には私たちを裏うら切ぎれなくなるでしょう。

　ノェルの優しい性格を利用した、我ながら卑ひ劣れつな要求だとは思いますが、手段を選んではいられません。

「大だい丈じよう夫ぶだって」

　アホタレが軽い口く調ちようで言いました。

「ノェルの姉ねえちゃんは、ちゃんとノェルの気持ち、わかってくれるって」

　私は込み上げてきたため息を懸けん命めいに嚙かみ殺しました。

　ノェルが敵になってしまうかもしれない──というのも大きな懸け念ねんではあるのですが、一番の懸念は、他ならぬアホタレです。

　ただでさえアイネイアと戦うことに乗り気ではなかった彼が、ノェルとこうして知り合って仲良く（？）なってしまった今、ノェルの最さい愛あいのお姉さんであるアイネイアと、果たして戦えるのか……。

　アホタレは、ノェルにロンブローゾを殺してしまった負い目を抱いています。

　そんな彼が、アイネイアを殺すために剣を振るうことは、たとえ自分の命が危なくなったとしても、ないでしょう。

　アホタレを戦せん力りよくとして当てにすることは、できなくなってしまいました。少なくとも、攻こう撃げき役やくとしては役に立たないでしょう。

　トモエさんは、戦せん闘とうになれば戦ってくれるでしょうが……やはり、私ががんばるしかないでしょう。

「レックスは、優しいね」

　アホタレに向けて微笑ほほえんだノェルは、すぐに視線を目の前に突きつけられた私の人ひと差さし指ゆびに戻して、頷うなずきました。

「条件、吞むよ。だから、みんなの力を貸して」

「……わかりました。あなたがアイネイアと話がしやすいよう、露つゆ払はらいをする……という認にん識しきでよろしいですか？」

「うん。ジグとリズ……あ、リズもお姉ちゃんのドラゴンの名前なんだけど、あの子たちを引きつけておいてほしいの」

「わかりました」

「できれば、その……」

「殺すな、ですか？」

「うん……ジグもリズも、お姉ちゃんの大切な友だちだから……」

　友だち。

　その単たん語ごに、私の胸は鈍にぶく痛みました。

「……確かく約やくはできませんが、善ぜん処しよはしましょう」

「ありがとう。アンジュも優しいね」

「な、なにを言ってるんですか！」

　微笑ほほえみとともにそんな言葉を向けられて、私は狼狽うろたえてしまいました。

「か、勘かん違ちがいしないでください。私はまだ、あなたを完全に信じたわけじゃないんですから。油ゆ断だんしていると寝ね首くびを搔かきますよっ」

　もう我ながらなにを言っているのやら。

「アンジュ……怒ってるの？」

「ああ、アンジュってさ、なんでかわかんねーけど、褒ほめられると怒るんだ」

　きょとんとしているノェルに、アホタレが説明します。

「そうなの？」

「オレも前、可愛かわいいって褒めたら怒られでででっ！　耳！　耳たぶつねるなって！」

「二度と言うなと言ったはずですよ！」

「すみませんもう言いません！　言いませんから耳みみ放してお願いしますちぎれちゃう！」

「ふん」

「ぐおおおおおぉぉぉぉぉ……」

　解放された耳たぶを押さえて、涙なみだ目めでテーブルに突っ伏します。

　これで、当分は余よ計けいな台詞せりふを吐くこともないでしょう。……と思っていると。

「ボク、アンジュは可愛いと思うけどなー」

　禁きん句くを、今度はノェルが口にしました。

「私も同どう感かんですわ」

　トモエさんまで！

「う……ぐ……っ」

　よもやノェルやトモエさんにまでつかみかかるわけにもいかず呻うめく私に助け船を出してくれたのは、

「追加のお料理お待たせしましたー」

　特とく大だいのお盆ぼんを抱えるようにして運んできた、店員のお姉ねえさんでした。

　お盆の上には、幾いくつもの料理の山が築かれています。

「待ってましたー！」

　ノェルが歓かん喜きの声をあげて振り上げた両手には、ナイフとフォークがしっかりと握りしめられていました。

　店員さんがテーブルに料理を並べている間にも、リズミカルに食器を持つ手を動かして、抑えきれない食しよく欲よくを全身からほとばしらせています。

　その姿すがたを見ていると、彼女が魔ま王おうの娘むすめであり、セスタス城じよう砦さいをたった一人で乗っ取ってしまったという事実が、改めて信じられなくなってきます。

　…………はて。

「そういえば」

　店員さんが料理を並べ終えて戻っていったところで、私はノェルに訊たずねました。

「ノェルは、なんで行き倒れていたんです？」

「えっ？」

　ノェルはナイフとフォークを振り上げた姿し勢せいで、目を丸くしました。

「お腹なかが空すいてたからだよ？」

「それはわかっているのですが、私が訊ききたいのは、倒れるほどお腹が空くまでどうしてなにも食べずにいたのかということです。城砦の食料庫こには行かなかったのですか？」

「行ったよ。でも、扉とびらに鍵かぎが掛かってたんだ」

「扉を壊こわすという選択肢しはなかったのですか？」

　ノェルは魔王の娘です。幻げん術じゆつ以外はからっきしだと言っていましたが、食料庫の扉を壊す程てい度どのことができないはずがありません。

「んー……だって、扉を壊しちゃったら、お城の人たちが戻ってきたときに困るかなーって。あ、でも、ごめんなさい。食堂にあったごはんは食べちゃった。これって泥どろ棒ぼうだよねぇ」

「……つくづく、魔王の娘らしくないですね、あなたは」

「そうかな？」

「そうですとも」

　一ひと口くちに魔王の娘といっても、ロンブローゾのような残ざん忍にん極まる女もいれば、ノェルのように無む邪じや気きな少女もいる。アイネイアのように優しさと使命感の狭はざ間まで苦しんでいる女性もいる……。

　魔ま人じんにも色々な人がいる。私たち人間と同じように。

　そんな当たり前の──当たり前のはずなのに今まで一度も考えたことのなかった事実に、私はため息をつかずにはいられませんでした。

　私たちの旅の最さい終しゆう目的は、魔王メイ＝ヘムを打ち倒すことです。

　その過か程ていで魔人と戦う場面は、きっと一度ならず訪れることでしょう。

　私は願わずにはいられません。

　私たちの行く手を阻はばむ魔人が皆、ロンブローゾのように倒すのに躊躇ためらいを抱く必要のない極ごく悪あく人にんばかりであることを。

「食べてもいい？」

「ええ、どうぞ」

「わーい！　いただきまーす！」

　振りかぶったままだったナイフとフォークを今度こそ振り下ろして、ノェルは料理をかき込んでいきます。

「ぉぉぉぉぉいでぇぇぇぇぇ……」

　幸せそうに料理を頰ほお張ばるノェルとは対たい照しよう的てきに、アホタレはなおも私につねられた耳を押さえて苦く悶もんの声をあげていました。

　……爪つめを立てたのは、やりすぎだったかもしれません。
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　つけられている──。

　上う手まく気け配はいを殺してはいますが、私だってそれなりに修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた身ですから、わかります。

「こそこそ隠かくれてないで、出てくりゃいいのになー」

　アホタレがあくび交じりに言いました。

「レックス様も気づいていましたか」

「まぁなー。酒場を出たときからずっとついてきてるぞ、あいつ」

「ええ……」

　さて、どうしたものか。

　泳がせて様よう子すを見るつもりでいましたが、今のところ、ただ後をつけてきているだけです。

　市街区く画かくを出て人ひと通どおりもほとんどなくなっていますから、暗あん殺さつ者しやの類たぐいであればそろそろ仕掛けてきてもおかしくないはずですが……。

「あの人、アンジュたちのお友だちなの？」

「こちらから声をかけてみてはいかがでしょう。自分から声をかけるのが苦にが手てな方なのかもしれませんし」

　微び妙みようにずれた発言ではあるものの、ノェルもトモエさんも追つい跡せき者しやの存在には気づいていたようです。

「私にはコソコソと後をつけてくるような友だちはいません。……が、いつまでもついてこられるのはぞっとしませんね。……姿すがたを見せてもらいましょうか」

　精神の糸を編み、呪じゆ文もんを唱となえます。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　振り向き様ざま、私は追跡者が隠れている木こ立だちに杖つえを向け、力ある言葉を放ちました。

「わひゃあっ！」

　杖の先よりほとばしった青白い雷らい光こうが木立を切り裂さいて、その向こうにいた追跡者に悲ひ鳴めいをあげさせました。

「出てきなさい！　出てこなければ、今度は本ほん気きで撃うちますよ！」

　逃げ出すでも襲おそいかかってくるわけでもなく、追跡者は私の恫どう喝かつにあっさりと応じて出てきました。

「おっかない姉ねえちゃんやな～。いきなり撃ってくるとは思わんかったわ……」

「……やはり、あなたですか」

　追跡者の正しよう体たいは、予想どおりの人物でした。

　酒場で店員のお姉さんにちょっかいをかけてはあしらわれていた、あの黒ずくめの男です。

　怪あやしいとは思っていました。ただ者ではないことはわかっていましたし、男が店を出たタイミングも気になっていました。男が店を出たのは、私たちが店を出たすぐ後でした。まるで私たちを追うように店を出てきたのです。

　その後は店の脇わきの路ろ地じへと姿すがたを消してしまいましたが、不ふ審しんは拭ぬぐえませんでした。

「一応、気け配はいは消したつもりなんやけどな～。姉ねえちゃんたち、凄すご腕うですぎるで」

　男は肩を竦すくめてため息交まじりにそう言うと、降こう参さんとばかりに両手を上げました。

　酒場では一いち瞥べつしただけでしたが、改めて面と向かって見てみると──。

　瘦やせた野の良ら犬いぬ。

　そんな表現がしっくりくるような風ふう貌ぼうの持ち主です。

　背せい高たかで瘦せぎす。まっとうではない世界で生き抜いてきたようなしたたかさを漂わせてはいるものの、狼おおかみのような精せい悍かんさは感じない……。

　そして、これも酒場で一瞥しただけでは気づかなかったことですが、男の目は左右で瞳ひとみの色が違っていました。

　翡ひ翠すいの羽のような綺き麗れいな翠みどり色いろの右目も十分珍めずらしいのですが、それよりも目立っているのが白く濁にごった左目です。左の眉まゆの上から頰ほおにかけて刃は物ものでつけられたと思おぼしき傷が走っていますから、おそらくはその傷のせいで本来の色を失っているのでしょう。

「まずはとにかく、あなたが何者なのか、それを教えてもらいましょうか。もちろん、私たちをつけていた目的も」

「そないなおっかない顔で睨にらまんといてや。ワイ、泣いてまうわ」

　口とは裏うら腹はらに、男に怯おびえた様よう子すはかけらもありません。

　男がそれなりの使い手であることは、わかります。しかし、それなりの使い手ならば、こちらの実力だって察しがついているはず。

　なのに飄ひよう々ひようとしていられるのですから、不ぶ気き味みです。よほど自信があるのか、実は私たちの実力を見抜けない程てい度どの小こ物ものなのか……。

「なあなあ」

　アホタレがちょんちょんと私の肩を肘ひじで突いてきました。

「あいつの喋しやべり方って、なんかおかしくないか？」

「ああ、あれは……」

「東とう方ほう諸しよ島とうの言葉ですわね」

　私に先んじて、トモエさんが答えてくれました。

　トモエさんの言うとおり、男の喋り方は東方諸島の言葉です。正確には東方諸島の一部地ち域いきの方ほう言げんですが。

「そっか。トモエはあっちにも行ったことあるんだっけか」

「はい。一度、レミエル様に連れて行っていただきました」

　トモエさん、冒ぼう険けん者しやだったレミエル様のお供ともとして、けっこう色々な所に行っていたようです。

　東とう方ほう諸しよ島とうは私も興きよう味みのある土地ですから一度ゆっくり話を聞いてみたい気もしますが、今はそれどころじゃありません。

　弛ゆるみかけた空気を引き締めるために、私は男に杖つえを向けました。

「質問に答えなさい。速すみやかに正直に。さもなくば……」

「ジェイド」

　灰色がかった黒くろ髪かみを撫なでつけつつ、男は名乗りました。

「それが、ワイの名前や。姓せいはない」

　──ジェイド……。

　私は男の名前を胸の内で反はん芻すうしました。

　──ジェイド……。

　聞き覚えのある名前です。

　知り合い……というわけじゃありません。しかし、私は──というより、ランドールは、その名前の主ぬしに幾いく多たの辛しん酸さんを舐なめさせられてきました。

「その顔、聞き覚えはあるけど信じられんっちゅー顔やな」

　図ず星ぼしでした。

　ジェイドと聞いて思い浮かぶ人物は、一人しかいません。

　しかし、まさか……。

　ありえない、と否定しようとして、私は先日の出来事ごとを思い出しました。

　先日──フェニックスを探すために登ったソレイユの丘でも、同じような場面に遭そう遇ぐうしたのです。

「まさか、『蛇だ蝎かつ』のジェイド……だというのですか？　あなたが……」

　正解とばかりに、ジェイドと名乗った男は瘦やせた顔に満まん面めんの笑えみを浮かべました。

「有名人じんなのか？　そいつ」

「『蛇蝎』のジェイド……ソレイユの丘で会ったソーマ＝サイフォスと同じ、『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人ですよ」

　帝てい政せい国家フェブロニアにおいて、武ぶ勲くん著いちじるしい四人の軍ぐん人じんに女じよ帝ていティアマリアが自ら与えたとされる称しよう号ごう、それが『恒久平和の実現者』です。

「一応、証しよう拠こもあるで」

　ジェイドはそう言うと、右手は上げたまま左手だけを腰の後ろに回し、ある物を取り出しました。

　武ぶ器きを取り出すつもりではと警けい戒かいしましたが、違いました。

　ジェイドが取り出したのは、仮か面めんでした。

　石でできた、無む機き質しつながらもあらゆる負の感情が宿っているようにも見える、不ぶ気き味みな仮面。

　口くちの端はに笑えみを滲にじませて、ジェイドは石いし仮面を被かぶりました。

　といっても、ジェイドの顔が完全に隠かくれることはありません。

　隠れたのは、右みぎ半分だけ。

　顔の半分だけを覆おおう仮か面めん──ソーマ＝サイフォスの物と同じです。

「な？　噓うそやないやろ？」

「……信じましょう」

　目の前の男は、たしかに『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『蛇だ蝎かつ』のジェイドなのです。

「ソーマ＝サイフォスの差し金……ですか」

　ソレイユの丘で私たちと敵てき対たいした『予よ言げん者しや』ソーマ＝サイフォスは、私たちを必ず殺すと『予言』して去っていきました。

　ソーマ＝サイフォスの『予言』は、未来を見通すといった類たぐいのものではありません。自らの『予言』した未来を、自らの手によって現実のものとする。それが、ソーマ＝サイフォスの『予言』なのです。

　私たちを殺すと『予言』した以上、なんらかの形で私たちの命を狙ねらってくるだろうことは覚かく悟ごも警けい戒かいもしていました。

　酒場を出て後をつけられていると気づいたとき、真まっ先さきに思い浮かんだのは、ソーマ＝サイフォスの手先では？　という考えでした。

　よもや、自分と同じ『恒久平和の実現者』の一人を差し向けてくるとはさすがに思いませんでしたが……。

「うん？　姉ねえちゃんたち、ソーマ坊ぼうやの知り合いやったんか？」

　ジェイドの反応はしかし、私の予想とは違っていました。

「ソーマ＝サイフォスの命令で私たちを殺しにきたのではないのですか？」

　ジェイドは不満げに唇くちびるを曲げました。

「なんや、命令って。なんでワイがソーマ坊やの命令を聞かなあかんねん」

　……たしかに、『恒久平和の実現者』が同じ『恒久平和の実現者』に命令というのもおかしな話ではありますが。

「『恒久平和の実現者』に命令できるのはただ一人、ティアマリアだけや。よう憶おぼえとき」

　ソーマ＝サイフォスがそうだったように、ジェイドもまた主しゆ君くんであるはずのティアマリアを呼び捨てにしました。

　フェブロニアには主君を軽んじる習しゆう慣かんがある……というわけではないでしょうし、ティアマリアが敬けい意いを持って接するに値あたいしない愚ぐ帝ていである……ということもないでしょう。

　この十年の間にカガクを軍ぐん事じの力として急速に発展させ、フェブロニアの戦せん力りよくをランドールに匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がするほどに高めてみせた辣らつ腕わんの指し導どう者しやこそ、他ならぬ女帝ティアマリアその人なのです。

「ソーマ＝サイフォス絡がらみではないのだとすると……」

　考えられる可能性は、一つしかありません。

「ダリア城じよう砦さいを占せん拠きよした魔ま王おうの娘むすめの抹まつ殺さつ……」

「ご明めい察さつ。ちょちょいと片づけてこい言われたわ。そりゃあまあ、殺しは苦にが手てやないけどな。せやかてなあ……」

「さすがの『蛇だ蝎かつ』も、相手が魔王の娘では腰が引けますか」

『蛇蝎』のジェイド……その呼び名の由ゆ来らいは、彼の特とく技ぎからきている……と聞いたことがあります。

『蛇蝎』のジェイドの特技は、暗あん殺さつ。ティアマリアが帝てい位いに就つく以前から彼女の手足となって働いていたジェイドは、暗殺という特技を生かして、ティアマリアの女帝としての地ち位い固めに貢こう献けんしたという話です。

　暗殺という黒い行為によって成り上がった彼は、敵てき味み方かたを問わず怖おそれられ、蛇蝎の如ごとく忌いみ嫌きらわれた。

　故ゆえに、『蛇蝎』のジェイド。

「そもそも、アイネイアの抹殺を命じられたあなたが、なぜセスタスにいるのです？」

「興きよう味みがあったんや。けったいな要求をしてきたもう一人の魔王の娘に、な」

「なるほど……」

　アイネイアがランドールとフェブロニアの両国に突きつけた要求は奇き妙みようなものでしたが、奇妙さ加か減げんで言えば、アイネイアの要求を吞むなというノェルの要求のほうが上です。

「ま、魔王の娘同どう士し、仲が悪いんやったら、そのへん上う手まく利用できんやろかーって打だ算さんがあったんも、たしかやな」

「ボクとアイネイアお姉ねえちゃんは、仲良しだよ」

　ノェルが一歩前まえに出て言いました。

「せやかて、今はまともに口も利いてくれへんわけやろ？」

「それ……は……」

「つまり、あなたは酒場での私たちの話をすべて聞いていたわけですね？」

　ジェイドは自分の耳を、指でトントンと叩たたいてみせました。

「ワイ、顔も男おとこ前まえやけど、耳はもっと男前やねん」

　耳が男前という表現は初めて聞きましたが、要するに地じ獄ごく耳みみということでしょう。

「そんなわけで、あんたらの事情は大体わかっとる。そこで、や」

　濁にごった左目を猫のように細め、口くちの端はをニヤリと耳の近くまで吊つり上げて、『蛇蝎』のジェイドは言いました。

「ワイも、あんたらの仲間に入れてくれへん？」

「……はい……？」

「なーなー、ええやろ？　ええやろ？　旅は道みち連づれ世は情なさけて言うやん？」

　直前に見せた、いかにも『蛇だ蝎かつ』といった感じの表情はどこへやら、蠅はえの如ごとく手を擦さすりながら媚こびた声で懇こん願がんしてきます。

　想そう定てい外がいの要求に面めん食くらってしまいましたが、意い図とは読めました。

「アイネイアを倒すのに、私たちの力を利用したい……そういうことですね？」

「そそ。魔ま王おうの娘むすめ……それも、魔ま界かい一いちの剣けん士しとサシやなんて、ワイ、嫌いやや」

　アルゼン隊たい長ちようの見立てによれば、アイネイアの強さは『恒久平和の実現者ピースメーカー』の中でも最さい強きようのヨアキム＝フィガロをも凌りよう駕がしているということでした。それはつまり、戦せん闘とう能力でヨアキム＝フィガロに劣るジェイドでは、アイネイアの打だ倒とうはより困こん難なんであるということです。

　もっとも、純じゆん粋すいな剣士であるヨアキム＝フィガロとは違い、ジェイドの特とく技ぎは暗あん殺さつですから、単純比ひ較かくは意味を成さないでしょうが。女じよ帝ていティアマリアがアイネイアの抹まつ殺さつをヨアキム＝フィガロではなくジェイドに任せたのも、そういった点を踏まえてのことに違いありません。

「ダメだよっ！」

　可愛かわいらしくも甲かん高だかい声を響ひびかせたのは、ノェルです。

「ボクたちはアイネイアお姉ねえちゃんを殺しにいくんじゃない！　説せつ得とくしにいくんだから！」

　ランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しである私の立場からすれば、アイネイアは話し合う相手ではなく問もん答どう無む用ようで倒すべき敵です。ですが、それは二重の意味で難しくなってしまいました。それは、主であるアホタレがアイネイアと戦うことを良しとしないという意味であり、私自じ身しん、ノェルの望みを叶かなえてやりたいと思ってしまっているという意味です。

　もちろん、アイネイアがノェルの説得に応じなければ、そのときは戦うしかありませんが……。

「あー、もちろんもちろん。そのへんはようわかってるつもりや」

　ジェイドはまた降こう参さんとばかりに両手を上げました。

「ワイ的には、そのアイネイアお姉ちゃんに砦とりでを出ていってもらえれば、それでええんや」

「ティアマリアの命令はアイネイアの抹殺ではないのですか？」

「んー……片づけてこいとしか言われてへんからなー。どっちでもええんちゃう？　ティアマリアは、殺さなあかんときははっきりと殺せ言うからなー」

「仮にそうだとしても、信じられると思いますか？　ランドールの人間である私たちが。フェブロニアの『恒久平和の実現者』であるあなたを」

「まあ、こっちとしては信じてくださいとお願いするしかないな」

「信じられません」

　断だん言げんされたジェイドは、「とほほ……」と声に出して、がっくりと肩を落としました。

「ワイ、信用あらへんなあ……」

　初しよ対たい面めんの、それもフェブロニアの『蛇蝎』のなにを信じられるというのでしょう？

「生あい憎にくですが、あなたと共きよう闘とうする気は──」

「オレは、別にかまわないけど」

　のんきな声で私の言葉を遮さえぎったのは、アホタレです。

「もちろん、ノェルの姉ねえちゃんを絶対に殺さないって約束してくれるんならだけどな」

「なにを言っているんですか、あなたは！」

　当然、私は怒りました。

「その男はフェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』なんですよ!?　『蛇だ蝎かつ』のジェイドなんですよ!?　わかっていて言っているのですか!?」

「いや、まあ、一応はわかってるつもりなんだけど……」

　ボリボリと後こう頭とう部ぶを搔かきます。

「いいえ！　わかっていません！　全ぜんっ然ぜん、わかっていません！」

「だってさー、そいつ、大変な命令を与えられて困ってるんだろ？」

「『蛇蝎』のジェイドが困っているからといって、それがなんだというんです!?　お人ひと好よしも大たい概がいにしてください！」

　目の前で困っている人を放っておけないのはアホタレの美び点てんだとは思いますが、相手を選ばないのは大きな欠点です。

　百歩譲ゆずってノェルはともかく、『蛇蝎』のジェイドの手助けなんて馬ば鹿かげているにもほどがあります。

「そばかすちゃんはイケズやなー」

「誰だれがそばかすちゃんですか！　あなたといいソーマ＝サイフォスといい、女性の身体的特とく徴ちようをあだ名にするなんて、最低ですよ！」

　がるるるるる……と獣けものじみた唸うなり声をあげているのは、他ならぬ私です。

　ソーマ＝サイフォスからは目つきの悪いおねーさんと呼ばれ、今こん度どはジェイドからそばかすちゃん呼ばわり……。

　そりゃあ、目つきが悪いのもそばかす顔なのも事実ですよ。重じゆう々じゆう、承しよう知ちしています。でも、それでもやっぱり、他人に言われると腹が立つんです。

「あー、だったらさ、こういうのはどうだ？」

　ぷるぷると怒りに肩を震わせる私の隣となりで、アホタレが人ひと差さし指ゆびを立てて言いました。

「なんですか今度は!?　レックス様まで私をそばかすちゃん呼ばわりする気ですか!?」

「呼ばないよ！　呼ばないから、歯を剝むいて唸るなって」

「……では、なんです？」

　私が唸るのをやめて再さい度ど問うと、アホタレはホッとしたように肩で息をついて、答えました。

「条件を考えたんだよ」

「……条件？」

「そ」

　アホタレは利き手の人ひと差さし指ゆびをくるっと一回しして、石いし仮か面めんの男──『蛇だ蝎かつ』のジェイドを指ゆび差さしました。

「そいつを一いつ緒しよに連れていくための、条件」

　指差されたジェイドは、両手の人差し指をくるりと回すと、左右の頰ほお（片方は仮面に隠かくされていますが）にその指を添えて、にっこりと可愛かわいくもない笑えみを浮かべました。




「いやー、団体行こう動どうっちゅうモンも、たまにはええもんやなー」

　跳ねるような足取りで先せん頭とうを歩いていたジェイドが、笑顔を振り向かせて言いました。

『恒久平和の実現者ピースメーカー』の象しよう徴ちようであるところの石仮面は、今はもう外されています。曰いわく、左目がほとんど見えていないので、仮面で顔の右みぎ半分を覆おおってしまうと、視し界かいが極きよく端たんに悪くなるのだそうです。

　それに、そもそも石仮面を常に被かぶっているのはソーマ＝サイフォスだけで、ジェイドを含む他ほか三人の『恒久平和の実現者』は、ティアマリアへの謁えつ見けんのとき以外に仮面を被ることは、基本、ないそうです。

「……気き色しよくの悪い笑顔をこっちに向けないでください」

「あはは。そばかすちゃんはきっついなー」

「……っ」

　我が慢まん我慢。

　魔ま法ほうでぶっ飛ばしてやりたいぐらいにムカッ腹は立っていますが、どうもこの男、タチの悪いことに怒る私の反応を見て楽しんでいるフシがあるので、怒れないのです。この場合、怒ったら負けです。

　魔ま王おうの末すえ娘むすめであるノェル。そして、フェブロニアの『恒久平和の実現者』の一人であるジェイドと出会ってから三日──。

　二人は、今も私たちと行動を共にしていました。

　ノェルは、まあ仕方ありません。問題はジェイドです。

　フェブロニアの『恒久平和の実現者』と行動を共にするなんて、ランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しとしてはまったくあるまじき事じ態たいですが、天てん空くう観かん測そく所じよの協力を得るためと割りきって、耐えるしかありません。

　私たちは、トモエさんの出しゆつ生せいを知るため、そして、四天竜ノーブルドラゴンの一体である銀ぎん竜りゆうユランに会うために、マオの空中遺い跡せきに赴おもむかなければなりません。

　しかし、マオの空中遺跡は常に空の上を移動し続けていますから、天空観測所の協力なくしては所しよ在ざいを知ることさえできないのです。

　この時点でも十分厄やつ介かいですが、さらに厄介なのは天空観測所がフェブロニア領りよう内ないに位置しており、現在、実じつ質しつ的にフェブロニアの支配下かに置かれてしまっているということです。

　天てん空くう観かん測そく所じよの所長と顔かお見み知しりだというアホタレのお姉ねえ様──レムリア様が紹しよう介かい状じようを書いてくださいましたが、フェブロニアの支配下かにある天空観測所がランドールの人間である私たちに力を貸してくれるとは思えません。

　この頭の痛い問題を、アホタレは取引の材料に使ったのです。

　つまり、ジェイドを一いつ緒しよに連れていく代わりに天空観測所の協力を約束させる──。

　それが、アホタレの提てい案あんした条件でした。

（ええでええで～。あそこはワイの管かん轄かつやないけど、ユーシスには貸しがあるさかい、その程てい度どならお茶ちやの子こさいさいや）

　二つ返事で条件を吞んだジェイドが口にしたユーシスという名前は、彼と同じ『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『天てん球きゆう』のユーシスのことでしょう。

　ユーシスはフェブロニア一のカガク者と名高い女性です。そんな彼女が天空観測所を支配して、一体なにをしているのか……。

　ジェイドに訊たずねてみたものの、返ってきた答えは「知らんなあ」でした。曰いわく、彼ら『恒久平和の実現者』は、互いの行動に関かん知ち・干かん渉しようしないのが暗あん黙もくの了りよう解かいになっているのだそうです。

　で。

　私は最後まで反対したのですが、結局、天空観測所の協力とアイネイアを殺さないことを条件に、ジェイドを連れていくことになってしまったのです。

　不ふ本ほん意いとはいえ、私とアホタレの関係は、アホタレが主しゆであり私が従じゆうですから、アホタレの決定には従うしかないのです。

「お腹なか空すいた……」

　ノェルが力のない呟つぶやきとは裏うら腹はらに、ぐぅーと盛せい大だいにお腹を鳴らしました。

「ごはん食べたい……」

「……そうですね。今日の移動はここまでにして、食事にしましょうか」

　太陽はもう西の空の彼方かなたに姿すがたを隠かくし、さっきまで橙だいだいだった空の色は宵よいの群ぐん青じように変わりつつあります。

　夜の移動はやはり危険ですし、一応、予定していた距離を進むことはできましたから、無む理りをする必要もありません。

「わーいっ！」

　両手を上げて喜んだノェルは、例の薄うす汚よごれた外がい套とうはもう身につけてはいませんでした。よって、健康的な褐かつ色しよくの手足は剝むき出しになっています。

「ごはんっ、ごはんっ♪」

「ノェルっちはホンマ、ごはんが好きやなー」

　上じよう機き嫌げんのノェルの頭に、歩み寄ってきたジェイドがポンと手を載のせました。節ふしくれ立った長い指が、ノェルの黒くろ髪かみを優しく撫なでます。

「うんっ、大好きー」

　この三日の間に、ノェルはすっかりジェイドに懐なついてしまいました。

「では、用意を致しますね」

「お。ワイも手伝うで」

　トモエさんが荷に袋ぶくろを解いて夕食の準備をはじめると、ジェイドはすかさずそちらに歩み寄っていきました。

「ありがとうございます、ジェイド様」

「ええねんええねん。ワイ、こういうの好きやねん」

　ノェルだけじゃなく、トモエさんもジェイドに対してまったく警けい戒かい心しんを抱いてはいないようでした。まあ、それは元々……というか、トモエさんはいつでも誰だれに対してもニコニコしていますから、特とく筆ひつするようなことではないのかもしれませんが……。

　楽しそうに夕食の準備をしているトモエさんとジェイド。その横で、目を輝かせて夕食の完成を待っているノェル。

[image: ]

　知らない人が見れば微笑ほほえましくも見える光こう景けいでしょうが、ジェイドとノェルの素す性じようを知っている私は、とてもじゃありませんが、そんな気持ちにはなれません。

　ため息をつきつつ振り返った私の目に映ったのは、岩に腰こし掛かけて遠くの空を見ているアホタレの横よこ顔がおでした。

　その横顔は、疲れているようにも憂うれえているようにも、そして、ほんの少し、怒っているようにも見えて……迂う闊かつに声をかけられません。

　セスタスを出てからのこの三日間、アホタレはずっとそんな表情をしていました。

　まあ、声をかけたらかけたで、いつもと変わらずかったるそうに応こたえてはくれるのですが……。

　おそらく、彼はアイネイアのことを考えているでしょう。

　英えい雄ゆうの曾ひい孫まごであるアホタレと、魔ま王おうの娘むすめであるアイネイア。互いに各おの々おのの世界のために戦うことを期待されながら、未いまだ自分の宿しゆく命めいを受け入れきれずにいるアホタレと、覚かく悟ごを決めたアイネイア。

　いざ、アイネイアを目の前にしたとき、彼はなにを思いどう動くのか。

　もちろん、ノェルとの約束どおり、彼女がアイネイアを説せつ得とくできるよう手助けするのでしょう。問題は、アイネイアが説得に応じずに戦いになった場合です。そのとき、彼は戦えるのか。ジェイドの存在も不安ですが、一番の不安はアホタレかもしれません。

「レックス様、アンジュ様、食事の用意ができました」

「ごはんやで～」

「ごはんー！」

「は、はいっ！」

　返事をして振り返ると、良い匂においが鼻はな先さきをくすぐりました。お餅もちに肉と野菜を混ぜ込んだだけの味あじ気けない携けい帯たい食料も、トモエさんの手にかかれば、下へ手たなお店の料理よりもずっと美お味いしく生まれ変わります。しかも、毎回味あじを変えてくれるので飽きもきません。

　大たい食しよく漢かんのノェルのおかげ（せい）で、お皿に盛られているお餅の量は明らかに五人前まえを超えています。軽く十人前はあるでしょう。ノェルに言わせれば、これでもまだ腹はら八はち分ぶん目めらしいのですが、よくもあの小さな身体からだにそれだけ入るものです。

「さあ、レックス様も」

　顔だけを振り向かせて、私はまだ岩に腰こし掛かけたままのアホタレに呼びかけました。

　が、アホタレは岩から腰を上げはしたものの、

「んー……」

　その場でポリポリと頰ほおを搔かいて、言いました。

「メシはお預けっぽいぞ？」

　私がアホタレの言葉の意味を理解したのは、「えっ？」と声をあげた直後でした。

　殺さつ気き。

　人じゃありません。この悪あく意いを含まない純じゆん粋すいな殺気は、マモノのものです。

　杖つえを握りしめ、私は殺気を感じる方向に顔を向けました。上です。

　ハーピザン。

　翼つばさを広げ、全身で夜や気きを切り裂さいて私たちの目の前に降り立ったのは、筋きん肉にく質しつな男の身体に虎とらに似にた猛もう獣じゆうの頭、それに鳥の翼つばさを持つ、大型のマモノでした。

　女の頭と身体からだに鳥の翼を持つハルピュイアと名前の響ひびきは似ているものの、ハルピュイアが鳥ちよう人じん種しゆに属するのに対し、ハーピザンはマモノの中でも極めて強力な悪あく魔ま種しゆに属しています。

　私は奥おく歯ばを嚙かみました。

　悪魔種は魔ま法ほうに対する耐たい性せいが非常に高く、魔法使つかいとは相あい性しようが悪いのです。

　いつもなら、アホタレが戦ってくれることに少しだけ期待しつつ、ひとまずトモエさんに前ぜん衛えいをお願いするところですが……。

「ほいほい、またワイの出で番ばんやな～」

　今は、彼に任せます。

『蛇だ蝎かつ』のジェイド。

「バッチリ働かせてもらいまっせ～」

　これから戦いに臨むとは思えない軽い足取りで私の脇わきを通り過ぎていった彼の手には、黒い立りつ方ぽう体たいが握られていました。

　文字も模も様ようもない真まっ黒くろな立方体。初めて見たときには一体なんに使うものなのかさっぱりわからなかったそれこそが、フェブロニア一の暗あん殺さつ者しや、『蛇蝎』のジェイドの武ぶ器きなのです。

　キューブという名前らしいその立方体を駆く使しして、ジェイドはこの三日の間に幾いく度どかあったマモノの襲しゆう撃げきを、ほとんど一人で退しりぞけていました。

　曰いわく、「ワイにそばかすちゃんたちをバッサリやる意志はないっちゅー証明に、手の内を明かしとるんや」ということらしいのですが、もちろん信用なんてできません。

「キューブ展開」

　ジェイドの声に応こたえて、両手の黒い立方体に変化が起こりました。

　六つある面のそれぞれに、網あみの目め状じようの亀き裂れつが音もなく生じたのです。しかし、それもこの後の大きな変化の前まえ触ぶれにすぎません。

「形けい態たい──大戦斧グレートアツクス」

　キューブが立方体としての形けい状じようを失い、まったく別の形へと生まれ変わりました。──大戦斧です。

　ジェイドの身長にさえ匹ひつ敵てきする長い柄つかに、巨きよ木ぼくさえ薙なぎ倒してしまいそうな分ぶ厚あつく巨きよ大だいな刃やいば。

　私では持ち上げることさえかなわないその超ちよう重量武ぶ器きを、ジェイドは片手で軽々と持ち上げ、肩に担かつぎました。

　初めて見る光こう景けいではないにもかかわらず、私は思わずゴクリと喉のどを鳴らしてしまいました。

　トモエさんが手からナギナタを取り出す光景にも驚かされましたが、こちらも負けず劣らずです。

　キューブが立方体から大戦斧へと変化するのにかかった時間は、一いつ瞬しゆんです。

　亀き裂れつから血の色に似にた赤黒い光がほとばしったかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはもう、形けい状じよう変化を終えているのです。

　発はつ光こうと同時にキューブが一度バラバラに砕くだけ散っているようにも見えるのですが、確かではありません。

　鼻はな歌うた交まじりに大戦斧グレートアツクスの柄えで自らの肩を軽く叩たたきながら、ジェイドはハーピザンに近づいていきます。

　暗あん殺さつ者しやのイメージにはそぐわない武ぶ器きですが、実際、ジェイドが使うのは──キューブが変化する武器は、大戦斧だけじゃありません。

　カタナ、槍やり、銃じゆう……。

　この三日の間にジェイドが披ひ露ろうした武器は、大戦斧も含め、四種類にもなります。

　ジェイドによれば、キューブが変形できる武器は他にも二種……合計で六種類あるという話ですが……。

　ランドールの人間である私としては、フェブロニアのカガクの力に恐きよう怖ふを抱かずにはいられません。

「カガクだけやないで。魔ま法ほうやら旧きゆう世界の技術やらも使ってるはずや」

　ジェイドはそう言っていましたが、私に言わせれば、体たい系けいの違う技術を融ゆう合ごうさせてしまえるその技術力りよくこそが恐ろしいのです。

　あんなとんでもない道具を作り出してしまえる国に、剣での戦いにこだわるランドールが果たして打ち勝てるものなのか……。

　ジェイドとハーピザンの戦いは、すぐに終わりました。

　勝ったのは、ジェイドです。

　暴ぼう風ふうすら伴って繰り出された蹴け爪づめを軽かる々がるとかわして、大戦斧を一ひと振ふり。それで終わり。たった一いち撃げきで、ジェイドはハーピザンの上じよう半身を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばしてしまったのです。

　ジェイドの身のこなしも並ではありませんが、ハーピザンほどのマモノを一撃で粉ふん砕さいしてしまった大戦斧の破は壊かい力りよくには、鳥とり肌はだが立ちました。

　キューブ……つくづく恐ろしい兵へい器きです。

「どや」

「……お見事です」

　私からの褒ほめ言葉を受けて「ふふん」と胸を反そらしたジェイドは、

「素す敵てきですわ、ジェイド様」

「ジェイド、すごーい」

　トモエさんとノェルの拍はく手しゆにますます胸を反らし──。

「おわっと！」

　仰のけ反ぞりすぎてひっくり返りました。

「あいたたた……」

　……騙だまされませんよ、私は。

　どんなにお調ちよう子し者もののように見えても、彼の本ほん質しつは『蛇だ蝎かつ』に違いないのです。油ゆ断だんはしません。

「まーた眉み間けんに皺しわ寄よってるぞ」

　トントンと人ひと差さし指ゆびで自分の眉間を叩たたきながら歩み寄ってきたのは、アホタレです。

「……放っておいてください。こういう顔なんですから」

「んなこと言わずにさ、ノェルを見習ってみろよ」

「彼女のなにを見習えと言うんですか」

「笑顔だよ。笑顔。ほら、あいつ、いっつも笑って……あれ？」

　アホタレの視線を追ってノェルのほうを振り向いた私は、すぐにアホタレの「あれ？」の理由を理解しました。

　ノェルが笑っていなかったのです。さっきまで笑顔でジェイドに拍はく手しゆを送っていたノェルは、今は胸の前で手を組み、祈るように目を閉じていました。

　実際、彼女は祈っているのでしょう。ハーピザンの冥めい福ふくを。

　マモノは元々、彼女の故こ郷きようである魔ま界かいの生き物です。そのマモノがこちらの世界で人間を襲おそう姿すがたを見るのも、人間に倒される姿を見るのも、ノェルにとっては辛つらいのでしょう。

「……強いですね、ノェルは」

　思えば、彼女もアイネイアと同じ魔界の王おう女じよである以上、魔界のために戦う責せき務むを負っているはずです。しかし、責務よりも姉に人ひと殺ごろしをさせないことを第一にしている。

　責務のために自らの手を血に染そめようとしているアイネイアと、責務よりも大好きな姉を優ゆう先せんさせたノェル。

　私の感覚で言えば、正しいのはアイネイアです。人を殺したくないという自らの気持ちを守ることよりも民たみの期待に応こたえることを選んだ彼女は、敵ながら立りつ派ぱです。

　けれど、民よりも一いち番ばん大切な人を守ることを選んだノェルもまた、間違ってはいないと私は思うのです。

　ノェルだって、民がどうなってもいいと思っているわけではありません。民が自分たちに寄せる期待を十分に理解した上で、アイネイアに人殺しをさせないことを選んだのです。それにはきっと、凄すさまじい心のエネルギーが──覚かく悟ごが、必要だったはずです。

　わがままと言ってしまえばそれまでなのかもしれません。でも、少なくとも私は──私には、ノェルの選択をわがままと断じることはできません。

　旅立つ前の、王おう都とにいた頃の私なら、きっとこんな考え方はしなかったでしょう。

　王都を旅立ってからまだ二月も経たっていないというのに、私もずいぶんと変わってしまったようです。

「オレも、ノェルは強いと思うよ」

　アホタレがため息いき交まじりに同意しました。

「ノェルに比べたら、オレってすげぇ中ちゆう途と半はん端ぱだよなぁ……」

「……レックス様？」

「あー……いや、なんでもない。メシにしようぜ」

　首の後ろをさすりながら、アホタレはトモエさんたちのほうへと歩いていきます。

「レックス様……」

　アイネイアとノェル。

　二人の魔ま王おうの娘むすめとの出会いが、あるいはアホタレの──レックス＝イル＝ハイドフェルトのなにかを大きく変えることになるのかもしれない。

　彼に続いて歩きながら、私はそんな予よ感かんを覚えていました。




「おっかしな場所だよなー、しかし」

　舞い散る小こ雪ゆきを見上げて、アホタレが白い息を吐きました。

「雪は降ってるし、あっちにあった池なんて凍ってるのに、たいした寒さじゃないんだもんなー」

「そうですね……不ふ思し議ぎな場所です」

　セスタスを出てから四日目め──私たちは、サウラ凍とう土どへと足を踏み入れていました。

　かつてサウラという名の魔ま女じよが、自分を裏うら切ぎって捨てようとした恋人を氷の彫ちよう像ぞうに変えようと巻き起こした吹雪ふぶきによって凍いてついてしまったとされるこの土地は、季節を問わず粉こな雪ゆきが舞い、土も木々も池も、すべてが凍りついています。

　もちろん、気温も低くはあるものの、せいぜいが吐く息が白くなる程てい度どで、風景ほどの寒さではありません。

　決して解けることのない白はく銀ぎんの世界。しかし、生命の存在の一切を拒こばむほどに冷えきってはいない……。

　魔女サウラの話自じ体たい、伝でん説せつにすぎず、実際になぜこの土地がこんなふうになっているのかという謎なぞは解かい明めいされていないのですが、私は魔女サウラは実在して、この中途半端な永えい久きゆう凍土は、絶ぜつ望ぼうに心を閉ざしながらも人との触ふれ合いを捨てきれずにいる、彼女の心しん情じようの顕けん現げんなのでは……と思っています。

　ダリア城じよう砦さいへの道はいくつかあるのですが、最さい短たんはここ、サウラ凍土を抜けるルートになります。

　不ふ可か思し議ぎな場所だけに避さけられがちなルートではありますが、せっせと歩けば半日で抜けられますし、寒さも外がい套とう一枚引ひっかければなんとかなります。

　先を急いでいる私たちがこのルートを選ぶのは、当然の選択でした。

「真まっ白しろくて綺き麗れいだねー」

　と目を細めて言ったノェルは、ここでも外がい套とうは纏まとわず、手足は剝むき出しのままです。が、魔ま人じんである彼女には、この程てい度どの寒さは寒さのうちに入らないのだそうです。

　旧きゆう世界のゴーレムであるトモエさんも防ぼう寒かん具ぐの類たぐいはこれといって身につけていません。

　元々、マントを身につけていた私も装いに変化はありません。

　変化があったのはアホタレとジェイドの二人です。アホタレはノェルから借り受けた外套を、ジェイドはキューブを変化させた真まっ黒くろなマントを、それぞれ身に纏っています。

　武ぶ器きだけでなくマントにまでなってしまうのですから、つくづく不ぶ気き味みな兵へい器きです。

「魔ま界かいには、雪って降らないのか？」

「うん」

　アホタレの問いに、ノェルは両手を空に向けて高く掲かかげて答えました。

「向こうはこっちの世界よりずっと寒いんだけど、雪は降らないんだ」

「じゃ、ノェルが雪を見るのって、これが初めてなのか？」

「そうだよー。雪って、話には聞いたことがあったけど、見るのは初めてなんだ。だから、ボク、すっごく嬉うれしいよ！」

　満まん面めんの笑みで駆かけ出したノェルが、子犬のようにぴょんぴょんと跳ね回って全身で喜びを表現します。

　ここサウラ凍とう土どの雪は、なんらかの魔ま術じゆつ的な力によって降らされている雪です。天てん然ねんの──本ほん物ものの雪ではありませんが、今ここでそれを口にするのも野や暮ぼというものでしょう。

「お姉ねえちゃんにも雪ゆき見せてあげたいなー。それとも、もう見たのかなあ？」

　はしゃぐノェルの姿すがたに思わず苦く笑しようしてしまった私の隣となりで、

「「ん……」」

　アホタレとジェイドの二人が、同時に小さく唸うなりました。

「やっぱり、来たか……」

「来てしもたなあ」

　二人がなにを言っているのか……その答えは、問うまでもなくわかりました。

　両腕をいっぱいに広げ、空を仰いで全身に粉こな雪ゆきを浴びているノェルの向こう──。

　そこに、人ひと影かげが見えたのです。

　私たちのほうを向いているノェルは、まだ気づいていません。

「女性……ですね」

　私の目では、まだ人影の性せい別べつさえ見て取れません。

　しかし、目の良いトモエさんには、相手の姿すがたがはっきりと見えているようでした。

「真まっ黒くろな鎧よろいに身を包んだ、長い黒くろ髪かみの女性です」

　トモエさんが告げたその容よう姿しは、私の脳のう裏りに一つの名前を呼び起こさせました。

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を固め、長い黒くろ髪かみを躍おどらせて戦う姿すがたから、『黒くろ獅じ子し』の異い名みようを取るようになった女おんな剣けん士し。

　その名は、アイネイア──。

　人ひと影かげが、ゆっくりと近づいてきます。

　はしゃいでいたノェルがハッと目を見開いて振り返ったときには、私の目にも『彼女』の姿がはっきりと映っていました。

　頭とう部ぶ以外の全身をくまなく覆おおった漆黒の金属鎧プレートメイル。同色のマント。そして、腰に届くほどに伸ばされた髪の色もまた、漆黒。

「お姉ねえちゃん……」

　やはり。

　彼女こそ、ノェルの姉にして魔ま王おうメイ＝ヘムの六番目の娘むすめ──『黒獅子』アイネイアその人なのです。

　がしゃり、がしゃり、と重々しい金属音おんをたてつつ、アイネイアはゆっくりと近づいてきます。

　手には抜ぬき身みの剣。それも、凄すさまじく巨きよ大だいな。厚みのある刀とう身しんは片かた刃ばながらも使い手であるアイネイアの身長を軽く超える長さを持ち、尋じん常じようならざる破は壊かい力りよくを窺うかがわせます。

「なぜ、彼女がここに……」

「昨夜ゆうべのドラゴンだな」

　誰だれともなしに呟つぶやいた私の問いに、アホタレが答えを返してきました。

「ドラゴン……？」

「昨夜、マモノと戦ったろ？　あのとき空にドラゴンがいたんだよ。気づかなかったか？」

「……いえ……」

　アホタレはこんなときにまでしょうもない噓うそをつく性質ではありませんから、ドラゴンはたしかにいたのでしょう。……私はまったく気づきませんでしたが。

「上う手まく雲に隠かくれてたからな」

「襲おそってくるかも思て、心こころ構がまえはしとったんやけどな。なんもせんと帰ってしもたな」

　と言ったのは、ジェイドです。

　ドラゴンの存在に気づいていたのは、アホタレ一人ではなかったようです。

「……なぜ、黙だまっていたんです？」

「んー……」

　と唸うなって、アホタレは首の後ろをさすりました。

「敵てき意いのある感じじゃなかったし、すぐ帰っちまったからな」

「……次からは、ちゃんと教えてください」

　アホタレは無む言ごんで上を──空を指ゆび差さしました。

「……なんです？」

「今も、いる」

　目を見開いて空を仰いだ私は、鈍にび色いろの空を優ゆう雅がに舞う二に体たいのドラゴンの姿すがたを目もく撃げきしました。

「あれは……リンドヴルム？」

　空を舞う二体のドラゴンは、いずれも金きん色いろに輝いていました。

　その姿は、ナブラスカ山で出会った四天竜ノーブルドラゴンの一体──金きん竜りゆうオルリスによく似にています。

　大きさはドラゴン族の中でも最小のワイバーンと同どう程てい度ど。オルリスほどの神しん性せいに満ちた美しさはないものの、その優雅な舞い姿からは高い知ち性せいが窺うかがえます。

　私も初めて目まの当たりにしますから確かく証しようはありませんが、おそらく彼らはドラゴン族の中でも上位に位置する光こう翼よく竜りゆうリンドヴルムです。

　二体の光翼竜は鈍色の空に甲かん高だかい声を響ひびかせると、螺ら旋せんを描いて虚こ空くうを滑すべり、アイネイアの左右に舞い降りました。

　向かって左──赤い眼めをしているのがジグで、右──蒼あお色いろの眼をしているのがリズでしょう。

　アイネイアが幼少の時分から可愛かわいがっている二体のドラゴンが、いかに賢かしこく、強く、そして主人であるアイネイアと固い信頼の絆きずなで結ばれているか──と言った話は、この四日の間にノェルから耳にタコができるほどに聞かされていました。リンドヴルムだとは聞いていませんでしたが……。

「この子たちが、ノェル、おまえが向かってきていることを教えてくれた」

　アイネイアが足を止め、おもむろに口を開きました。

「二度と顔を見せるなと言ったはずだ。なぜ、また私の前に現れる？」

　妹を見み据すえるアイネイアの切れ長の目には、巨きよ人じんさえ怯ひるませてしまいそうな迫力がありました。

　実際、自分が睨にらまれているわけでもないのに、私の杖つえを握る手と雪を踏みしめる足は、どちらも小こ刻きざみに震えていました。

　そして、震えているのは私だけではありませんでした。

　アイネイアの視線を真まっ向こうから受け止めているノェルもまた、全身を震わせていました。

「そ、そんなの決まってるよっ！」

　震えながら、それでもノェルは一歩前まえに足を踏み出し、叫びました。

「お姉ねえちゃんに、バカな真ま似ねをやめさせるためだよっ！」

「バカな真似……だと……？」

　がしゃり。漆しつ黒こくの鎧よろいを揺らしてノェルの目の前に立ったアイネイアは、

「同どう胞ほうの悲ひ願がんのために戦うことがバカな真似だと言うのか、おまえは！」

　拳こぶしを一いつ閃せん。ノェルを殴なぐり飛ばしました。

「ノェル！」

　身体からだごと宙ちゆうを舞い、私たちの目の前に頭から落ちてきたノェルを受け止めたのは、アホタレでした。

「あり……がと……レックス……だい……じょうぶ……だから」

　呻うめき交じりに言ったノェルは、撲ぶたれた左頰ほおが早くも腫はれ上がっていて、とても大だい丈じよう夫ぶそうには見えませんでした。

　駆かけ寄ったトモエさんが、雪をくるんだハンカチを腫れた頰に押し当てます。

「トモエも、ありがと……ね……」

「喋しやべっては傷に障さわります。どうか静かに」

　トモエさんが立てた人ひと差さし指ゆびを唇くちびるに添えると、ノェルは弱々しく微笑ほほえみました。

「うっはー、容よう赦しやないなー」

　と肩を抱いて身み震ぶるいしたのは、ジェイドです。

　彼の言うとおり、アイネイアの拳こぶしに容赦は見られませんでした。

　あの拳を受けたのが魔ま人じんのノェルではなく、ただの人間でしかない私だったら、間違いなく即そく死ししていたでしょう。

「……で」

　アイネイアの視線の矛ほこ先さきが、ノェルから私に移りました。

「おまえたちは、何者なのだ」

　目が合った瞬しゆん間かん、思わず一歩後あとずさってしまった私は、不ふ覚かくを嚙かみしめつつアイネイアの目を睨にらみ返し、用意していた答えを口にしました。

「あなたが待ち望んでいた人物ですよ、アイネイア」

　私は握りしめていた杖つえから右手だけを離すと、その手を隣となりに並ぶアホタレとジェイドに向けました。

「彼らは、ランドールとフェブロニアの最さい強きようの戦せん士しです」

　アイネイアが切れ長の目をつまらなそうに細めました。

「どちらも、軍ぐん服ぷくを着てはいないようだが？」

　アイネイアは知っているのです。ランドール最強の戦士もフェブロニア最強の戦士も、どちらも軍ぐん人じんであることを。

「ハイドフェルト将しよう軍ぐんもフィガロ大たい佐さも、あくまでも表おもて向むきの最強にすぎません。真の最強は、彼らなのです」

「ほう……」

「せやねん。ホンマの最強はワイらやねん」

　私の噓うそにジェイドが乗ってきたのは、予あらかじめ打ち合わせをしておいたからです。

　アイネイアに会ったら、アホタレとジェイドが、それぞれランドールとフェブロニアの最強の戦士であると噓をつく、と。

　とりあえずは、それでレイヴェン様（とついでにヨアキム＝フィガロ）をアイネイアの標ひよう的てきから外すことができるはずです。少なくとも、私たちが倒されるまでは。

　アイネイアが両国の最強の戦せん士しとの戦いを求めているのは、最さい小しよう限げんの犠ぎ牲せいで両国の戦せん意いを失しつ墜ついさせるためです。

　しかし、それだけではないはずなのです。

　人間界かいの最強の戦士と戦ってみたいという戦士としての欲求も、アイネイアにはあるはずなのです。

　たとえ殺せつ生しようが苦にが手てでも、彼女は戦士なのですから。

　もちろん、アホタレとジェイドが両国の最強の戦士であるという話をアイネイアが信じることが前ぜん提ていにはなってしまいますが……。

「たしかに、ハーピザンを倒せる程てい度どの力はあるようだが……」

「あのハーピザンは、あなたが差し向けたのですか？」

「違う。私が連れてきたのは彼らだけだ」

　答えて、アイネイアは両りよう脇わきに控える二に体たいのリンドヴルムをそれぞれ一いち瞥べつしました。

「そうだな……おまえたちが本当に二つの国の最強の戦士だというのなら、証しよう拠こを見せてもらおうか。──ジグ」

　アイネイアの右手に控えていた赤い眼めのリンドヴルムが、主の声に応こたえて前に出てきました。

「ジグを倒すことができたら、おまえたちの言葉が噓うそではないと認めてやろう」

　グルルル……と、赤い眼のリンドヴルム──ジグが低く重く唸うなりはじめました。金きん色いろの巨きよ体たいに殺さつ気きが漲みなぎっていくのが、はっきりとわかります。

　汗あせばみはじめた手で、私は杖つえを握り直しました。

　リンドヴルムは強きよう敵てきです。中位以上のドラゴン族は、悪あく魔ま種しゆのマモノと同どう様よう、高い魔ま法ほう耐たい性せいを持っていますから、通常の攻こう撃げき魔法では歯が立ちません。私の使える魔法の中で一番破は壊かい力りよくのある〝屠竜アメノハバキリ〟でも、一いち撃げきで仕し留とめることはできないでしょう。

　……奥の手は、あります。

　それを使えば、ジグを倒すことも、生け捕りにすることだって可能でしょう。

　しかし、アイネイアとの戦いを前に奥の手を使ってしまいたくはありませんし、そもそも、その奥の手は、まだ未み完成なのです。

　理論としては完成しています。以前は私自じ身しんの力量不ぶ足そく故ゆえにどうやっても使えなかった手段ですが、今なら可能なはずなのです。しかし、実際に試したことがない以上、絶対とは言えませんし、失敗すれば、待っているのは死です。

「オレが、やるよ」

　大きなリスクを背負う手段ですから、やはり使うならアイネイアに……え？

「レックス様……今なんと？」

「オレがやるよ。みんなは下がっててくれ」

　アホタレが腰の剣を鞘さやごと抜きつつ一歩前まえに出ました。

「じ、自分がなにを言っているのか、わかっているのですか？」

　戸と惑まどわずにはいられませんでした。

　あのアホタレが、自分から戦おうとするなんて。

「んー……一応、わかってはいるつもりなんだけど」

「一人でリンドヴルムと戦うなんて、無む茶ちやすぎます！」

　アホタレの実力を軽けい視しするつもりはありません。その気になった彼の強さは、ドラゴンさえも凌りよう駕がするでしょう。しかし、相手はただのドラゴンではありません。リンドヴルムです。四天竜ノーブルドラゴンほどではないとはいえ、その力は並のドラゴンとは比ひ較かくにならないはずです。いくらアホタレでも、一人では危険すぎます。

「まあ……たぶん、なんとかなるよ」

　ポリポリと人ひと差さし指ゆびで頰ほおを搔かきつつ言ったアホタレは、

「ジェイド」

　半身を振り返らせて、頰を搔いたその手をジェイドに向けて差し出しました。

「うん？」

　と一いつ瞬しゆん小こ首くびを傾かしげたジェイドは、

「ああ、はいはい」

　すぐにアホタレの意い図とを理解したらしく、差し出されたアホタレの手に、マントの下から出した手をバシッと打ちつけました。

「サンキュ」

「お互い様さまやで」

　そして、笑えみを交わし合います。

　そのやりとりの意味がわからず、きょとんと立ち尽くす私を後しり目めに、アホタレはジグと向かい合いました。

　人じん語ごが理解できるらしいジグは、視線と殺さつ気きをアホタレ一人に注そそいでいます。

「そばかすちゃん。ここはにいちゃんに任せて、ワイらは下がっとこ」

　ジェイドが後ずさりながら言いました。

　釈しやく然ぜんとしない思いを抱えつつ、私も下がりました。

　こうなってはもう、アホタレを信じるしかありません。

「ノェル、立てますか？」

「うん、ありがとうね、トモエ」

　なんとか立ち上がることのできたノェルも、トモエさんに肩を借りて下がっています。

「よし、みんな下がったな」

　振り向かずに言ったアホタレが、ゆっくりと剣を抜きました。

　構えはありません。

　暗黒鉄デスメタル製の漆しつ黒こくの刃やいばは、その切きっ先さきをだらしなく白い地面に向けています。剣を持っていない手もだらりと垂れ下がっていて、本ほん気きで戦う気なんてこれっぽっちもないように見えますが、私は知っています。あの姿すがたこそが、彼の本気の構えなのです。

　対するジグは、強者の余よ裕ゆうなのか、あるいはアホタレの力を見み抜ぬいて警けい戒かいしているのか、殺さつ気きを漲みなぎらせたまま動こうとしません。

「んじゃ、いくぞ」

　先に動いたのは、アホタレのほうでした。

　アホタレの足が白い地面を力強く蹴けり、そして──。

　英えい雄ゆうの曾ひい孫まごとリンドヴルムとの戦いは、まばたき一つの間に雌し雄ゆうを決していました。

　金きん色いろの巨きよ体たいが力なく前のめりに倒れて雪ゆき煙けむりを巻き上げます。

　そのジグの背中を蹴って私の目の前に降り立ったアホタレは、「ふう……」と息を吐きつつ、剣を握りしめたその手の甲こうで額ひたいの汗あせを拭ぬぐいました。

　お見事です。お疲れ様でした。

　私がアホタレにかけるべき言葉はいくつかあったはずです。

　なのに、私にはただ、魚のように口をパクパクさせることしかできませんでした。

「やるなぁ、にいちゃん。リンドヴルムを一いち撃げきかいな」

　私に代わってアホタレの勝利を称たたえたのは、ジェイドでした。

「しっかり反はん撃げきをくらっちまったけどな」

　と返しつつ、アホタレは自分の左腕を一いち瞥べつしました。

「折れたんか？」

「ああ」

「まー、あの尻尾しつぽは避けられんわ」

　……どうやら、ジェイドにはアホタレとジグの動きが見えていたようです。

　私には、見えませんでした。

　まったく見えなかったわけではありません。

　アホタレがまず地面を蹴って、直後にジグも動いた……というところまでは、知ち覚かくできていました。

　しかし、彼らがお互いをどのように攻こう撃げきし合ったのかまでは、あまりにも疾はやすぎて私の目では捉とらえきれなかったのです。

「逆げき鱗りんを一撃……か」

　アイネイアが言いました。

「ばあちゃんに教わったんだ。ドラゴンは首の後ろっ側の付け根に弱点があるって」

　……あの一いつ瞬しゆんの間になにがあったのかは、大体、理解できました。

　ドラゴン族の共通の弱点である逆げき鱗りんの存在は、私も知っています。

　しかし、いくら弱点を攻こう撃げきしたとはいえ、一いち撃げきでリンドヴルムを倒してしまうなんて人間業わざじゃありません。

　たしかにアホタレは人間離ばなれした強さの持ち主ではありますが、それにしたって強すぎます。

「たいした強さだ。しかし、なぜ殺さなかった？」

　えっ？

「だって、こいつ、あんたの大事な友だちなんだろ？」

　アホタレが答えた直後、ジグが倒れたまま小さく身じろぎをしました。……生きています。

　おそらくアホタレは、ジグの逆鱗を剣で貫つらぬくのではなく柄つかで殴なぐったのでしょう。

　ジグとリズ……二に体たいのドラゴンはアイネイアの親友だから殺さないでほしいというノェルの願いを、アホタレは忘れていなかったのです。

「くだらんな……」

　アイネイアの双そう眸ぼうに怒りの色が滲にじむのが見えました。

「戦せん場じようで敵に情なさけをかけるなど、愚ぐの極みだ」

「そういうあんただって、フェブロニアの兵へい士しを一人も殺さなかったんだろ？　おあいこさ」

「貴き様さま……っ」

　奥おく歯ばを嚙かみ鳴らしたアイネイアが、おもむろに巨大剣クレイモアを構えました。

「気に食わん男だ。だが、力は認める。名前を聞こう」

「レックスだよ。レックス＝イル＝ハイドフェルト」

「……！」

　アイネイアが怒りの色に染まった目を見開きました。

「なるほど……貴様も、あの忌いま々いましい竜騎士ドラグーンの血を継いでいるというわけか。ならば相手にとって不足はない。……リズ」

　蒼あおい眼めをしたもう一体のリンドヴルム──リズが、アイネイアの顔に頭を寄せました。

「私一人ひとりで戦う。おまえは手を出すな」

　アイネイアにそう命じられたリズは、了りよう解かいとばかりに蒼い眼を細めると、金きん色いろの翼つばさを広げて羽ばたきました。

　雪を巻き上げ空気を純じゆん白ぱくに染めて、巨きよ体たいを空へと浮かべます。

「聞け、竜騎士の血を継ぐ者よ！」

　リズの羽ばたきが起こした風に長い黒くろ髪かみとマントを躍おどらせたアイネイアが、朗ろう々ろうと声を響ひびかせます。

「我が名はアイネイア！　無む窮きゆうの過去と未来において最も偉い大だいな王の、六番目の娘むすめ！」

「お姉ねえちゃん、やめて！」

　ノェルの叫びも空しく地面を蹴けったアイネイアが、白く冷たい空気を全身で切り裂さいてアホタレに迫ります。

　そして、繰り出された斬ざん撃げきは、アホタレを風に巻かれた木この葉はの如ごとく吹き飛ばしました。

　直ちよく撃げきではありません。迫りくる巨きよ大だいな刃やいばに対し、アホタレも暗黒剣デスブリンガーを繰り出し、応じました。

　しかし、結果はご覧らんのとおりです。リンドヴルムを一いち撃げきで昏こん倒とうさせるアホタレの力を以もつてしても受け止めきれないほどの破は壊かい力りよくがあるのです。アイネイアの剣には。

　アイネイアの攻こう撃げきは、それで終わりではありませんでした。空中で身を撚ひねり、器き用ように着ちやく地ちしたアホタレに肉にく薄はくし、再び剛ごう剣けんを唸うならせます。

　アホタレはなんとか剣を盾たてにして直撃を免まぬがれたものの、またしてもまたしても吹き飛ばされ、今度は背中から地面に叩たたきつけられてしまいました。

「レックス様！」

「どないすんねん、そばかすちゃん！　あのままやったら、にいちゃん殺やられてまうで！」

　私の叫びにジェイドが緊きん迫ぱくした声を重ねてきました。

「……っ」

　躊躇ためらいはあったものの、主であるアホタレが殺されかかっている以上、私としてはこう答えるしかありませんでした。

「……戦います……！」

「了りよう解かいや！　ノェルっち、堪かん忍にんな！」

　杖つえを握りしめ、精神の糸を〝世界の傷〟へと突き刺した私の隣となりを、ジェイドが駆かけ抜けていきました。

　黒マントに形を変えていたキューブは、ハーピザンを倒したときと同じ大戦斧グレートアツクスへと変化しています。

「アンジュ、ジェイド、待って！」

　ノェルが制せい止しの声をあげましたが、私は応じず呪じゆ文もんの詠えい唱しようを続けました。

　止まらなかったのは、ジェイドも同どう様よう。

　超ちよう重じゆう武ぶ器きを担かついでいるとは思えない疾はやさでアイネイアの背後に迫ったジェイドは、跳ちよう躍やくし、最さい上じよう段だんから大戦斧を振り下ろしました。

　振り返ったアイネイアが、剣──ではなく、拳こぶしを持ち上げます。

　直後の光こう景けいに、私は危うく精神の糸を断ち切られるところでした。

　ハーピザンすら一いち撃げきで爆ばく砕さいするほどの破は壊かい力りよくを持つジェイドの大戦斧を、アイネイアはあろうことか拳で受け止め、あまつさえ弾はじき返してしまったのです。

「マジかいなっ!?」

　吹っ飛びながら裏うら返がえった声を響ひびかせるジェイドに、跳ちよう躍やくで肉にく薄はくしたアイネイアが巨大剣クレイモアを振り下ろします。

　体勢を崩くずしているジェイドに避ける術すべはありません。しかし、さすがは『恒久平和の実現者ピースメーカー』と褒ほめるべきでしょうか。ジェイドはある手段で、アイネイアの巨大剣クレイモアから身を守りました。

　大戦斧グレートアツクスと化していたキューブを、再びマントに変化させて身に纏まとったのです。

　アイネイアの斬ざん撃げきは、たかがマントの一枚で防げるようなものじゃありません。しかし、キューブが変化したマントは、ただのマントではありませんでした。

　フェブロニアの技術の結けつ晶しようであるキューブのマントは、アイネイアの斬撃にすら切り裂さかれることなく、その下にあったジェイドの身を守ったのです。

「ぬ……おおっ！」

　とはいえ、衝しよう撃げきまで完全に遮しや断だんできたわけではないらしく、ジェイドは悲鳴とともに地面に激げき突とつしました。

　脱げたマントが、冷えた風に流されて飛んでいきます。

「……はは……アカン……ごっつ効いたわ……」

　仰あお向むけに倒れたまま、力なく笑うジェイドの傍かたわらに、アイネイアが降り立ちました。

「次は……おまえか？」

　乱れた黒くろ髪かみに手て櫛ぐしを通しつつアイネイアが視線を向けた相手は、私です。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　既すでに呪じゆ文もんを唱となえ終えていた私は、アイネイアの双そう眸ぼうを睨にらみ据すえて、力ある言葉を放ちました。

　魔ま界かいより導かれた第一の元げん素そ──火が、突き出した杖つえの先の空間より湧わきあふれ、奔はしり、アイネイアの漆しつ黒こくの姿すがたを包み込んで爆ばく発はつしました。

「うひょおっ!?」

　爆ばく風ふうに吹き飛ばされたジェイドに、一応、心の中で詫わびつつ、私はすかさず次の呪文を唱えにかかりました。

　直ちよく撃げきしたとはいえ、〝煉獄〟一いち撃げきで倒せる相手ではありません。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　再び、直撃。

　雪ゆき煙けむりの向こうから悠ゆう然ぜんと歩み出ようとしていた人ひと影かげの動きが、止まります。

　でも、それも一いつ瞬しゆん。

「たいした魔ま力りよくだ。人間にしては、な」

　雪煙を抜けて現れたアイネイアの顔には、余よ裕ゆうの微笑が浮かんでいました。

　まったくの無む傷きず。

　予想していた事じ態たいではありましたが、実際にそのとおりになってしまうと、歯は嚙がみをせざるをえません。

　アイネイア自身の魔ま法ほう抵てい抗こう力りよくも相当なものなのでしょうが、厄やつ介かいなのはあの漆黒の鎧よろいです。

　鎧よろいの材ざい質しつは、間違いなく暗黒鉄デスメタルでしょう。魔ま界かいでのみ採れる暗黒鉄は、強度に優れるだけではなく、魔ま法ほうに対して極めて高い抵てい抗こう力りよくを持っています。

　そして、おそらくアイネイアの鎧はただ暗黒鉄で出来ているのではなく、暗黒鉄の持つ魔法抵抗力をさらに高める工く夫ふうが施ほどこされているのでしょう。でなければ、私の魔法をまともに受けて無む傷きずではいられないはずです。

「人間の魔法など、私には効かぬ」

　アイネイアががしゃり、がしゃりと漆しつ黒こくの鎧を揺らしながらゆっくりと近づいてきます。

　大おお津つ波なみを目の前にしているかのような重じゆう圧あつに手足が震えます。逃げろ、逃げろ、と本ほん能のうが訴えかけてきます。

　それでも、私は下がりませんでした。力を込めることで杖つえを握る手の震えを抑え込み、歯を食いしばってアイネイアを睨にらみ据すえます。

　まだ──。

　通常の攻こう撃げき魔法が効かなくても、私にはまだ攻撃の手段が残されていました。

「ぞっとしないな」

　足を止めたアイネイアが、目を鋭く細めて言いました。

「魔法は効かないと理解していながら、絶ぜつ望ぼうしていない……まだ奥の手があるといったところか」

　……見み抜ぬかれています。

「やらせはせんよ」

　呟つぶやいたアイネイアの姿すがたが揺らいだように見えた刹せつ那な、

「……っ！」

　私は両手に強きよう烈れつな衝しよう撃げきを受けて声にならない悲鳴をあげていました。

「これでもう、まともに魔法は使えまい」

　なにが起きたのかまったくわからなかった私は、アイネイアのその言葉でようやく状況を理解しました。

　しっかりと握りしめていたはずの杖が、なくなっています。

　弾はじき飛ばされてしまったのです。

　一いつ瞬しゆん……いえ、半はん瞬しゆんで間ま合あいを詰めてきたアイネイアの斬ざん撃げきに。

　私の杖は魔ま導どう器き……魔法に明確な指し向こう性を与えるために必要な物です。魔導器がなければ、魔法使つかいは思うとおりに魔法を使えなくなってしまいます。

　両手の痛みをこらえつつ視線を巡らせます。杖はすぐに見つかりました。左斜ななめ後方──そう遠い距離ではありませんが、かといって手を伸ばせば届くほど近きん距離でもありません。

　拾いに走ろうものなら、アイネイアが黙だまってはいないでしょう。仮に拾えたとしても、握りしめることさえできるかどうか……。

　アイネイアの斬ざん撃げきを受けた衝しよう撃げきで、私の手は左右とも痛みで利かなくなっていました。指がちぎれる……といったようなことにはなっていないものの、骨は折れているかもしれません。

「人間を侮あなどりはしない。全力で倒させてもらう」

「……笑わせないでください」

　額ひたいから滲にじみ出た汗あせが頰ほおを伝っていくのを感じながら、私は言いました。

「本当に全力で私たちを倒すつもりがあるのなら、なぜ杖つえを狙ねらったのです？　そんなまどろっこしいことをしなくても、あなたの力なら簡単に私を真まっ二ぷたつにできたはずです」

　アイネイアが奥おく歯ばを嚙かみしめたのがわかりました。

「レックス様やジェイドにしてもそうです。あと一いち撃げきでとどめを刺せるところまで追い詰めておきながら、あなたはとどめを刺していない。なぜですか？」

　問いながら一歩前まえに足を踏み出すと、私の魔ま法ほうの直ちよく撃げきにもビクともしなかったアイネイアが、一歩後あとずさりました。

「答えられないなら、私が答えてあげましょう。優しいからです」

「黙だまれ……」

「あなたは優しい。優しすぎて、どうしても人ひと殺ごろしができないんです」

「黙れ……」

「諦あきらめなさい、アイネイア。どれだけ心を鬼おににしようと努めても、あなたは鬼にはなれないんです。あなたに人殺しは無む理りなんです」

「黙れと言っている！」

　アイネイアが大だい地ちさえ震わせるほどの大だい音おん声じようを轟とどろかせました。

「おまえに私のなにがわかるというのだ！」

「わかりますよ。あなたはノェルの言っていたとおりの人だ」

　私はアイネイアを説せつ得とくではなく挑ちよう発はつしていました。

　アイネイアを怒らせてもいいことなんて一つもありません。それはわかっています。

　わかっていて、それでも私がアイネイアを挑発しているのは、彼女に対して腹が立っていたからです。

　戦争を忌いみ、人殺しを厭いとい、かつての人じん魔ま戦争のときにさえ戦わなかったアイネイアはしかし、同どう胞ほうの未来のために遂ついに剣を手に取りました。

　彼女のその覚かく悟ごを、私は敵ながら立りつ派ぱだと思っていました。アホタレに見習ってほしいとさえ思っていました。

　けれど、結局、彼女の覚悟は中ちゆう途と半はん端ぱだった……。

　もちろんそれは、私にとってもノェルにとっても喜ばしいことではあるのですが、でも、同時に失しつ望ぼうも感じていて……。

　それで、どうしようもなく腹が立ってしまったのです。

「なあ、アイネイア……だっけ？　ノェルの姉ねえちゃん」

　アイネイアの肩かた越ごしに立ち上がる人ひと影かげが見えました。アホタレです。

　怒ど気きに満ちた顔を振り向かせたアイネイアに、アホタレは言います。

「アンジュの言うとおり、あんたに人ひと殺ごろしはできないんだよ。向いてないんだ」

　アホタレは額ひたいから血を流してはいるものの、地を踏みしめる足にはしっかりと力が入っているように見えました。

「世の中には、目的のためなら人殺しもしょうがないって割り切れる奴やつもいる。人殺しが好きでたまらないって奴もいる。でも、あんたはそのどっちでもない。あんたは、人を傷つけるとき、傷つけられた相手の痛みを想そう像ぞうしちまう奴だ。想像せずにはいられない奴だ。わかるよ。オレも同じだから」

「なにを……っ！」

　図ず星ぼしを突かれて戸と惑まどっているのが、ありありと見て取れました。

　凄すさまじい怒ど気きとは裏うら腹はらに、アイネイアの口から明確な反はん論ろんの言葉は出てきません。

「オレさ、ガキの頃にばあちゃんの目を傷つけちまったことがあるんだ。剣の練習しててさ。でさ、あのとき、わかったんだ。人を傷つけるのって、すげー大変なことなんだって。すげー痛いことなんだって。痛いのは相手だけじゃない。自分も痛いんだ」

　アホタレは右手に握りしめた暗黒剣デスブリンガーを軽く持ち上げると、その闇やみ色いろの刃やいばを哀かなしげな目で見つめました。

「今でも、剣を握る度たびに手が震えるんだ。こいつは人を傷つける道具なんだって、人殺しの道具なんだって思うと、怖こわくて怖くてしょうがないんだ。あんただって同じ気持ちなんだろ？」

「ち、違う！　私は……！」

「違わないさ。だって、あんた、さっきオレを攻こう撃げきしたとき、すげー苦しそうな顔してた」

「噓うそを……いい加か減げんなことを言うなあっ！」

「無む理りすんなって。あんたには戦争も人殺しも似に合あわない。あんたには、もっとあんたらしい生き方があるはずだ」

「そうだよっ！」

　アホタレの言葉に叫んで同どう意いしたのは、ノェルです。

　さっきまでトモエさんに肩を借りてやっと立っていたノェルは、今はもう一人で立ち、ふらつきながらもアイネイアに歩み寄ろうとしていました。

「お姉ちゃん、言ったよね？　誰だれも泣かない世界が……みんなが笑って暮らせる世界を作りたいって」

　アホタレに向けていた焼けつくような視線を今こん度どは妹に向けて、アイネイアは声を荒げました。

「言ったさ！　だから、そのために私は──！」

「ダメだよっ！　戦争をしちゃったら、人を殺しちゃったら、お姉ねえちゃんが泣いちゃうよ！　お姉ちゃんが笑えなくなっちゃうよ！」

　目からは涙を、口くちの端はからは血を流しながら、ノェルは叫びます。

「ボクはみんなが泣かない世界よりお姉ちゃんが泣かない世界がいいよ！　誰だれよりも、お姉ちゃんに笑顔でいてほしいんだよ！」

「ノェル！　ならばおまえは、私に、自分の幸福のために同どう胞ほうを見み殺ごろしにしろと、そう言うのか！　同胞を見殺しにして、それで私が笑っていられるとでも思っているのか！」

　よろめきながら近づいてきた妹の顔面に、アイネイアは再び拳こぶしを放り込みました。

　吹っ飛び、倒れて雪ゆき煙けむりを巻き上げるノェル。

　アイネイアの拳に迷いがあったのか、ノェルの気力が身体からだの痛みを上回ったのか、ノェルはすぐに立ち上がりました。

「違うよ……違うんだよ、お姉ちゃん……」

　またしてもノェルはよろめきながらアイネイアに近づいていきます。

「一いつ体たい私にどうしろというのだ!?　おまえは！」

　アイネイアはノェルを殴なぐった拳をわななかせて、叫びます。

「戦うことも、同胞を見殺しにすることも、どちらも駄だ目めだというのなら、私は一体どうすればいいのだ！」

「探そうよ……」

　わななくアイネイアの拳を、ノェルの褐かつ色しよくの手が包み込みました。

「黒こく死し病びようを治す方法を……」

「そんなものがあれば、苦労はしない」

　ノェルは首を横に振って、手の中にあるアイネイアの拳をぎゅっと握りしめました。

「魔ま界かいじゃ見つからなかった方法も、こっちの世界なら見つかるかもしれないよ。ジェイドの使ってた道具、見たでしょ？　すごいよね？　あんなすごい物を作れちゃう人が、こっちの世界にはいるんだよ？　だから……」

「だが、そのためにも支配は必要だ」

　ノェルはさっきよりも激はげしく首を横に振りました。

「支配なんてしなくたって、お願いすればいいんだよっ！」

「お願い……だと……？」

　アイネイアの顔に、驚きと──そして、戸と惑まどいの色が浮かびました。

　たぶん、私も同じ顔をしていたはずです。

「そうだよ。ボクたちの世界の事情をちゃんと説明して、黒死病をやっつけられるように力を貸してくださいってお願いするんだよ。そうすれば……」

「……どこまで……」

　うつむき、声を震わせたアイネイアは、

「どこまで馬ば鹿かなんだ、おまえは！」

　顔を振り上げ、拳こぶしを包むノェルの手を払い除のけて、叫びました。

「私たち魔ま人じんと人間の間にどれだけの血が流れてきたのか、おまえだって知っているだろう!?　百年前だけじゃない！　そのずっと以前から、魔人と人間は争い続けてきたんだ！　血の歴史があるんだ！　人間に頭を下げることなどできない！　下げたところで人間が魔人の願いを聞き入れるものか！　これは矜きよう恃じの問題ではない！　怨おん念ねんの問題だ！」

「そんなの……そんなの、わからないよっ！　こっちの世界の人たちだって、もう戦争は嫌いやだって思ってるはずだよ!?　ボクたち魔人だって、それは同じだよね!?　戦争したい人なんて、誰だれもいないんだよ！」

　両腕うでを広げ全身で訴えるノェルに、アイネイアは叫びではなく、低く重い声で言いました。

「戦争は避けられない。それだけの血を私たちは重ねてきたのだ」

「お姉ねえちゃん……」

　ノェルの訴えは理解できます。ただし、あくまでも理想として。

　私個こ人じんの考えとしては、やはり、アイネイアのほうに同どう調ちようせざるをえません。

　血の歴史とは、いわば、世代を超えて積み重なってきた途と方ほうもなく巨きよ大だいな怨念の塊かたまりのようなものです。それは、そう簡単に浄じよう化かされるものではありません。

　そして、ノェルは戦争をしたい人なんて誰もいないと言いましたが、それも誤りです。

　戦争を求める輩やからは、確実にいます。

　魔ま界かいにも、そして、こちらの世界にも。

　魔界が侵しん略りやく戦争を仕掛けてきたのは黒こく死し病びようが発生するずっと以前のことですし、こちらの世界にも魔界への逆ぎやく侵しん攻こうを目もく論ろむフェブロニアのような国もあります。

「もう、いい」

　アイネイアが巨大剣クレイモアを持ち上げ、切きっ先さきをノェルに突きつけました。

「おまえに魔界の王おう女じよの資し格かくは、ない。おまえは今や魔界の敵だ。……死ね」

「やめろって！」

　目に涙を浮かべて巨大剣を振りかぶったアイネイアの背中を、アホタレの声が叩たたきました。

　叫ぶと同時に地面を蹴けっていたアホタレの暗黒剣デスブリンガーが、アイネイアの肩かた口ぐちめがけて振り下ろされます。

　しかし、その一いち撃げきはアイネイアが振り返り様ざまに振るった巨大剣に難なんなく弾はじかれ、

「姉妹の問題に口を出すな！」

　アホタレは顔面に痛つう烈れつな拳けん打だをもらって吹っ飛ばされてしまいました。

「トモエっ！」

　吹っ飛びながらアホタレが叫んだ刹せつ那な、私の顔の横をなにかが矢の疾はやさで通り過ぎていきました。

　──ナギナタ……!?

　黒くろ髪かみを躍おどらせて翻ひるがえったアイネイアが、アホタレを殴なぐりつけたその拳こぶしで飛ひ来らいするナギナタを叩たたき落とします。

「邪じや魔まをするなと言っている！」

　怒ど号ごうをあげたアイネイアの視線の先には、ノェルと──そして、ノェルに肩を貸すトモエさんの姿すがたがありました。

　そこでようやく、私はアホタレの叫びの意味を理解できました。

　アホタレは、トモエさんにノェルを連れて逃げるよう命じたのです。

　トモエさんは瞬しゆん時じにそれを理解し、行動した。

　私も黙だまって見ているわけにはいきません。杖つえを拾うために走ります。

　指を少し動かすだけで手だけでなく腕にまで痛みを感じましたが、歯を食いしばって杖を拾い上げます。

　そして、振り返った私の目に映ったのは、掌てのひらを突き出した姿し勢せいのアイネイアと、宙を舞うトモエさんとノェルの姿でした。

　受け身も取れずに墜つい落らくしたふたりは、呻うめき、身じろぎはしているものの、立ち上がれません。

「ノェル……っ！」

　劫ごう火かの如ごとき殺さつ気きを全身に纏まとったアイネイアが、苦しげに妹の名前を口にしつつ、巨大剣クレイモアを構えます。

　アホタレもトモエさんもジェイドも、倒れたまま。

　私は精神の糸を編むのが精せい一いつ杯ぱい。呪じゆ文もんは到とう底てい間に合いません。

「おまえの……最さい愛あいの妹の死を以もつて、私は私の覚かく悟ごを完成させる！」

　もはや誰だれ一人として阻はばめる者のいないアイネイアの剣は、しかし、ノェルを切り裂さきはしませんでした。

「……!?」

　驚きよう愕がくに目を見開いたのは、アイネイアだけじゃありません。

　ノェルも、そして私も、同じ顔をしていました。きっと、アホタレもトモエさんもジェイドも、みんな同じ顔をしていたはずです。

　なにしろ、ジグが──アイネイアの友であり僕であるはずのリンドヴルムが、ノェルを庇かばってアイネイアの一いち撃げきを受けるなんて、誰に予想できたでしょう。

　額ひたいにアイネイアの巨大剣を食い込ませたジグは、傷きず口ぐちから流れ出た血を溜ためた眼めで、じっとアイネイアを見つめています。

「どういうつもりだ、ジグ!?」

　髪を振り乱して叫んだアイネイアの声は、裏うら返がえっていました。

　無む理りもありません。この事じ態たいに一番驚おどろいているのは、彼女のはずですから。

「おまえまで私の決意を踏みにじるのか!?」

　ジグは答えません。あるいは答えているのかもしれませんが、私の耳に彼の言葉は聞こえません。

　ただ、友であり主であるアイネイアを見つめる彼の眼めは、とても穏おだやかで、そして哀かなしげで……。

　アイネイアが今にも泣き出しそうな顔で巨大剣クレイモアを引き抜くと、ジグはまるで微笑ほほえむように眼を細め、ゆっくりと倒れました。

「ジグ！」

　立ち上がるだけの力のないノェルが、それでも這はうようにして身体からだを前へと進ませ、横たわるジグに縋すがりつきました。

「ジグ！　しっかりして、ジグ！」

　ノェルの必ひつ死しの呼びかけにも、ジグは応こたえません。

「嫌いやだ！　死んじゃ嫌だよ、ジグ！」

「なん……なのだ……この状況は……？」

　剣を持っていない左手で顔を覆おおったアイネイアが、よろよろとよろめきながら後ずさっていきます。

「私が……私が間違っているというのか……？」

「ジグ！　ジグ！　起きてよ、ねえ、ジグ！」

　ノェルの悲ひ痛つうな叫び声が、アイネイアを苛さいなむように響ひびき渡ります。

「私は、ただ、魔ま界かいの王おう女じよとして、同どう胞ほうの未来のために……」

　地面に突き立てた巨大剣に縋るように身体を折って、アイネイアは唸うなりました。

　白い眉み間けんに深い皺しわを刻み、歯を食いしばって唸うなる彼女の姿すがたは、まるで涙を流さずに泣いているように見えました。必ひつ死しに慟どう哭こくを嚙かみ殺しているように見えました。

「もう……いらない……」

　深くうつむいたアイネイアの顔を、長い黒くろ髪かみが覆おおい隠かくします。

「こんなに苦しいのなら……もう……いらない……」

　攻こう撃げきのチャンスではありました。以前の──王おう都とにいた頃の私なら、間違いなく攻撃していたでしょう。でも、今の私には、魔界の王女としての責任と大切な存在を傷つけてしまった心の痛みに押し潰つぶされそうになっているアイネイアを攻めることは、どうしてもできなくて……。

「もう……心なんて、いらない……」

　地面に刺していた巨大剣を抜き、後ろによろめきながら頭を上げたアイネイアは、泣きじゃくるノェルと動かないジグを虚うつろな目で一いち瞥べつすると、

「リズ！」

　友であり僕しもべであるもう一体のリンドヴルムの名を叫びました。

　空で待たい機きしていたリズが、呼び声に応こたえてアイネイアの傍かたわらに舞い降ります。

「お姉ねえちゃん、待って！」

　ノェルのあげた制せい止しの声に振り返ることなく、アイネイアはリズの背に跨またがって飛び去ってしまいました。

「お姉ちゃん！　待って！　お姉ちゃっ！　お姉ちゃんっ！」

　アイネイアの姿すがたが空の彼方かなたに消えても姉の名を叫び続けるノェルの声を聞きながら、私は込み上げてくる不ふ吉きつな予よ感かんに胸を締めつけられていました。
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　傷ついた身体からだを引きずってなんとかサウラ凍とう土どを抜けた私たちは、地図には記されていない小さな廃砦を宿やど代がわりに使わせてもらうことにしました。

　サウラ凍土の出口（フェブロニア側から見れば入り口になるわけですが）の程ほど近ちかくにあるこの廃砦は、かつてこの一いつ帯たいがまだランドール領りようだった頃に付近のマモノ狩がりの拠きよ点てんとしてランドール軍が建けん造ぞうし、使用していたものです。

　領りよう有ゆう権けんをフェブロニアに奪うばわれてからは、しばらくはフェブロニア軍が使用していましたが、今いま現在は打ち棄すてられ、無む人じんの廃はい墟きよと化しています。

　野や盗とうの類たぐいが根ね城じろにしている可能性もありましたが、幸い、人の気け配はいはありませんでした。

　野の宿じゆくでも問題ないといえばないのですが、アイネイアとの戦いで全員少すくなからず傷を負っています。手て負おいの状態でマモノに襲おそわれたくはありませんし、やはり、屋根のある建物のほうが落ち着いて眠れます。多少、カビ臭くはありますが、そのへんは我が慢まんしましょう。

「折れてもいませんし裂れつ傷しようもありませんから、痛みさえ引けば問題ないかと思われます」

「ありがとうございます」

　処しよ置ちをしてくれたトモエさんにお礼を言って、私は包ほう帯たいを巻かれた両手の指を開かい閉へいさせました。

　まだ痛みはありますが、これなら十分、杖つえは握れます。

「トモエさんも、無む理りはしないでくださいね」

「ありがとうございます、アンジュ様」

　にっこり微笑ほほえんだトモエさんは、一見無む傷きずに見えます──というか、傷は既すでに塞ふさがって消えてしまったのですが、顔色はよくありません。

　ノェルを庇かばってアイネイアの攻こう撃げきを受けたトモエさんは、私よりずっと深い傷を負っていました。

（ご心配は無む用ようですわ。私には自己修しゆう復ふく機き能のうも備わっていますから）

　と、本ほん人にんが笑顔で言っていたとおり、サウラ凍土を抜ける頃には傷だらけだった顔も腕もすっかり綺き麗れいになっていました。が、見た目が綺麗になっただけでまだ完かん治ちしていないのか、傷の修復によほど体力を消しよう耗もうしたのか、どちらにしろ本ほん調ちよう子しには程ほど遠とおいように見えます。

「ノェルはどうしています？　まだジグの傍そばについているのですか？」

「はい。ジグさんが目を覚ますまで傍を離れない、と」

「そうですか……」

　トモエさんと同どう様よう、ノェルを庇って倒れたリンドヴルム──ジグは、奇き跡せき的に一いち命めいを取り留めていました。

　ジグの負った傷は明らかな致ち命めい傷しようでした。辛かろうじて息があったものの手の施ほどこしようはなく、息いき絶たえるのをただ待つだけの状態でした。

　そんなジグを救ったのは、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』──『蛇だ蝎かつ』のジェイドでした。

（ワイに任しとき。フェブロニアの技術力りよくは世界一いちィィィィィやで）

　泣きじゃくるノェルを退のけさせてジグの前に立ったジェイドは、キューブを真まっ黒くろな包ほう帯たいに変化させて、傷を負ったジグの頭とう部ぶに巻き付けました。

（こいつには怪け我がを治なおす力があるんや。病気には効かんけど、怪我やったらたいていなんとかなるで）

　ジェイドの言葉どおり、ジグはしばらくすると目を覚まし、ノェルの涙を悲しみの涙から安あん堵どの涙へと変えさせたのでした。

　ジグが助かったことは、素直に良かったと思います。ただ、キューブの底そこ知しれない性能はランドールの王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの立場から見れば、やはり脅きよう威いです。

　一いち命めいを取り留めたジグですが、まだ身体からだを動かすのは苦しいらしく、私たちと一いつ緒しよにこの廃砦までたどり着いたところで再び意識を失ってしまいました。

　今もまだキューブの包帯を頭に巻いたまま、眠っているのでしょう。

　そのジグの傍そばについているノェルも、浅からぬ傷を負っていました。

　魔ま人じんである彼女は、体力も回復力りよくも人間とは桁けたが違いますから、身体の傷はさほど心配はしていません。問題は心の傷です。

　アイネイアは結局、彼女の説せつ得とくに応じませんでした。それどころか、妹であるはずの彼女に刃やいばさえ向けてきた──。

　ノェルだって覚かく悟ごはしていたはずです。それでもやはり、最さい愛あいの姉に殺されかけた事実は、彼女の心を深く抉えぐったことでしょう。

　心配ではありますが、正直、かける言葉が見つかりません。

「ジェイドの姿すがたも見当たりませんが……」

「ジェイドさんでしたら、夕食の後、外に出ていかれましたよ」

「そうですか……よからぬことを企たくらんでいなければいいのですが……」

「アンジュ様は、ジェイドさんを疑っておられるのですか？」

　小こ首くびを傾かしげて問いかけてくるトモエさんを、私は思わず睨にらみつけてしまいました。

「もちろんです。あの男は、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』ですよ？」

「たしかにジェイドさんはフェブロニアの方ですが、私にはどうしても悪い方には見えないのです」

「……」

　トモエさんがジェイドを憎にくめない気持ちは、わからないでもありません。一緒に行動したこの四日の間にジェイドが不ふ審しんな動きを見せたことはありませんでしたし、トモエさんやノェルと談だん笑しようする彼の笑顔は子供のように無む邪じや気きで、そこに黒い影は見えませんでした。けれど。

「……あの男は暗あん殺さつで成り上がった『蛇だ蝎かつ』ですよ？」

　あの無む邪じや気きな笑顔でさえ、暗あん殺さつ対たい象しようを油ゆ断だんさせるための演技かもしれないのです。気を許すわけにはいきません。

「はい。それは存じています。ですが、ジェイドさんがそのようなお仕事をされていたのは、大切な誰だれかのためではないかと思うのです」

「大切な誰か……？」

「はい」

「それは、まさか……ティアマリア……ですか？」

『恒久平和の実現者ピースメーカー』であるジェイドに命令できるのはティアマリアだけであり、当然、ジェイドが仕事をこなすことによって一番利り益えきを得るのもまた、ティアマリアということになります。

「はい。私はそうではないかと思っています」

「たしかに、『恒久平和の実現者』であるジェイドはティアマリアの手て足あしにも等しい存在でしょうが……でも、だからって、トモエさんの考えはいくらなんでも飛ひ躍やくしすぎじゃあ……」

「はい。もちろん確かく証しようがあるわけではありません。ただ、ジェイドさんはティアマリア皇こう帝ていを深く愛されているのでは……と思えてならないのです」

「あ、愛……ですか」

　ティアマリアはまだ若い未み婚こんの女性という話ですから、ジェイドがティアマリアに恋れん愛あい感情を抱いていたとしても不ふ思し議ぎはないかもしれませんが……。

「アンジュ様はお気づきになりませんでしたか？　ティアマリア皇帝の名前を口にされるとき、ジェイドさんがとても穏おだやかで優しい目をされていたのを」

「ま、まったく気づきませんでした……」

　トモエさんの気のせいではないですか？　と返したいところですが、私の二倍どころか三倍以上の長い時間を生きているトモエさんの観かん察さつ眼がんは、馬鹿にはできません。

　ジェイドがティアマリアを愛している、とトモエさんが言うのであれば、きっとそうなのでしょう。悪い人間ではないと言うのであれば、それも間違いではないのでしょう。

　ですが、ジェイドが悪い人間ではないとしても、だからといってなにも企たくらんでいないということにはなりません。

　愛するティアマリアのためなら、彼はきっと自分に信頼を寄せる相手すらも裏うら切ぎるはずです。そうやって生きてきた結果が、あるいは『蛇だ蝎かつ』という呼び名を生んだのかもしれません。

「と、とにかく、立場上、私はジェイドに気を許すわけにはいきません。彼の動どう向こうには、引き続き目を光らせていきます」

　にっこり微笑ほほえんで「はい」と答えたトモエさんは、それ以上、ジェイドを擁よう護ごするような発言をすることはありませんでした。

「では、私はジェイドを捜してきます」

「アンジュ様」

　立ち上がり、壁に掛けていた杖つえを手に取って部屋を出て行こうとした私を、トモエさんが呼び止めました。

「イルが思い詰めています」

　振り向いた私に、トモエさんは真しん摯しな表情で言いました。

「どうか、イルと話してやってくださいませ」

　私は返答に困りました。

　アホタレが思い詰めているのは、わかっていました。

　同じような境きよう遇ぐうにあるアイネイアを自分に重ねて、複ふく雑ざつな思いを抱いているのでしょう。

「話をしても、私にはきっと……レックス様の望む言葉をかけてあげることはできません……」

　魔ま界かいの王おう女じよとしての責任を背負うことを選択したアイネイアと、英えい雄ゆうの曾ひい孫まごとしての責任を背負うことを拒きよ否ひし続けているアホタレ。

　アホタレは、きっとこう言ってほしいと思っているはずです。

　生まれついての責任なんて関係ありません。あなたはあなたの好きなように生きていいんです。と。

　そして、こうも言ってほしいと思っているはずです。

　アイネイアは必ずわかってくれます。だから、諦あきらめずに説せつ得とくしましょう。と。

　けれど、私の立場としては、好きなように生きてくださいとは言えません。英雄の曾孫としての責任をしっかりと背負って戦ってくださいとしか言えません。

　アイネイアの説得も、私はもう諦めるべきだと思っています。彼女の覚かく悟ごは必ずしも完全なものとは言えませんでした。それでも彼女はその不ふ完全な覚悟を嚙かみしめて、必ひつ死しに魔界の王女としての責任を果たそうとしているのです。

　敵ながら、私には彼女の気持ちが痛いほどにわかります。

　わかるからこそ彼女の覚悟の不完全さに腹も立ちましたし、これ以上、彼女の覚悟に水を差すような真ま似ねはしたくないとも思ってしまうのです。

「アンジュ様は、アンジュ様のお考えをお話しすればよろしいかと思います」

「でも、それでは……」

　よけいに彼を思い詰めさせてしまうのではないでしょうか？

「イルは、アンジュ様とお話ししたいと思っているはずです」

「そう……でしょうか……？　私みたいな口うるさい女より、トモエさんのほうが……」

　トモエさんは静かに首を横に振って、言いました。

「イルが話したいと思っているのは、私ではありません。アンジュ様です」

　断だん言げんされてしまいました。

　ウェルチなら……。

　こんなとき、ウェルチなら、きっと迷わず彼の傍そばにいるのでしょうね。そして、ウェルチなら、彼の望む言葉をかけてあげることもできるでしょう。

　私に、それはできません。私はウェルチじゃないから。

　でも、私はウェルチと約束したのです。彼女の分までアホタレを守ると。

「……わかりました。話をしてみます」

　アホタレが私と話をしたがっているとは思えませんが、トモエさんが断だん言げんするのであれば、信じてみましょう。

「ありがとうございます、アンジュ様」

　トモエさんの笑顔に見送られて部屋を出た私は、アホタレに会いに行く前に、ノェルの様よう子すを見に行くことにしました。

　ジグは厩きゆう舎しやで休ませていますから、ノェルもそこにいるはずです。

　砦とりでを出ると、建物の中と外との温度差さに身体からだが震えました。ここはサウラ凍とう土どのすぐ近くですから、まだ微び妙みように空気が冷たいのです。

　厩舎に足を踏み入れると、目は自然とジグの金きん色いろの巨きよ体たいに吸い寄せられました。

　力なく横たわるジグの頭には、今もまだ黒い包ほう帯たいが巻かれたままになっていました。

　赤い眼めが私を見つめてきます。

　ジグは起きていました。

　私を映す赤い眼からは、敵てき意いも殺さつ意いも感じられません。だから私も、ジグを怖こわいとは思いませんでした。

　ジグが、ノェルはここにいるぞと示すように眼を横に動かしました。

　ノェルはジグの首の付け根に顔の半分を埋めるようにして、眠っていました。

　少し話をしたいと思ったのですが、眠っているのであれば仕方がありません。

　出直してきます、と声には出さず目だけで言うと、意い図とが伝わったのか、ジグは静かに眼を閉じました。

「アン……ジュ……？」

　踵きびすを返して厩舎を出ようとした私は、寝ぼけた声を背中に受けて振り向きました。

　身体を起こしたノェルが、目を擦こすっていました。

「すみません。起こしてしまいましたか」

「ううん。いいの」

　眠そうな顔に、ノェルはやわらかい笑えみを浮かべました。

「なにかあった？」

「いえ、ちょっと様子を見にきただけです」

「そっか」

「具合はどうですか？」

「ジグ？」

「ジグではなく、あなたのです」

「ボク？　ボクはもう全ぜん然ぜん元気だよ。ホラ、このとおり」

　元気であることを証明するように腕を曲げて力こぶを作る真ま似ねをしてみせたノェルですが、顔色はよくありません。肌はだの色が褐かつ色しよくでも、はっきりとわかります。アイネイアの鉄てつ拳けんを受けた頰ほおは、まだ少し腫はれていました。

「……無む理りは、しないでくださいね」

「ありがとう。えへへ、アンジュは優しいね」

「……優しくなんてありませんよ、私は」

「優しい人って、みんなそう言うよね。アイネイアお姉ねえちゃんもそう」

　笑顔のノェルに、私は気になっていたことを訊たずねてみることにしました。

「ノェル……一つ、訊きいてもいいですか？」

「なぁに？」

「どうして、会って間もない私たちに自分の素す性じようを明かす気になったんです？」

　ノェルは寝起きで半はん開びらき気ぎ味みだった目を丸く見み開ひらきました。

「あなたは、セスタス城じよう砦さいへ赴おもむこうとしていた私たちを止めるために、自分が魔ま王おうの娘むすめであることを告白しました。でも、私たちをセスタス城砦へ行かせたくないだけなら、噓うそをつくなりなんなり、別の方法もあったはずです。けれど、あなたは素性を明かした。なぜですか？」

「んー……」

　首を傾け、小さく唸うなったノェルは、

「レックスがいたから……かな」

「レックス様……ですか？」

「うん。レックスって、綺き麗れいな空色の目をしてるでしょ？」

「え、ええ」

「レックスの目を見てたら、本当のことを話しても大だい丈じよう夫ぶって……きっとそのほうがいいって思って……」

「そう……ですか」

　アホタレの目は、たしかに綺麗です。澄すみ渡った夏空のような、目にも眩まぶしい青です。ですが、だからといって、アホタレの目を見て本当のことを話す気になった……というノェルの言げんは、いまひとつピンときません。

「ボクね、昔、レックスと同じ青い目をした人間の人に助けてもらったことがあるんだ」

「えっ？」

「ボクがまだ本当にちっちゃかった頃、マモノに食べられそうになってたところを助けてもらったの」

「ノェルは、子供の頃にもこちらの世界に来たことがあったのですか？」

　ううん、とノェルは首を横に振りました。

　こちらの世界の出来事ごとではない……となると、ノェルを助けたというその人間は、人間の身でありながら魔ま界かいにいたことになります。

「まさか」

　本来、人間が立ち入ることのできない魔界に人間がいた。そして、その人間は青い目をしていた。時間的にはノェルが子供の頃ですから、百年ほど前ということになるでしょうか。

　魔界。人間。青い目。百年前まえ。

　ここから連れん想そうされる人物は、一人しかいません。

「レイジャック＝ウル＝ハイドフェルト……」

　人じん魔ま戦争を人間側がわの勝利に導いた救世の英えい雄ゆうにして、アホタレの曾ひいお祖じ父い様……。

「会ったことがあるのですか？　竜騎士ドラグーンレイジャックに……」

　うん、とノェルは屈くつ託たくのない笑顔で頷うなずきました。

「優しい人だったよ。先を急いでたみたいだったのに、怖こわくて泣いてたボクが泣きやむまで、ずっと抱っこしてくれたんだ」

　ノェルの口く調ちようは、まるで初恋の人を語るかのように、はにかみながらも弾はずんでいました。

「お姉ねえちゃんも、あの人に会ったことがあるんだよ」

「アイネイアも？」

「うん。お姉ちゃん、ボクがあの人に抱っこされてるところにきてね、勘かん違ちがいしちゃったの。ボクが攫さらわれようとしてるって。お姉ちゃん、怒っちゃって。ボクが違うのって言っても聞いてくれなくて。それで」

「戦いになった？」

「うん。お姉ちゃん、剣では誰だれにも負けたことがなかったのにあっさり負けちゃって、泣いちゃった」

　当時、既すでに完成された実力を持っていたはずのアイネイアをあっさりと打ち負かしてしまうとは、さすがは伝でん説せつの竜騎士といったところでしょうか。

「それで、レイジャックは？」

「行っちゃったよ。最後にお姉ちゃんになにかを言ってたみたいだけど、忘れちゃった」

「そうですか……」

「レックスの目を見たとき、ああ、あの人とおんなじ目だって思ったんだ」

「それで、信頼する気になった、と」

「うん。ごはんを食べさせてくれたっていうのもあるけどね」

　歯を見せたノェルにつられて、私も笑ってしまいました。

「ねえ、アンジュ」

「はい」

「お姉ねえちゃん、すごく辛つらそうだったよね……」

　言って、ノェルは大きな目を伏せました。

「そうですね……」

「ボク、間違ってるのかな？　ボク、お姉ちゃんをただ苦しめてるだけなのかな？」

　それは、これまでひたすら前向きだったノェルが初めて口にした弱よわ音ねでした。

「苦しめているのは間違いないだろうと思います」

「うん……」

「ですが、実際に会ってみて、戦ってみて、アイネイアがあなたの言うとおりの人物だとわかりました。彼女は、人ひと殺ごろしができる人ではありません」

「うん……」

「ですから、彼女に人殺しをさせまいとしているあなたの気持ちは、わかります。あなたが間違っていると断じることは、私にはできません」

　ノェルが間違っているとは、思いません。でも、アイネイアもまた間違ってはいないと、私は思うのです。

　アイネイアが戦いを決意したのは、きっと、同どう胞ほうの未来のためだけではなく、ノェルのためでもあったはずです。

　自分が率そつ先せんして戦うことで、ノェルが戦わずにすむように──と。

　ノェルだって、そんなアイネイアの気持ちを理解しているからこそ、必ひつ死しにアイネイアを止めようとしているのでしょう。たとえそれが、アイネイアを苦しめることになったとしても。

　実際、アイネイアは守りたい存在であるはずのノェルさえ手にかけようとするほどに、追い詰められています。

　そして、ノェルもアイネイアのために彼女を苦しめているというジレンマに、耐えきれなくなりつつあります。

「ノェル」

　伏せていた目を上げたノェルに、私は問いかけました。

「もし、アイネイアが人を殺してしまったら、あなたはどうするのですか？」

　アイネイアを人殺しにするまいとするノェルの決意は、既すでに十分見みせてもらいました。

　けれど、決けつ死しの説せつ得とくも空むなしく、アイネイアが人を殺してしまったら？

　先の戦いで、アイネイアは本ほん気きでノェルを殺そうとしました。ジグが身を挺ていしてノェルを庇かばわなければ、アイネイアは人殺しになっていたはずです。

　実質、彼女はもう半はん分ぶん人殺しなのです。

「お姉ちゃんは、きっと……」

　ノェルは膝ひざを抱えて言いました。

「人を殺しちゃったら、お姉ねえちゃんは、きっと……お姉ちゃんじゃなくなっちゃうと思う」

　アイネイアがアイネイアでなくなる。

　それはつまり。

「心が壊こわれてしまう……ということですか？」

　頷うなずいて立てた膝ひざの間に顔を埋めたノェルは、深しん呼吸一つ分の間の後、顔を上げて言いました。

「もし、そうなったら……そのときは、ボク、戦うよ」

　自分に言い聞かせるように。

「アイネイアお姉ちゃんと、戦うよ」

　覚かく悟ごの光を宿したノェルの目は、私に向けられてはいませんでした。おそらく彼女の目には、今ここにはいないアイネイアが映っているのでしょう。

「ノェル……」

　心が壊れるとは、アイネイアが殺さつ戮りく者しやになってしまうことを意味しているのでしょう。

　人を一人でも殺してしまったら、罪の意識と魔ま界かいの王おう女じよとしての責任感かんに心を押し潰つぶされて狂きよう気きの殺戮者になってしまうのではないか。

　私が抱いているのと同じ危き惧ぐを、ノェルも抱いていたのです。

　ノェルの言う『戦う』には、『殺す』という意味も含まれているはずです。

　アイネイアが狂気の殺戮者になってしまったら、そのときは自分の手で殺す。ノェルはそう言っているのです。

「すみません……意い地じ悪わるな質問をしてしまって」

　ううん、と首を振って、ノェルは微笑ほほえみました。

「アンジュのおかげで覚悟が決められた……と思う。ありがとう、アンジュ」

「いえ……まだ、ここにいますか？」

「うん。今夜はこのままジグと一いつ緒しよに寝るよ」

　ノェルは膝ひざを抱えたままジグに頭を預けました。

「アンジュは、これからどうするの？」

「私は……少し、レックス様と話をしてこようかと……」

「そっか。それがいいよ。レックスも、アンジュと話したいって思ってるはずだから」

「……ノェルまで」

「ん？」

「トモエさんにも、同じことを言われたんです。レックス様が私と話したがってるって。そんなこと、あるわけないのに」

　くすっ、とノェルが小さく笑いました。

「アンジュって、鈍どん感かんなんだ」

「……はい？」

「ううん、なんでもない。おやすみなさーい」

　一方的に会話を打ち切って、ノェルは目を閉じてしまいました。

「ノェル？」

　呼びかけに返ってきたのは、「くー」という可愛かわいらしくもわざとらしい寝ね息いきだけ。

　狸たぬき寝ね入いりなのは間違いありませんが、もう目を開けてはくれそうにありませんでした。

　厩きゆう舎しやを出た私は、アホタレの姿すがたを捜して砦とりでの周りを歩きました。

　なんとなく、アホタレは部屋にはいない気がしたのです。そして、その勘かんは当たっていました。

　アホタレは砦の裏うら手てにいました。

　古ふる井い戸どの縁ふちに腰こし掛かけて、空を仰いでいます。足あし下もとにはスケッチ帳が置かれていました。

「そんなところに座っていると、危ないですよ」

　声をかけられる前から私が近づいていることに気づいていたのか、アホタレは特に驚いた様よう子すもなく、空色の瞳ひとみを私に向けてきました。

「この井戸、もう埋められてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言って、自分が座っている少し後ろをコンコンと叩たたいてみせます。たしかに、井戸の口はもう塞ふさがれているようです。

「こんなところで、なにをしていたのです？」

「月を見てたんだよ」

「月、ですか」

「ああ。今夜は月が綺き麗れいだぜ」

　ふたりで、夜空を見上げます。

　澄すみきった空にぽっかりと浮かんだ月は、アホタレの言うとおり、とても綺麗でした。星もよく出ています。

「明るい夜ですね」

「だな」

「スケッチは、しないのですか？」

　視線をアホタレの足下に移して、訊たずねます。

「してたよ。してたんだけど、なんか調子が出なくてさ。……ああ、そうだ。アンジュ」

「はい？」

「モデルになってくれよ」

「……はい？」

「嫌いやか？」

「モデルって、絵の……ですよね？」

「ああ」

「私なんて描いて、どうするんですか？」

「いや、別にどうもしないけど。ただ、描きたいだけ」

「…………」

「嫌いやなら、無む理りにとは言わないけど」

「べ、別に嫌ってことは……」

「その割には、すっげーいかめしい顔してるぜ」

　私は杖つえを小こ脇わきに挟んで、両手でバシバシと自分の頰ほおを叩たたきました。

「こ、これは、絵のモデルになってくれなんて、は、初めて言われたもので、その、ちょっと戸と惑まどっただけ……です」

「んじゃ、頼めるか？」

「は、はい。私でよければ」

「サンキュ。じゃ、早さつ速そくだけど、脱いで」

「……へ？」

　い、今なんと言いました？

「服を脱いでくれって言ったんだよ。絵のモデルっつったら、裸はだかに決まってんだろ？」

「は、はは、裸!?」

　聞いてません。そんなの聞いてません。いや、今いま聞きましたけど、そういうことじゃなくて！

「ほら、パーッと脱いじゃってくれよ」

「は、はっ、裸なんて、そ、そそ、そんなの、なれるわけ……っ」

「そっかぁ……やっぱり、駄だ目めかぁ……」

　アホタレがため息いき交まじりに言って、がっくりとうなだれました。

「レ、レックス様……？」

　な、なにもそんなにがっかりしなくたって。

　そんなふうに落ち込まれちゃったら、まるで私が悪いみたいじゃないですか。

「私が……になったら……元気になってくれますか？」

「え……？」

「私が裸になったら、元気になってくれますかと訊きいてるんですっ！」

「えっ？　ああ、まあ、そりゃ……」

「だったら、かまいませんっ！」

　私は声を張ってマントを脱ぎ捨てました。

　思い詰めて元気のないアホタレを言葉で元気にしてあげることは、私にはできません。かといって、気持ちが弱ったまま再びアイネイアと見まみえたら、今度こそ殺されてしまいます。

　私が裸になって、それでアホタレが元気になるなら安いものだと割りきるしかありません。

　それに、絵のモデルなんですから、これは芸げい術じゆつです。

　瘦やせっぽちな私の裸はだかに芸げい術じゆつ的な価か値ちがあるかどうかはともかくとして。

「え、いや、あの……」

「脱ぎますっ！」

「ちょっ、待て！　待てって！」

　上うわ着ぎに手を掛けた私に、アホタレが慌あわててつかみかかってきました。

「冗じよう談だん！　冗談だから、真まに受けるなって！」

　はい？

「絵のモデルになってくれってのはマジだけど、裸はノリで言っただけだから。冗談だから」

「じょう……だん……？」

「そう。冗談」

「私、裸にならなくていいんですか……？」

「いいんです」

　気づかないうちに力んでいた身体からだから一いつ気きに力が抜けて、私はへなへなとその場に座り込んでしまいました。

「……ぐすっ」

「な、泣くなって」

「泣いてなんていませんよっ！　私がこんなことで、な、泣くわけ、ないじゃ……っ」

　噓うそでした。

　私の目からは、大おお粒つぶの涙がポロポロとこぼれ落ちていました。

「わ、悪かったよ。まさか真に受けられるとは思わなくてさ……」

　心しん底そこ申もうし訳わけなさそうな顔をしたアホタレが、私の脱ぎ捨てたマントを拾って、肩に掛けてくれました。

「わ、私はっ、冗談とか、そういうの、う、うまく理解できない性た質ちなんですから……っ」

「そうだよな。うっかりしてたよ」

「……反省……してますか……？」

「してますしてます」

「だったら、杖つえも拾ってください」

「はい。ただいま」

　言われるまま、アホタレは私がマントを脱ぐときに放り投げていた杖を拾って持ってきました。

「次はどうするか、わかっていますよね？」

「心こころ得えております」

　アホタレが両膝ひざをついて差し出してきた頭に、私はしゃくり上げながら鉄てつ槌つい（杖）を振り下ろしました。




「そういえば、腕は平気なんですか？」

「ん？　ああ」

　私の問いにペンを止めたアホタレは、スケッチ帳を足の上に置いて、左腕を上下に動かしてみせました。

「ご覧らんのとおり。すっかり治ったよ」

「相変わらず、人間離ばなれした治ち癒ゆ力りよくですね……」

　アホタレはジグとの戦いで左腕を骨こつ折せつしていました。

　あれからまだ半日も経たっていない上になんの治ち療りようもしていないというのに完かん治ちしてしまっているのですから、とんでもない治癒力です。これも血に宿る竜りゆうの因いん子しによるものなのでしょうが、彼の打たれ強さと治癒力は、旧きゆう世界のゴーレムであるトモエさんや魔ま人じんであるノェルにも引けを取っていないどころか、上回ってさえいるかもしれません。

「頭はまだ痛いけどな」

　そう言って彼が指差した脳のう天てんには、大きなたんこぶができていました。

「自じ業ごう自じ得とくです」

「いや、悪かったって、ホント」

　苦にが笑わらいを浮かべて、アホタレはスケッチ帳を再び手に取りました。

「まったく……」

「でも、ありがとな」

「なにがです？」

「モデル、なってくれてさ」

「……気き恥はずかしいんですから、早く描き終えてください」

「へいへい」

　さっきまでアホタレが座っていた古ふる井い戸どの縁ふちに腰こし掛かけて、私はスケッチのモデルをやらされていました（もちろん、服は着ています）。

　人生初はつの経験ですが、居たたまれないというかなんというか……。

　そもそも、なんで私なんか描こうと思ったのか。誰だれでもよかったのか、それとも、私だから描きたいと思ったのか……。

「なあ、アンジュ」

「はい？」

「王おう都とに帰ったらさー。またモデルやってくれよ。今度はちゃんと彩さい色しきまでするからさ」

「私なんて描いて、どうするんですか？」

「いや、別にどうもしないけどさ。ただ描きたいだけ……って、さっきもしなかったか？　このやりとり」

「……レックス様が、変なことを言うからです」

「変か？　ただモデルになってくれって言ってるだけなんだけどな」

「変ですよ。私なんか描いたって、楽しくもなんともないでしょうに」

「そんなことないぞ。描きたい対たい象しようを描くのって、絵え描かきにとってはすげえ楽しいんだぜ？」

　アホタレはスケッチ帳から顔を上げると、歯を見せて笑いました。

「……そんな嬉うれしそうに言わないでください」

　顔が熱くなってきました。

「早く帰りたいな……」

「魔ま王おうを倒すまでは、帰れませんよ」

「だよなぁ……」

　アホタレはため息をつきつつ空を仰ぐと、そのまま後ろに倒れてしまいました。

「レックス様？」

「……なぁ、アンジュ」

　地面に大だいの字じに寝そべったまま、アホタレは質問を口にしました。

「アイネイア……つったっけ？　ノェルの姉ねえちゃんの名前」

「ええ」

「似にてるよな？　オレとあいつって」

「……そうですね」

「アンジュは、魔ま界かいのみんなのために人ひと殺ごろしになってでも戦おうって決めたあいつのこと、立りつ派ぱだって思うか？」

　私は返答に迷いましたが、正直に答えることにしました。

「敵を褒ほめたくはありませんが……そうですね。思います」

「だよなぁ……オレも、あいつは立派だって思うよ」

　反はん論ろんがあるかと思いきや、アホタレの口から出たのはアイネイアを認める言葉でした。

「言ってたよな、あいつ。自分は同どう胞ほうの未来を背負ってるんだって。それってさ、すげえ重いよな。重すぎて、オレにはとても真ま似ねできないよ」

「私は……」

　私は、アホタレがナブラスカ山やソレイユの丘で見せた勇ゆう姿しを思い返しつつ、言いました。

「私は、レックス様なら背負えると思っています。金きん竜りゆうオルリスの背に乗って戦うあなたの姿すがたを見たとき、私はあなたならこの世界を救える勇ゆう者しやになれると確信しました。ウェルチを守るためにソウルイーターに立ち向かったあなたは、紛まぎれもなく勇者でした。私はレックス様ならこの世界を背負えると……救えると、信じています。ウェルチだって……」

　アホタレの勇者としての資し質しつを信じているのは、私だけじゃありません。彼の幼おさな馴な染じみだったハーフエルフの少女は、いつか必ず彼が英えい雄ゆうになる日がくると信じて、そんな彼の支えになるために魔ま法ほうの勉強をしていました。

「買い被かぶりだよ。だって、オレは……」

　アホタレはおもむろに上じよう体たいを起こして言いました。

「オレは、ウェルチを守ってやれなかった」

　うなだれたアホタレの顔を、前まえ髪がみが覆おおい隠かくします。

「レックス様……ウェルチのことは、あなたのせいでは……」

　アホタレとウェルチは学がく術じゆつ都市フルブライトで三年ぶりに再会して……そのときにはもう、ウェルチは死んでしまっていたのです。彼女の死は不幸な事故で、決してアホタレのせいではありません。

「ウェルチだけじゃない。オレはばあちゃんの目だって傷つけちまった」

「それだって、訓くん練れん中の事故じゃないですか……」

　アホタレはうなだれたまま首を横に振りました。

「事故だろうとなんだろうと、オレはウェルチが一番大たい変へんなときにあいつの傍そばにいてやれなかった。オレがもっと気をつけていれば、ばあちゃんの目を傷つけることもなかった」

　アホタレは今までペンを握っていた手で、ゴシゴシと頭を搔かきました。

「自分を好いてくれる女の子一人守れなくて、一いち番ばん大切な人を傷つけて……その程てい度どの男なんだよ、オレは。そんなオレに世界なんて守れると思うか？」

「レックス様……」

　私は自分でも気づかないうちに、古ふる井い戸どの縁ふちから立ち上がっていました。

「自分を卑ひ下げしないでください。あなたのおかげで救われた人だっているんです」

　ナブラスカ山で、アホタレはロンブローゾに拐かどわかされた黒くろ髪かみの女性たちを救い出しました。決けつ死しの覚かく悟ごでお姉ねえさんを取り戻そうとしていた少年を救いました。

　私だって危ないところを何度も助けられています。

「あなたは無む力りよくじゃありません。あなたの剣には人を救う力があるんです」

　アホタレはまた首を横に振りました。

「オレが戦って助けられる人だって、いるかもしれない。けど、みんなを助けられるわけじゃない。ウェルチみたいに目の届かないところで死なれたらどうしようもないし、目の前のヤツだって絶対に助けられるわけじゃない。世界なんて、オレには重すぎるよ」

「あ……」

　私は理解しました。

　魔ま王おうを倒し世界を救う旅を共にしながら、私とアホタレとでは『世界』の概がい念ねんが異なっていたのです。

　私の考えていた世界とは、人間が築き上げた社会であり、ひいては人間という種そのものということになります。

　そもそも世界とはなにか……なんてこと自体、深く考えたことはありませんでしたが、「世界とはなにか？」と問われれば、私はきっとそんなふうに答えるでしょう。

　でも、アホタレは違うのです。

　彼にとっての世界とは、この世界に生きる人たち全員なのです。

　重いはずです。

　世界中じゆうすべての人の命なんて、背負えるはずがありません。

　アホタレがどんなに強くたって、がんばったって、すべての人を守ることなんて絶対に不ふ可能です。

　そんなことができるとすれば、それはもう神様だけで……。

　そして、アホタレは神様じゃありません。

　英えい雄ゆうの血を継いでいても、竜りゆうの因いん子しを持っていても、彼は人間なのです。十七歳さいの青年なのです。

　アホタレが戦いたがらない理由を、私は血が苦にが手てだからなのだと思っていました。

　もちろん、それが理由であることは間違いありません。けれど、それだけじゃなかったのです。

　大だい好すきなおばあさんを傷つけてしまった自分には、大切な幼おさな馴な染じみを守れなかった自分には、世界中の人々の命なんて到とう底てい、背負えない。だから、背負いたくない。

　そう、考えていたのです。

　私は今の今までわかっていなかったのです。

　アホタレの苦く悩のうを。

「レックス様……」

　私はアホタレの目の前に膝ひざをついて座りました。

「私はあなたに戦わなくていいとは言えません」

　アホタレが少しだけ顔を上げました。前まえ髪がみの隙すき間まから青い目が片方だけ見えました。

「あなたには力があります。私はその力を世界のために使ってほしいと思っていますし、あなたにはその義ぎ務むがあるとも思っています。でも、あなたにとってそれが大変な重おも荷にになっているということも、理解しました。だから──」

　私は両腕を伸ばして、アホタレの頭を胸に抱き寄せました。

　自分でも、なんでそんなことをしたのかよくわかりません。

　ただ、アホタレの苦悩を今までちゃんと理解できていなかった自分が情なさけなくて、アホタレに申もうし訳わけなくて……でも、ごめんなさいと言葉で謝るだけじゃ、足りない気がして……。

　気づいたら、身体からだが勝かつ手てに動いていたのです。

「だから、私はもう、あなたに世界のために戦えとは言いません。国のために戦えとも言いません」

　いきなり抱き寄せられて強こわ張ばっていたアホタレの身体からだから、少しずつ力が抜けていっているのがわかりました。

　私みたいな可愛かわいげのない女の胸に人を安心させる力があるとは思えませんが、胸に感じるアホタレの重みと温ぬくもりからは、彼が安らいでいるのが伝わってきました。

「レックス様、あなたは──」

　戦わなくていい、とは言えない。世界のために戦え、とももう言えない。

　ならば、私は彼になんと言えばいいのか。

　以前の──アホタレをただのアホのヘタレだと思っていた頃の私なら、ただ「戦え」としか言えなかったでしょう。

　でも、今の私は知っています。

　世界の重さを知る彼は、決して愚おろか者ものではありません。守りたい人のために命を賭として戦った彼は、決して臆おく病びよう者ものではありません。

　本当の彼を知ったから、だから、私は見つけることができたのです。

　言うべき言葉を。

　見つけたという表現は正確ではないかもしれません。

　なぜなら、その言葉は、頭で考えたのではなく自然と胸に──心に浮かび上がってきた言葉だったからです。

　私はその言葉をアホタレに伝えました。

「それで……いいのか？」

「はい」

「それだって、オレは失敗するかもしれないぞ？」

「あなたは失敗しません。そのために私がいるんですから」

「そっか」

「ええ」

「そっか……」

　アホタレが笑ったのがわかりました。

　私の言葉は、ちゃんと彼の心に届いたようです。

「それにしても──」

「はい？」

「アンジュって、胸、ないのな」

「なっ──！」

　なんてことを言いますかこの男は！

　人が真剣に話をしているというのに！




　ごごっ……。




　地面が低く唸うなって震えたのは、私が怒りの声をあげようとしたそのときでした。

　まさか私の怒りに大だい地ちが呼こ応おうした？　……なんてことがあるはずもなく。

　アホタレの頭を抱きしめたまま視線を巡らせた私は、西の空が赤く染まっているのに気づいて息を吞みました。

「なんだ、ありゃ？」

　私の腕の中で首を動かしたアホタレが、私が見ているのと同じ方向を見て疑問を口にしました。

「火事かなんかか？」




　ごごっ……。




　また、地面が震えました。

　今度は地じ鳴なりだけじゃなく、ドーンという重く鈍にぶく、そして不ふ吉きつな音まで聞こえてきました。

　近くはありませんが、そう遠くでもありません。

「爆ばく発はつ音おん……？」

　背せ筋すじを悪お寒かんが駆かけ抜けました。

　たしか、空が赤くなっている方角には、小さな村があったはずです。

「まさか、村が……」

「どうした、アンジュ？」

「村が、燃えている……？」

「ありゃあ、ユルグ村のあたりやな」

「……！」

　不ふ意いに背後から聞こえた男の声に、私は飛び上がるほどに驚かされました。

「じぇ、ジェイド!?」

　振り向き、思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった私に、フェブロニアの『蛇だ蝎かつ』はニッと白い歯を見せました。

「はーい、ジェイドちゃんでっせ～」

「あ、あ、あなたは一体どこから湧わいて出てきたのです!?」

「人を害がい虫ちゆうみたいに言わんといてや」

「質問に答えなさい！」

　ジェイドはポリポリと頭を搔かくと、その手の人ひと差さし指ゆびで一本の木を指し示しました。

「あの木の陰におったんや。ちなみにいつからかというと、そばかすちゃんとにいちゃんが裸はだかになるならない言い合ってたあたりやな」

　それって、ほとんど最初っからってことじゃないですか!?

「つまり、あなたはずっと立ち聞きをしていたと……？」

「おう、バッチリ聞いとったし、見取ったで。そばかすちゃんとにいちゃんのラブシーン」

「らっ!?」

「ええ感じやったな～。若いって素晴らしいな～」

「ごっ、ごっ、誤ご解かいです！　誤解ですよ!?　あなたは大きな誤解をしています！　私とレックス様はそんな関係じゃありません！　決して！　まったく！　断じて！　違いますから！」

「その割には、今もしっかりにいちゃんのこと抱きしめとるやん？」

「……！　レックス様！　いつまでくっついている気ですか！」

「いでっ！」

　私におもいっきり突き飛ばされたアホタレは、

「離してくれなかったのは、アンジュのほうだろっ」

　ぶつけた後頭部をさすりながら涙なみだ目めで抗こう議ぎしてきました。

「う……」

　彼の言うとおりではありましたが、不ふ可か抗こう力りよくです。

　悪いのは私じゃありません。ジェイドです。

「そもそも、なんであなたがここにいるんですかっ!?」

「にいちゃんに話があったんや。せやけど、それどころじゃなさそうやな」

　ジェイドは肩を竦すくめると、西の空へと面を向けました。

「ユルグ村になんかあったな……」

「レックス様！　アンジュ様！」

「アンジュ！　レックス！」

　ジェイドが神しん妙みような顔で呟つぶやいた直後、トモエさんとノェルがそれぞれ声を響ひびかせつつ駆かけ寄ってきました。

「なにがあったの？」

「ユルグ村が燃えとる……っちゅーか、燃やされとる」

　ノェルの問いに答えたのは、ジェイドでした。

「それって……」

「マモノか、野や盗とうの類たぐいか、あるいは……」

　ノェルを前にして、私はそれ以上、言えませんでした。

　考えたくない可能性。しかし、考えざるをえない可能性。

　私が言わずとも、ノェルは同じ可能性に思い至っているようでした。

　怯おびえたような表情が、それを物語っています。

「とりあえず、行くか」

　アホタレが言いました。

「せやな。村むら人びとを助けんと」

　ジェイドが同どう意いします。

「そ、そうですね。行きましょう」

　ここは既すでにフェブロニア領りよう内ないですが、フェブロニア国民だからといって見み殺ごろしにしようなどとは思いません。助けに行くことに異い論ろんはありませんでした。

「待ってください」

　杖つえを握りしめて立ち上がった私の隣となりで、トモエさんが制せい止しの声をあげました。

「どうしました？」

「ドラゴンが……」

「ありゃあ、リズやな」

　西の空に向かって不安げに呟つぶやいたトモエさんに続いて、ジェイドが言いました。

「こっちに向かってきとる」

　目を凝こらしてみると、私にも見えました。ぼんやりとした輪りん郭かくだけですが、たしかにあれはドラゴンです。

　幾いくばくもなく、ドラゴンは私たちの頭上に到達しました。

　金きん色いろの翼つばさが巻き起こす風が木々を揺らし、私たちの髪かみとマントをなびかせます。

　そして、神こう々ごうしささえ漂わせる金色の光こう翼よく竜りゆうの背には、抜き身の巨大剣クレイモアを手にした漆しつ黒こくの女おんな剣けん士しの姿すがたがありました。

「お姉ねえちゃん……」

　見開いた目を眼がん下かのノェルに向け、漆黒の女剣士──アイネイアは言いました。

「村を一つ焼いてやったぞ。……村人ごとな」

　がっくりと膝ひざから崩くずれた妹を殊こと更さらに打ちのめすように、アイネイアは絶ぜつ望ぼうの言葉を吐きかけます。

「おまえのおかげだよ、ノェル。おまえとジグのおかげで、私は心を捨てることができた。獣けものになることができた」

　アイネイアは笑っていました。

　目を剝むき、歯まで剝き出しにしたその顔は、明らかな狂きよう気きに取り憑つかれていました。

　怖おそれていた事じ態たいが、最さい悪あくの事態が、現実のものとなってしまったのです。

　ノェルが愛した心こころ優やさしいアイネイアは、もう、死んでしまったのです。

「皆みな殺ごろしだ！　この世界の人間を皆殺しにするまで、私は止まらない！」

　アイネイアの哄こう笑しようが冷たい夜や気きに響ひびき渡ります。

「アンジュ……」

　ノェルの手が、私のマントをつかみました。

「ボク……戦うよ……」

「ノェル……」

「あの人はもう、お姉ねえちゃんじゃない……だから、ボク……戦うよ」

　ノェルは言っていました。アイネイアがアイネイアでなくなってしまったら、そのときは自分の手で彼女を倒すと。

　自らのその言葉を、ノェルは実行しようとしているのです。

「ボクが、お姉ちゃんを……」

「やめとけって」

　立ち上がろうとしたノェルの頭にアホタレがポンと手を載のせました。

「人ひと殺ごろしになったって、ノェルの姉ちゃんはノェルの姉ちゃんだろ？　あの人、なんて他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方するなよ」

「レックス……」

「姉妹で殺し合いなんてするもんじゃない。ノェルは戦うな」

「でも……っ！」

　ノェルは涙なみだ交まじりの声で叫びました。

「このままじゃ、お姉ちゃんが、また……っ！」

「心配するな」

　ノェルの頭から手を離したアホタレが、その手を今度は腰の剣の柄つかに掛け──抜ばつ剣けんしました。

「ノェルの姉ちゃんに、これ以上、人殺しはさせない」

　漆しつ黒こくの刃やいばが、月明かりを浴びて淡く輝きます。

「あいつは……アイネイアは、オレが止める」

「ふっ……くくっ……」

　アイネイアが右目を見開いたまま、左目だけを細めて笑いました。

「貴き様さまとの決けつ着ちやくもつけなければならなかったな、竜騎士ドラグーンの血を継ぐ者よ。いいだろう。裏うら切ぎり者の妹を切り刻む前に、貴様から血ち祭まつりにあげてやろう」

　舌なめずりをしたアイネイアの全身から禍まが々まがしい殺さつ気きが噴ふき出して、夜や気きを軋きしませました。

「うっひ～。とんでもない殺気やな。サブイボ出てきたわ」

　ジェイドが肩を抱いて震え上がったのも無む理りありません。

　私だって、アイネイアが殺気を放った瞬しゆん間かんには、悲ひ鳴めいをあげて逃げ出したくなったほどですから。

　今だって、逃げ出したい衝しよう動どうを必ひつ死しに嚙かみ殺している状態です。

　でも、アホタレは。

　アイネイアの殺気を直接ぶつけられているはずのアホタレの横よこ顔がおには、怯おびえの色は微み塵じんもありませんでした。

　凪なぎです。

　アイネイアを見上げるアホタレの横よこ顔がおは、凪の海のように静かでした。

　恐きよう怖ふもなければ、怒りも殺さつ意いもない──。

　それでも、私はアホタレの凪の横顔に──空色の目に、揺るぎない闘とう志しを見ました。

「にいちゃん、漲みなぎっとるなあ」

　そう言ったジェイドが、なぜか私のほうを見て笑えみを浮かべました。

「……な、なんですか？」

「やるなあ、そばかすちゃん。そばかすちゃんの一言で、にいちゃん、あないなやる気になっとるんやろ？」

「それは……」

「なあ、なんて言ったんや？」

「全部聞きいていたのではなかったのですか？」

「一番肝かん心じんっぽいところだけ、よう聞こえへんかってん」

「そうですか」

　それは、なにより。

「そうですか、やのうて。なんて言ったんや？　教えてーな」

「嫌いやです」

「即そく答とうで拒きよ否ひかいな！」

「あなたに教える義ぎ務むも義ぎ理りもありませんから」

「かーっ。いけずやな～」

　大おお袈げ裟さに天を仰いだジェイドを後しり目めに、私はアホタレの隣となりに立って杖つえを構えました。

（私はもう、世界のために戦えとは言いません。国のために戦えとも言いません）

　アホタレの隣で、私はさっきの自分の言葉を思い返しました。

（レックス様、あなたはあなたの目に映る、あなたが守りたい人のために戦ってください）

　それが、アホタレの苦く悩のうに対する私なりの答えでした。

　国や世界という大きなものを守るためには、個人一人ひとり一人にまで目を向けてはいられません。それは決して悪いことではなく、王や将しよう軍ぐんといった人の上に立つ人間には、大のためならば小を切り捨てられる覚かく悟ごが求められます。

　アホタレには、それはできません。

　けれど、アホタレには目の前で苦しんでいる人に手を差し伸べられる優しさがあります。守りたい人のために命を懸かけて戦える勇気があります。

　世界を背負えなくても、自分じゃない誰だれかのために戦えるのなら、それはきっと立りつ派ぱな勇ゆう者しやです。

　そして、今、アホタレは戦おうとしています。

　目に映る、守りたい人のために。

　ノェルとアイネイアのために。

　アホタレがノェルとアイネイアのために戦うのなら、私はアホタレのために戦います。

　彼が失敗しないように。

　彼が守りたいと思った人たちを、ちゃんと守れるように。

「私も戦います」

　構えた杖つえを握りしめて、私はアホタレの横よこ顔がおに声をかけました。

　アホタレは空色の目を天上のアイネイアに向けたまま、口くち許もとに小さな笑えみを浮かべて言いました。

「ん。頼りにしてる」

　それは、私にとって一番嬉うれしい言葉でした。

　ナブラスカ山でのロンブローゾとの戦いでも、ソレイユの丘でのソウルイーターとの戦いでも、私は結局、最後は役に立てませんでした。

　そんな私に、それでもアホタレは期待してくれているのです。

　私を、信じてくれているのです。

　裏うら切ぎるわけにはいきません。

「トモエ」

　アホタレがやはりアイネイアに視線を据すえたまま、トモエさんに声をかけました。

「トモエは、ノェルを頼む」

「心こころ得えました」

　応こたえたトモエさんの手には、いつの間にかナギナタが握られていました。

「ジェイド」

　次に、アホタレはジェイドにも声をかけました。

「はいな」

「ジェイドは、好きに動いてくれ」

「りょーかいや」

　アホタレの背中に向けて、ジェイドは濁にごった左目をつむって親おや指ゆびを立てました。

「レックス……」

　トモエさんに寄り添われたノェルが、頰ほおを涙に濡ぬらして訴えました。

「お願い……お姉ねえちゃんを、助けて……」

　アホタレは顔だけを振り向かせると、暗黒剣デスブリンガーを軽く掲かかげて微笑ほほえみました。そして、言いました。

「任せろ」

　涙に濡ぬれた目を驚いたように見開いたノェルは、泣き顔を笑顔に変えて、「うんっ」と頷うなずきました。

　きっとノェルは、微笑ほほえむアホタレの空色の瞳ひとみに、命の恩おん人じんである竜騎士ドラグーンレイジャックを重ねたのでしょう。

　アイネイアが殺さつ戮りく者しやになってしまったら、自分の手で倒すと言っていたノェル。そんなノェルにアホタレは「戦うな」と言いました。

　ノェルの決意をある意味で折る形になってしまいましたが、でも、これでよかったのでしょう。姉妹で殺し合うのは、やはり、哀かなしすぎます。

　それに、幻げん術じゆつ以外はからっきしだというノェルに、アイネイアを倒せるとは思えません。百ひやく戦せん錬れん磨まのアルゼン隊たい長ちようすら戦せん慄りつさせたノェルの幻術ですが、アイネイアには通じないでしょう。アイネイアがノェルが幻術使つかいであることを知らないわけがありません。幻術は所しよ詮せん、幻まぼろし。幻術使いであることが相手に知られてしまっていては、まったく無む意味……とまではいかずとも、効果は半はん減げん、あるいはそれ以下でしょう。

　ノェルを任されたトモエさんも、まだ本ほん調ちよう子しではありません。アホタレもそれがわかっているから、前ぜん衛えいから下げる意味も込めて、ノェルの守もり役をトモエさんに任せたのでしょう。

　ジェイドは──彼に関しては、よくわかりません。

　これまでのところは私たちの味み方かたとして戦ってくれていますし、ジグが助かったのも彼のおかげです。かといって全面的に信頼などできるはずもなく。

　しかし、アイネイアと戦いながら彼の動どう向こうにまで注意を払う余よ裕ゆうはありません。不ふ本ほん意いではありますが、今は信じるしかありません。

「勝てると思うな。もはや私に迷いはない」

　左右非ひ対たい称しようの笑えみを浮かべたアイネイアが、大たい気きを軋きしませるほどの殺さつ気きを、さらに劫ごう火かの如ごとく逆さか巻まかせて言いました。

「勝つさ。勝たなきゃ、あんたを助けられないからな」

「私は私の選択によって既すでに救われているのだ。貴き様さまに救ってもらわねばならぬことなど、なに一つない！」

　怒ど号ごうを轟とどろかせてリズの背中を蹴けったアイネイアが、地上に降り立ちました。

　長い漆しつ黒こくの髪かみと同色のマントが、彼女自じ身しんの殺気が狂わせた大気によって、激はげしく躍おどっています。

　魔ま界かい最さい強きようの剣けん士しと謳うたわれながらも、殺人を嫌きらってかつての人じん魔ま戦争に於おいては遂ついに戦うことのなかった『黒くろ獅じ子し』が、今まさに爪つめと牙きばを剝むき出しにして私たちを喰らおうとしています。

　ナブラスカ山で戦った古いにしえの巨きよ人じんさえ凌りよう駕がするほどの、圧あつ倒とう的な力と死の気け配はい。

　隣となりにアホタレがいなければ、心の中にウェルチがいなければ、私は腰を抜かして逃げ出すことすらできなかったでしょう。

　アイネイアが巨大剣クレイモアをゆっくりと振りかぶります。

「勝つぞ、アンジュ」

「はいっ」

　アホタレが鋭い呼こ気きとともに地面を蹴けりました。

　地ち表ひようを切り裂さいてアイネイアに肉にく薄はくしたアホタレの暗黒剣デスブリンガーの一いつ閃せんと、最さい上じよう段だんから振り下ろされたアイネイアの巨大剣が真まっ向こうから衝しよう突とつして、爆ばく発はつ音おんにも似にた音が響ひびき渡ります。




　死し闘とうが、はじまりました。
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　剣対たい剣。

　非常にわかりやすい構こう図ずでありながら、アホタレとアイネイアの戦いはもはや超ちよう常じようの域いきに達していました。

　ふたりが走るだけで大だい地ちは切り裂さかれ、斬ざん撃げきがぶつかり合う度たびに互いの剣に込められた力が爆ばく発はつを引き起こして大たい気きを絶ぜつ叫きようさせています。

　アホタレの力がかつてなく高まっているのが、はっきりとわかりました。

　ジグを一いち撃げきで昏こん倒とうさせたときにも感じましたが、ナブラスカ山でロンブローゾや巨きよ人じんユトムンダスと戦ったときよりも、ソレイユの丘でソウルイーターと戦ったときよりも、アホタレは強くなっています。

　先に挙げた激げき戦せんの経験が彼の力を高めたのか、ノェルとアイネイアを助けたいという強い思いがかつてない力を彼に与えているのか。あるいは、まったく別の正せい解かいがあるのかわかりませんが、とにかく、今のアホタレの力は、私が知っている彼の力を大きく超えていました。

　にもかかわらず、アホタレはアイネイアを圧あつ倒とうできずにいました。それどころか、逆に圧倒されかかっています。

　力でも疾はやさでも、アイネイアは明確にアホタレを上回っていました。

　アホタレが先せん手てを取っていたうちはまだ互ご角かくにも見えましたが、アイネイアが反はん撃げきに転じてからは、アホタレは防ぼう戦せん一方です。

　背後を取ろうとしては逆に回り込まれ、距離を取ろうとしてもあっけなく追いつかれてしまう……。

　そして、繰くり出されるアイネイアの巨大剣クレイモアは、一いち撃げきごとに確実にアホタレの命を削けずっていました。

　直ちよく撃げきを避さけても衝しよう撃げき波はに皮ひ膚ふと肉を裂かれ、剣で受け止めても威い力りよくを殺しきれずに身体からだごと吹っ飛ばされてしまうのですから、尋じん常じようじゃありません。

　もちろん、私もただ見ていただけではありません。

　魔ま法ほうを使って、アホタレの援えん護ごを続けていました。

　今の私の魔ま力りよくでは、攻こう撃げき魔法を直撃させたところで、アイネイアに傷を与えることはできません。それでも一いつ瞬しゆんの目め眩くらましぐらいにはなります。

「〝雷電ナルカミ〟！」

　アホタレが攻撃できる隙すきを作るべく、私はアイネイアの目の前に雷かみなりを落としました。

「ちっ！」

　閃せん光こうに目を焼かれたアイネイアが、一いつ瞬しゆん、動きを止めます。

　アホタレはその一瞬に跳ちよう躍やくして、渾こん身しんの縦たて斬ぎりをアイネイアの脳のう天てんめがけて振り下ろしました。

　大地を割り砕くだくほどの破は壊かい力りよくが込められていたはずのその一撃は、しかし、アイネイアが右手一いつ本ぽんで振り上げた巨大剣クレイモアに、易やす々やすと受け止められてしまいました。

「ぬるいっ！」

　アイネイアが突き上げた左の拳こぶしがアホタレの腹に深々と食い込んで、アホタレに目を剝むかせます。

　アイネイアはそのままの姿し勢せいで跳ちよう躍やくすると、空の高みから、アホタレを地上めがけて放り投げました。

　受け身も取れずに背中から地面に叩たたきつけられたアホタレは、口から赤い飛沫しぶきをほとばしらせて全身を弛し緩かんさせました。

　既すでに呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っていた私は、アホタレの名前を叫びたい衝しよう動どうをこらえて、詠唱を続けました。

　アイネイアは降りてきません。

　いつの間にか、彼女の足の下には蒼あおい眼めをした金きん色いろのドラゴン──リズの姿すがたがありました。

「どうした、レックス＝イル＝ハイドフェルト。それが貴き様さまの限界か？　あの忌いま々いましい竜騎士ドラグーンの力はこんなものではなかったぞ」

　言いながらアイネイアが振り上げた巨大剣の周りの空間に、一いつ瞬しゆん、青白い文も字じ列れつが浮かび上がりました。

　あれは──。

　まさか……魔ま法ほう!?

　アイネイアにとっては妹に当たる死し霊りよう使つかいのロンブローゾも、未み知ちの文字列を虚こ空くうに浮かび上がらせる形で魔法を使っていました。

　アイネイアが巨大剣を指し揮き棒ぼうの如ごとく躍おどらせます。

　分ぶ厚あつく長い片かた刃ばの刀とう身しんが夜や気きを薙なぐ度たびに、金色の光こう点てんが刀身の周りに生まれ、夜の色を薄めていきます。

「獅し子し流りゆう星せい剣けん」

　静かに声を響ひびかせたアイネイアが、リズの背中を蹴けって跳び、空中で巨大剣を振り下ろしました。

　刀身の周りで輝いていた無数の光点が、地上に向かって疾しつ走そうを開始します。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　私はアイネイアの視し界かいを塞ふさぐ目的で撃うつつもりだった〝煉獄〟の標ひよう的てきを、急きゆう遽きよアホタレに変えました。

　もちろん、直ちよく撃げきはさせません。

　掲かかげた杖つえの先から撃うち出された火か球きゆうは、アホタレの手て前まえで炸さく裂れつして爆ばく風ふうで彼を吹っ飛ばしました。

　刹せつ那な、流星の如ごとく夜気に軌き跡せきを描いて降り注そそいだ無む数すうの光点が、地上に着ちやく弾だんして爆ばく発はつしました。

　轟ごう音おんが大たい気きを、衝しよう撃げきが大だい地ちを、それぞれ激はげしく震わせます。

「レックス様！」

　轟音の余よ韻いんが残る中、私は叫びました。

　もうもうと立ち込める土つち煙けむりのおかげで、アホタレの姿すがたを見て取ることはできません。

　援えん護ごは間に合ったはずですが……返事がありません。

「レックス様っ！」

　アホタレの無ぶ事じを確かく認にんしようと駆かけ出した私は、土煙の中に足を踏み入れて、愕がく然ぜんとなりました。

　私に、驚きと、それ以上に恐きよう怖ふを与えて立ち止まらせたのは、地面に穿うがたれた巨きよ大だいな破は壊かい痕こんでした。

　広く、そして深く抉えぐれた地面。焼け焦こげた土の臭におい。

　私が使える魔ま法ほうの中で一番破壊力りよくのある〝屠竜アメノハバキリ〟でも、これほどの破壊痕は生み出せるかどうか……。

　つまり、アイネイアが呪じゆ文もんも唱となえずに軽かる々がると放ったあの魔法には、私の〝屠竜〟と同どう等とう以上の破壊力があったということです。

　剣けん士しのイメージが強すぎて失しつ念ねんしていました。魔ま人じんは寿じゆ命みようや身しん体たい能力だけでなく、魔法の才能においても私たち人間を遥かに上回っているのです。

　剣士であるアイネイアが強力な魔法を使えたとしても、不ふ思し議ぎではありません。

　私は歯は嚙がみしつつ視線を上げ、アホタレの姿を探しました。

　アホタレは──いました。

　私の目の前に広がる破壊痕の向こうに、倒れています。

　私は破壊痕の縁ふちを走って、アホタレの傍かたわらにたどり着きました。

「レックス様！」

「アンジュ……か……」

　私の呼びかけに、アホタレは苦しげに上体を起こしました。

「だい──」

　大だい丈じよう夫ぶですか？　という言葉を、私は途と中ちゆうで吞み込みました。

　問うまでもなく、アホタレは大丈夫ではありませんでした。

　顔も腕も、肌はだが露ろ出しゆつしている部分で傷ついていない箇か所しよが見当たりません。見えない部分も相当に傷ついているはずです。

「ちょっと荒っぽいやり方だったけど、助かったよ」

〝煉獄ホムラ〟で吹っ飛ばしたことを言っているのでしょう。

「い、いえ……」

「あいつ、強いなー……ってて……」

　痛みに顔を歪ゆがめつつ立ち上がったアホタレに、私はなんの言葉もかけられません。

　既すでに十分がんばっている彼にこれ以上がんばれとは言えず、かといって無む理りをするなとも言えません。

「オレ一人だったら、とっくにやられてるよ」

「レックス様……」

　アホタレは笑っていました。

　こっぴどく傷つき、状況は圧あつ倒とう的に不利であるにもかかわらず、アホタレの顔には気き負おいのない笑えみが浮かんでいました。

　私を心配させないための空から元気……といった感じではありません。

　純じゆん粋すいに、彼はまだ絶ぜつ望ぼうしていないのです。力の差を思い知らされながら、それでもまだ、彼の胸には希望の灯ひが輝いているのです。

「レックス様！　アンジュ様！」

　聞き慣れた声に名前を呼ばれて、私とアホタレは揃そろって振り向きました。

　まだ拡かく散さんしきっていない土つち煙けむりの向こうに、トモエさんの心配そうな顔が見えました。その隣となりにいるノェルも同じ表情をしています。

　ジェイドの姿すがたはありません。

　トモエさんとノェルの傍そばにいないというより、この戦いの場に、そもそもいないのです。

　アホタレに好きに動いていいと言われていたあの男は、あろうことか、戦いがはじまってすぐに逃げ出してしまったのです。

（ひとまずにいちゃんとそばかすちゃんに任したで～）

　と晴れやかな笑顔で言い残して。

　あれは、あの笑顔は絶対に戻ってきません。

　信頼していたわけではありませんが、いざ裏うら切ぎられてしまうと、やはり腹が立ちます。

　トモエさんとノェルを安心させようと、アホタレが片かた腕うでを上げて無ぶ事じであることをアピールしました。

　トモエさんの顔には安あん堵どが浮かびましたが、ノェルは身を乗り出して叫んできました。

「レックス！　やっぱりボクも……ボクにも戦わせて！」

「ダーメ」

　ノェルの必ひつ死しの訴えを、アホタレは軽い口く調ちようで却きやつ下かしました。

「でも……っ！」

「ノェルは戦っちゃダメだ。元々、そういう約束だったろ？」

　アホタレの言葉に、ノェルは「あ」という顔をしました。たぶん、私も同じ顔をしていたはずです。

　たしかに、私たちとノェルは約束していました。ノェルがアイネイアを説せつ得とくするのを私たちが手伝う代わりに、アイネイアと戦せん闘とうになった場合、ノェルは決して手出しをしないと。……すっかり忘れてしまっていましたが。

「でも、ボク、このまま見てるだけなんて……」

「心配しなくても」

　アホタレがぐっと親おや指ゆびを立てて言いました。

「ノェルには一いち番ばん大事な仕事をしてもらうさ。最後に、な」

　一いつ瞬しゆん、疑問の表情を見せたノェルは、でも、すぐにアホタレの言葉の意味を理解したようで、大きな目に強い意志を漲みなぎらせて頷うなずきました。

　アホタレの言うノェルの仕事がなんなのか、私にはわかりませんでした。が、それを訊たずねることはできませんでした。

　私たちとトモエさんたちの間に、重々しい金属音をたてて、アイネイアが降り立ったのです。

「話は終わったか？」

「待っててくれたのか？　やっぱり、優しいな」

　アホタレの返しに、アイネイアは血に飢うえた獣けもののように犬けん歯しを剝むきました。

「勘かん違ちがいするな。貴き様さまらは、ひと思いには殺さん。痛めつけて痛めつけて……苦く痛つうと絶ぜつ望ぼうの海の底に沈めてやる」

　アイネイアが喋しやべりながらゆっくりと持ち上げた左手の周りに、青白い文も字じ列れつが浮かび上がりました。

「魔ま法ほう……！」

「獅し子し黒こく焰えん陣じん」

　アイネイアが持ち上げた左手を突き出すのと、アホタレが私を抱えて跳ちよう躍やくしたのは、まったく同時でした。

　直後、獣の咆ほう吼こうにも似にた音が響ひびいて、ほんの今まで私とアホタレのいた場所に、黒い火ひ柱ばしらが噴ふき上がりました。

　あと一いつ瞬しゆん──いえ、半はん瞬しゆんでもアホタレが動くのが遅かったら、私は骨のかけらも残らず焼き尽くされていたでしょう。

　魔法の体たい系けいが違っても、私にはあの黒い炎ほのおに込められた魔ま力りよくの大きさがわかります。あの黒い炎の火か力りよくは、私の〝煉獄ホムラ〟を遥かに超えています。

　そして、逆さか巻まく黒い炎の傍かたわらに立つアイネイアは、上空の私たちに左手を向けていました。その手がぼんやりと輝いて見えるのは、例の文字列が浮かび上がっているからでしょう。

　アホタレの全身に緊きん張ちようが走ったのがわかりました。

　空中では逃げ場がありません。魔法を使う間もありません。

　死ぬ──！

　乾いた炸さく裂れつ音おんが響ひびき渡ったのは、死を覚かく悟ごして目を閉じようとしたそのときでした。

　閉じかけた目を見開いて、私は見ました。

　よろめくアイネイアの姿すがたを。

　先と同じ炸裂音がさらに二度、立て続けに起こって、よろめいていたアイネイアが大きく上体を仰のけ反ぞらせました。

　──銃じゆう声せい……!?

　まさか、と思い視線を走らせた私は、もうこの場に戻ってくることは決してないだろうと思っていた人物の姿を見つけました。

「ジェイド……！」

　逃げ出したはずのフェブロニアの『蛇だ蝎かつ』が、黒い銃を構えてトモエさんとノェルの前に立っていました。

　なにが起きたのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんでした。舞い戻ってきたジェイドが、銃でアイネイアを撃うって私とアホタレの窮きゆう地ちを救ったのです。

　おかげで無事に着ちやく地ちできた私とアホタレに、ジェイドは銃を肩に担かついで歯を見せました。

　ジェイドが担いでいる銃は──私は銃には詳しくありませんが、たしかライフルと呼ばれる型の物です。

　ジェイドが銃を手にしている姿を目にするのは、これが初めてじゃありません。最さい下級とはいえドラゴン族に属しているファイアー・ドレイクをたったの三発で撃ち殺した光こう景けいは、衝しよう撃げき的でした。

　無む論ろん、普通の銃にできる業わざではありません。銃は恐ろしい兵へい器きですが、大型のマモノを簡単に殺せるほどの殺さつ傷しよう力りよくはありません。

　ジェイドがファイアー・ドレイクをあっさりと射しや殺さつできたのは、彼の銃がキューブが形けい状じよう変化した代しろ物ものだからです。

「ジェイドちゃん、最高にカッコイイタイミングで参さん上じようやで～」

「あなたは！」

　助けられたのは事実ですが、私の口から出たのは感謝の言葉ではなく糾きゆう弾だんの言葉でした。

「一体どこをほっつき歩いていたんですか!?」

「怒らんといてや。武ぶ器きがないと戦われへんやろ？」

「あ……」

　ジェイドが苦く笑しよう交まじりに肩に担いだ銃を軽く持ち上げたのを見て、私は彼がこの場を一度離はなれた理由を理解しました。

　キューブを取りに行っていたのです。

　彼の武器であるキューブは、包ほう帯たいに変化してジグの治ち療りように使われていましたから。

「す、すみません……」

「かまへんかまへん。それより──」

　パタパタと手を振ったジェイドは、笑えみを消し、目つきを刃は物もののように鋭くして視線の対たい象しようを変えました。

「むちゃくちゃ頑がん丈じようなねえちゃんやなぁ」

　感心を通り越して呆あきれた口く調ちようで言った彼の視線の先には、漆しつ黒こくの女おんな剣けん士しの姿すがたがありました。

　額ひたいと右のこめかみから少量の血を流してはいるものの、アイネイアの顔には獰どう猛もうな笑みが浮かんでいます。

「なるほど……それが、銃じゆうか。なかなか面白い武ぶ器きだが、弱いな」

「あんたが強すぎるだけやっ！」

　ジェイドの抗こう議ぎはもっともです。

　ドラゴンさえ殺せる武器を弱いと言われてしまっては、我われ々われ人間は立たつ瀬せがありません。

「猿さる芝しば居いはやめろ」

　アイネイアが青白い文も字じ列れつに囲われた左手をおもむろに持ち上げました。

「獅し子し黒こく焰えん陣じん」

　黒い火ひ柱ばしらが再び噴ふき上がりました。もちろん、私たちがいた場所にです。

　またしても、私はアホタレに抱えられて焼しよう死しを免まぬがれていました。

　トモエさんとノェルも、さすがの反射神しん経けいで回かい避ひに成功しています。

　ただし、ジェイドは──。

　ジェイドも、火柱からはしっかり逃れていたものの、逃れたその先にアイネイアが待ち受けていたのです。

「ちっ！」

　ジェイドは舌した打うちしつつ咄とつ嗟さに身体からだを撚ひねって銃じゆう声せいを響ひびかせました。

　が、ジェイドの必ひつ死しの抵てい抗こうは、アイネイアの動きをほんの一いつ瞬しゆん止めるのが精せい一いつ杯ぱいでした。

　ドラゴンの硬い鱗うろこと筋肉さえ貫つらぬく弾だん丸がんを至し近きん距離から額に受けても、アイネイアは軽く仰のけ反ぞっただけで、倒れもしなければ後ずさりさえしなかったのです。

　アイネイアが仰け反った一瞬に、ジェイドは踵きびすを返して逃げ出していました。

　唇くちびるにまで到達した額からの流りゆう血けつを舌なめずりで舐なめ取ったアイネイアが、刺し突とつの構えを取って地面を蹴けりました。

「ジェイド！」

　ノェルの悲ひ痛つうな叫びがアイネイアの黒い炎ほのおで灼しやく熱ねつした夜や気きにこだましました。

　彼女に悲ひ鳴めいをあげさせたのは、ジェイドがアイネイアの巨大剣クレイモアに刺し貫つらぬかれる凄せい惨さんな光こう景けいでした。

「が……は……っ」

　背中側がわから胸を深々と貫かれたジェイドの手から落ちた黒い銃が、本来の形である立りつ方ぽう体たいに戻ってコロコロと地面を転がります。

　アイネイアはジェイドを貫つらぬいた巨大剣クレイモアを軽々と掲かかげて彼を宙ちゆう吊づりにすると、一ひと息いきに刃やいばを引き抜いて、支えを失って落ちてきた彼の身体からだを蹴けり飛ばしました。

「ジェイドー！」

　ノェルの叫びが再び響ひびき渡る中、受け身も取れずに地面に激げき突とつしたジェイドは、そのまま地面を滑すべって、先さき程ほどのアイネイアの魔ま法ほう攻こう撃げきでできた破は壊かい痕こんの中へと落ちていってしまいました。

「ああ……」

　ジェイドが。

　フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、『蛇だ蝎かつ』のジェイドが。

　ついさっき、私たちを間かん一いつ髪ぱつのところで助けてくれたジェイドが。

　死んでしまいました。

　生死の確かく認にんをするまでもありません。あんな巨きよ大だいな刃に貫かれて生きていられる人間なんて、いるわけがないんです。

「ジェイド、待っててね！　今助けるから！」

　叫んで駆かけ出したノェルは、ジェイドが落ちていった破壊痕とは別の方向に走っていました。

　彼女がどこに向かおうとしているのかは、すぐにわかりました。キューブです。

　ノェルはジェイドが刺された拍ひよう子しに落としたキューブを拾って、ジェイドに届けようとしているのです。

　瀕ひん死しのジグを救った黒い包ほう帯たいの力なら、ジェイドを救えると信じて。

　しかし──。

「獅し子し黒こく焰えん陣じん」

　アイネイアがそれを許しませんでした。

　ちょうどキューブの落ちていた場所に噴ふき上がった黒い火ひ柱ばしらが、ノェルの希望を打ち砕くだきました。

「ああ……」

　絶ぜつ望ぼうの表情でがっくりと膝ひざから崩くずれたノェルには、トモエさんが寄り添っていました。トモエさんが抱きついて制してくれていなければ、ノェルは勢い余って目の前で燃え盛る黒い炎ほのおに飛び込んでいたでしょう。

　ジェイドを救えたかもしれない唯ゆい一いつの可能性も、失われてしまいました。

　いえ──。

　仮にノェルがジェイドにキューブを届けられたとしても、ジェイドは救えなかったでしょう。

　ジェイドは……あの傷は……即そく死しのはずですから。

「ジェイド……」

　仲間だったわけじゃありません。友だちだったわけじゃありません。

　それどころか、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』である彼は、私たちにとっては明確な敵でした。

　なのに、私の胸はやりきれない思いで張り裂さけそうになっていました。

　あのにやけ顔が脳のう裏りをちらついて仕方がありません。

「レックス様……」

　私は傍かたわらに立つアホタレの上うわ衣ぎを握りしめて、言いました。

「最後の手段を、使います」

　ジェイドが落ちていった破は壊かい痕こんを黙だまって見つめていたアホタレは、視線を私の目に向けて、頷うなずきました。

「わかった。時間稼かせぎをすればいいんだな？」

　意い外がいな反応に、私は少し驚きました。

　アホタレは、私の言う最後の手段がなんなのかを知りません。

　なのに、彼は詳しよう細さいを問いもせずに私の意い図とを理解してくれたのです。

「お願いします」

「アンジュ」

　アホタレは私の名前を呼ぶと、私の頰ほおをそっと掌てのひらで包み込んで言いました。

「死ぬなよ」

　私がなにをしようとしているのか知らないはずのアホタレは、しかし、わかっているようでした。

　私がこれからやろうとしていることが、死を賭とした危険なものであることを。

「……はい」

　深く頷いた私に微笑を見せて、アホタレは私から離れました。私の頰に触ふれていた手を剣の柄つかに添えて、アイネイアへと向かっていきます。

　ありがとうございます。

　遠ざかっていくアホタレの背中に向けて、私は心の中でお礼を言いました。

　私がこれからやろうとしていることが危険なものだと理解していながら、アホタレは私を止めずにいてくれました。

　私の決意と覚かく悟ごを酌くんでくれたのです。

　私を守るべき対たい象しようとして見るのではなく、戦せん力りよくとして期待してくれているのです。

　応こたえなければなりません。

　そして、勝たねばなりません。

　ノェルだけでなく、死んでしまったジェイドのためにも。

　私は二本編あんだ精神の糸の一本を〝世界の傷〟へと突き刺し、左手を拳こぶしの形にして胸の前へと運びました。

　そして、もう一本の精神の糸を、左手の薬くすり指ゆびに輝くフェニックス・リングへと絡からみつかせます。

　深みと透とう明めい感かんを兼ね備えた上じよう質しつの紅こう玉ぎよくのように美しい赤い石の中に、炎ほのおが見えました。

　炎と生命の幻げん獣じゆうであるフェニックスの力を宿したこの指ゆび輪わには、火の魔ま法ほうと癒いやしの魔法を高める力があります。

　準備の第一段だん階かいはできました。あとは、呪じゆ文もんを唱となえ、力ある言葉を解き放つだけです。

「おおおおおっ！」

　アホタレの雄お叫たけびと、そして、激はげしい剣けん戟げきの音が聞こえてきました。

　既すでに満まん身しん創そう痍いのはずのアホタレの動きは、それでもまったく鈍にぶっていませんでした。守りに回るつもりなど微み塵じんもないと言わんばかりの怒ど濤とうの攻めで、アイネイアと私との距離を、徐じよ々じよに広げていっています。

　かといって、アホタレが優ゆう勢せいなわけではありません。自身の身長よりも長ちよう大だいな剣を小こ刀がたなの如ごとく振り回すアイネイアの顔には、今も獣けものの笑えみが浮かび続けています。

　力の差はまったく変わっていないのです。気き迫はくで抑え込んでくれているだけなのです。長くは保もたないでしょう。急がなければなりません。

　浅く目を閉じ、深く深しん呼吸をして、私は呪文の詠えい唱しように入りました。

　この呪文を実じつ戦せんで唱えるのは、実のところ、初めてです。

　理り論ろんは完成していながら、私自じ身しんの力量不ぶ足そくが理由で使うことができなかった火か術じゆつ。しかし、火の魔法を強くするフェニックス・リングの力を借りれば、使えるはず。

「がああああああああああああああああああああっ！」

　アホタレのあげた雄叫びを、声せい量りよう、迫はく力りよく、ともに遥かに上回る咆ほう吼こうを轟とどろかせたアイネイアの一いつ閃せんが、アホタレを吹っ飛ばして廃砦の外がい壁へきに叩たたきつけました。

　長い間補ほ修しゆうもされずに脆もろくなっていた壁はあっけなく崩くずれて、支えを失ったアホタレは生命感かんなく前のめりに倒れました。

　アイネイアがゆっくりと私のほうを振り返ります。

「貴き様さまになにかをさせるために必ひつ死しに時間を稼かせいでいたようだが、限界のようだぞ？　残念だったな」

「いえ……」

　私は首を横に振って、アイネイアの笑みを睨にらみ据すえました。

「呪文は、既すでに完成しています」

　アイネイアが目を見開くのと同時に、私は力ある言葉を解き放ちました。

「〝完全燃焼アラミタマ〟！」

　精神の糸を辿たどって魔ま界かいより導かれた炎──すなわち、世界を創つくり滅ほろぼす第一の元げん素そが、激しく燃え上がります。

　私の中で。

「なんだ……貴き様さま、なにをした!?」

　アイネイアが戸と惑まどうのも無む理りありません。

　魔ま法ほうも使える彼女には、私が魔ま界かいから炎ほのおを導いたのがわかったはずです。

　にもかかわらず、私が導いた炎は彼女を襲おそうどころか、目に見える形で現れてさえいないのですから。

　しかし、魔界の炎は目には見えなくても確実に燃え盛っていました。

　私の命を燃ねん料りようにして。

「……っ……ぐ……っ」

　身体からだの内側で荒れ狂う炎は、容よう赦しやなく私を苛さいなみます。

　全身の皮ひ膚ふを、肉を、骨までをも焼かれているかのような壮そう絶ぜつな痛み。

　喉のどの奥からほとばしりそうになる悲ひ鳴めいを、私は歯を食いしばって懸けん命めいにこらえました。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜いたら、私の身体はたちまち燃え上がって灰になってしまうでしょう。

　けれど、集中力りよくと気き力りよくを絶やさなければ、耐えられます。

「ウェ……ルチ……っ」

　心を奮ふるい立たせるために、私は亡なき親友の名前を口にしました。

　左手の薬くすり指ゆびでは、ウェルチの形かた見みであるフェニックス・リングが、眩まばゆいほどに赤く輝いています。

（がんばれ）

　声が。

（がんばれ、アンジュ）

　ウェルチの声が聞こえた気がしました。

　幻げん聴ちようだろうとなんだろうとかまいません。

　ウェルチの声は、私の心に決して折れない強さを与えてくれました。

「な……」

　アイネイアが──アホタレさえ圧あつ倒とうした魔界の『黒くろ獅じ子し』が、怯ひるんだように一歩後あとずさりました。

　私の周りの大たい気きは、私の身体の内側から噴ふき出す熱で煮にえたぎり、土は焼けてひび割れています。

　それほどの熱を内に宿した私の苦しみがどれほどのものか、アイネイアには想そう像ぞうがついたのでしょう。

　だからこそ、彼女は怯んだのです。

　それほどの苦く痛つうに苛まれながら、笑っている私に。

「なにをしたと訊きいているのだ!?　答えろ！」

　声を荒げたアイネイアの後ろに、暗黒剣デスブリンガーを振りかぶって跳ぶアホタレの姿すがたが見えました。

　気づいて振り返ったアイネイアの巨大剣クレイモアとアホタレが全身を投げ出すように振り下ろした暗黒剣がぶつかって、アイネイアが体勢を崩くずしました。

　しかし、剣を振り切った体勢のアホタレも、すぐには次の斬ざん撃げきを繰り出せません。

　そこでアホタレが取った行動は、体当たりでした。

　アイネイアの胸に肩を当てて、力いっぱいに地面を蹴けります。

　よろめいていて踏ん張りの利かなかったアイネイアは、押されるままに吹っ飛ばされて──ふたりは、さっきジェイドが落ちていった破は壊かい痕こんへともつれ合って落ちていきました。

　好こう機きです。

　私は灼しやく熱ねつの苦く痛つうを嚙かみ殺しながら、精神の糸を編んで〝世界の傷〟へと突き刺しました。

　そして、呪じゆ文もんを唱となえます。

　詠えい唱しようのために歯を食いしばっていた口を開くと、それだけで意識が苦痛に吞み込まれそうになりましたが、目を見開いてこらえます。

　──レックス様！

　詠唱を終えた私は、心の声でアホタレに呼びかけました。

　──逃げてください！

　同時に、力ある言葉を高く放ちます。

　アホタレなら、逃げてくれると信じて。

「〝煉獄ホムラ〟・剛ごう！」

　天に向けて高く掲かかげた杖つえの遥か先──アホタレとアイネイアのいる破壊痕の直ま上うえに、球きゆう状じようの炎ほのおが生まれました。

　初め、子供の拳こぶしほどの大きさだったそれは、ぐるぐると縦じゆう横おうに回転しながら急速に膨ぼう張ちようし、熱ねつ量りようとともに光こう度どをも増していきます。

　やがて、私の魔ま力りよくの限界まで膨ふくらみきったそれは、直ま下したに広がる破壊痕よりも一回り大きく、真ま昼ひるの太陽さながらの強い輝きは、一いつ帯たいから夜の色を完全に奪うばい去っています。両目めをしっかり開けて直ちよく視しすることもできません。

　第一元げん素そ系けい火か炎えん魔ま法ほう──〝煉獄〟

　魔ま界かいより導いた炎をそのまま攻こう撃げき対たい象しようにぶつける、単純ながらもそれ故ゆえに高い殺さつ傷しよう力りよくを持つ魔法です。

　これを使えない魔法使つかいなどいないと言っていいほど魔法使いにとっては当たり前の魔法で、私も過去に数えきれないほど使ってきました。

　しかし、今、天てん上じように輝いている──小型の太陽とでも呼ぶべき巨きよ大だいな火か球きゆうは、私がこれまでに使ってきた〝煉獄〟とは明らかに次元が違っていました。

　剛の名を付してはいますが、呪文は一いち言ごん一いつ句く変わっていません。

　単純に、使い手である私の魔ま力りよくが桁けた違ちがいに大きくなっているだけです。

　小型の太陽が如ごとき球きゆう状じようの劫ごう火かが、杖つえの動きに従って降下をはじめます。

　ほぼ同時に、破はい壊か痕こんから飛び出してくる人ひと影かげがありました。

　アホタレです。

　一いつ瞬しゆん遅れて、アイネイアが飛び出してきました。

　が、そのときにはもう、剛ごうの名を付した〝煉獄ホムラ〟は、破壊痕を塞ふさぐ寸すん前ぜんにまで迫っていました。

　逃げ切れたのは、アホタレまで。

「──っがああああああああああああああああああああっ！」

　逃げきれず、自ら飛び込む形になってしまったアイネイアの咆ほう吼こうをも丸まる吞のみにして、火か球きゆうは大だい地ちに落らく着ちやくしました。

　そこにジェイドの死体があったことを思い出して胸が痛みましたが、心の中で詫わびる以外にどうしようもありません。

　アイネイアの作り出した破壊痕を一回り大きく広げた火球は、大量の火ひの粉こに変わって一面に広がりました。

「すっげえな」

　私の隣となりにやってきたアホタレが、目を見開いて言いました。

「なんかすげえことをやらかすつもりなんだろうなとは思ったけど、こりゃ予よ想そう以上だ」

　今もまだ全身を苛さいなむ灼しやく熱ねつと戦っていた私は、目だけでアホタレに頷うなずきました。

　驚いているのは、私も同じでした。

　フェニックス・リングの力を借りてようやく完成した私の新しん魔ま法ほう──〝完全燃焼アラミタマ〟は、自らの生命を燃ねん焼しようさせることによって一時的に魔力を高める魔法です。

　生命を燃焼させるわけですから、当然、制せい御ぎよに失敗すれば命はありません。成功しても命を削けずることになります。

　そして、それだけの危険を背負うわけですから、見み返かえりは小さくありません。

　見返りとは、すなわち甚じん大だいな魔力。

　もちろん、単純に火か術じゆつの効果を高めるといった使い方もできます。それならば命を懸かける必要もありません。ただし、フェニックス・リングには大きな欠点……というか、制せい約やくがありました。一度使つかうと、丸まる一日以い上じよう置かなければ再び使うことができないのです。

　どんなに強力な火術でも敵に当たらなければ意味はありませんし、当たったところで一いち撃げきでは倒せない敵もいるでしょう。

　せっかくのフェニックス・リングも、そのままの使い方をしていては切きり札ふだとしては不十分なのです。

　けれど、単純に火術を強化するのではなく、〝完全燃焼〟を発はつ動どうさせるために使えば、火術以外の魔ま法ほうも強化できるようになる上に、魔法を使える回数に制せい限げんもなくなります。

　肝かん心じんの威い力りよくは、ご覧らんのとおり。

〝完全燃焼アラミタマ〟が発はつ動どうすれば、魔法の威力が数すう倍ばいになるだろうと思っていました。が、アイネイアを吞み込んで大だい地ちを焼いた〝煉獄ホムラ〟は──その威力は──数倍どころか桁けたが違っていました。

　自分で言うのもなんですが、人間の魔ま力りよくの限界を超えています。導どう師しであるレムリア様でさえ、これほどの威力の魔法は撃うてないはずです。

　人の魔力の限界を超えた魔法──故ゆえに剛ごうの名を付して、剛魔法。

「……とんでもないな」

　アホタレが声のトーンを落として言ったその言葉は、私に向けられたものじゃありません。

　焼け焦こげた大地の大おお穴あなから飛び出してきた漆しつ黒こくの女おんな剣けん士しに向けられた言葉です。

　剛の〝煉獄〟をまともに喰らいながらも、アイネイアは生きていました。

「……っ」

　とはいえ、効いていないわけじゃありません。地面に刺した巨大剣クレイモアに縋すがるようにして、なんとか立っているといった感じです。

　全身から白はく煙えんが立ち上り、顔には火傷やけども見えました。

　確実に効いてはいます。しかし、倒すまでには至らない。

　覚かく悟ごはしていたことなので驚きはありません。

〝完全燃焼〟を解かい除じよせずにいるのも、一いち撃げきでアイネイアを倒せるとは思っていなかったからです。

「やって……くれたな」

　がしゃり、がしゃりと鎧よろいを揺らして肩で息をするアイネイアは、表情こそ苦しげに歪ゆがんでいたものの、殺さつ気きはまったく衰おとろえていません。

「痛つう感かん、したよ」

　地面に刺していた巨大剣を抜いて、構えます。

「人間は、やはり侮あなどれぬ」

　アイネイアの殺気に再び大たい気きが悲ひ鳴めいをあげはじめます。

　彼女だって苦しいはずです。

　巨大剣を杖つえ代わりにしていたのが、なによりの証しよう拠こです。

　しかし、彼女の両足は今、大だい地ちをしっかりと踏みしめています。

　傷が癒いえたわけじゃありません。私やアホタレと同じように、アイネイアもまた気き力りよくを振り絞しぼっているのです。

　気力を──心を折らない限り、アイネイアを倒すことはできません。

　でも、それは私たちも同じこと。

「我が持てる力のすべてで貴き様さまらを殺す！」

　全身で吼ほえて跳ちよう躍やくしたアイネイアが、「リズ！」、空中に待たい機きしていた光こう翼よく竜りゆうを呼び寄せます。

　死し闘とうの幕は、まだ下りません。




「〝雷電ナルカミ〟・剛ごう！」

　背中にアイネイアを乗せたリズが、空の彼方かなたから降り注そそいだ爆ばく雷らいの雨をかいくぐって私とアホタレに迫ります。

　私の運動能のう力りよくでは逃れられません。しかし、私の隣となりにはアホタレがいました。

　唸うなりをあげて振り抜かれた巨大剣クレイモアがほんの今まで私たちがいた場所を薙なぎ払って、地面が衝しよう撃げき波はに切り裂さかれました。

「〝烈光矢ツラヌキ〟・剛！」

　前の魔ま法ほうを撃うち終えた直後から次の呪じゆ文もんの詠えい唱しように入っていた私は、アホタレに抱えられたまま呪文を完成させ、着ちやく地ちを待たずに力ある言葉を口にしました。

　星を撒まいたように夜や気きに浮かび上がった無む数すうの光こう点てんが、アイネイアとリズめがけて疾しつ走そうを開始します。

　私自じ身しんの魔ま力りよくの上じよう昇しようによって、〝烈光矢〟は貫かん通つう力りよくだけでなく疾はやさをも増していました。

　しかし、当たりません。

　飛行軌き道どうを瞬しゆん時じに変えて、蒼あおい眼めのリンドヴルムは、音さえ置き去りにする疾さの金きん色いろの光の矢の雨から軽かる々がると逃れてしまいました。

　歯は嚙がみせざるをえません。

　ここにきて、これまで目立った動きをしていなかったリズが非常に厄やつ介かいな存在になっていました。

　光翼竜の名が示すとおり、ドラゴン族の中でも最さい速そくの飛行速そく度どを誇るリンドヴルムに魔法を当てるのは、至し難なんの業わざです。

　持てる力のすべてで私たちを殺すと宣言したアイネイアは、がむしゃらに攻こう撃げきを仕掛けてくるかと思いきや、意い外がいなほどに冷静でした。

　リズを駆かって私の魔法をかわしながら、攻撃は最さい小しよう限げんに止めて、こちらの息切れを待っているのです。

　そして、それはこの上もなく厄介な戦せん法ぽうでした。

　生命を燃ねん焼しようさせる魔法──〝完全燃焼アラミタマ〟は、今この瞬しゆん間かんも私の命を燃やし続けています。かといって、戦いが続いている以上、解かい除じよするわけにはいきません。

　むやみに魔法を繰くり出したところで、リズを捉とらえられないことはこれまでの攻こう防ぼうで痛つう感かんしました。なんとかアホタレにリズを無む力りよく化かしてもらいたいところですが、ジグを一いち撃げきで昏こん倒とうさせたアホタレも、飛び回っているリズには手が出せません。

　時とき折おり、攻撃のために地上に近づいてきたところを狙ねらってはいるものの、すべてアイネイアに防がれてしまっています。

　傍はた目めには、互いに決め手を欠いた膠こう着ちやく状態に見えるかもしれません。けれど、それも時間の問題です。

　アイネイアにはわかっているのです。私を倒すのに剣は必要ないことを。ただ待つだけで、私が倒れるだろうことを。

　私が倒れてしまえば……アホタレ一人では、勝ち目はほぼありません。

「……っ」

　意識が明めい滅めつして膝ひざから力が抜けます。アホタレが支えてくれていなければ、立っていられませんでした。

　限界は、もう目の前にまで迫っています。

「厄やつ介かいなのは、あのドラゴンと……あいつの着てる鎧よろいか」

　アホタレが上空をゆったりと旋せん回かいするリズとアイネイアを見上げて言いました。

　口を開くのさえ苦しい私は、心の中で頷うなずきました。

　アホタレの言うとおり、厄介なのはリズだけじゃありません。なんとかリズを攻こう略りやくしてアイネイアに魔ま法ほうを喰らわせたとしても、極めて高い魔法防ぼう御ぎよ力りよくを持つあの漆しつ黒こくの鎧をアイネイアが身につけている限り、一いち撃げきでは仕し留とめきれないでしょう。

〝屠竜アメノハバキリ〟なら──。

　私が使える魔法の中で最強の破は壊かい力りよくを持つ〝屠竜〟なら、鎧を粉ふん砕さいして一撃で勝負を決めることもできるでしょう。

　しかし、強力であるが故ゆえに〝屠竜〟は制せい御ぎよの難しい魔法なのです。ただでさえやっとの思いで制御していた〝屠竜〟を、魔法の威い力りよくが桁けた違ちがいに上じよう昇しようしている今、完かん璧ぺきに制御するのは極めて困こん難なんです。

　失敗して私だけが死ぬのならまだしも、アホタレやトモエさんたちまで巻き添ぞえにしてしまったらと思うと、使えません。

「……！」

　アホタレが息を吞む気け配はいが伝わってきて、私は自分でも気づかないうちに閉じかかっていた目を見開きました。

　アイネイアとリズの周囲の夜の色が薄まっていました。アイネイアが高く掲かかげた巨大剣クレイモアのまわりに輝く無む数すうの光こう球きゆうによって。

「獅し子し流りゆう星せい剣けん」

　アイネイアの声が静かに響ひびき渡り、その名のとおり流星の如ごとく闇やみに白い軌き跡せきを描いて降り注そそいだ光球が地上に爆ばつ花かを咲かせました。

　身み動うごきの取れない私は、アホタレに抱えられて逃げるしかありません。

　大きく跳び退のいて爆花を避けたアホタレは、爆ばく風ふうに煽あおられて倒れそうになったものの、なんとかこらえて息もつかずに再さい度ど地面を蹴けって後ろに跳びました。

　直後、

「獅し子し流りゆう星せい剣けん」

　アイネイアの破は壊かいを告げる声が再び響ひびいて、私たちの眼がん前ぜんに新たな爆ばつ花かが咲き乱れました。

「獅子流星剣」

　戦せん慄りつする私の耳に、三み度たび、その声がこだましました。

　私は自分の読みの甘さを思い知らされました。

　アイネイアは、私が倒れるのをただ待つつもりなどなかったのです。

「獅子流星剣」

　絶え間なく降り注そそぐ流星が地形さえ変えていきます。

　私たちが今こん晩ばん過ごすはずだった廃砦も、爆花に吞まれて跡あと形かたもなく消えてしまいました。

　アホタレの人間離ばなれした跳ちよう躍やく力りよくでも届かない高所から振り下ろされる『黒くろ獅じ子し』の暴ぼう悪あくな爪そう牙が。

　同どう胞ほうの未来のために自らの心を狂きよう気きの海に投げ捨てたアイネイアの強さは、私たちの想そう像ぞうを遥かに超えています。

　絶ぜつ望ぼうしてはいけない。

　奥おく歯ばを嚙かみしめて心の声で繰くり返し繰り返し自分に言い聞かせても、絶望という名の黒い染しみが心に広がっていくのを止めることができません。

「勝て……ない……」

「まだだ」

　弱々しく吐き捨てた私の肩を、アホタレが痛いぐらいに握りしめました。

「声が聞こえた」

「こ……え……？」

「ああ」

　頷うなずいて跳び退のいたアホタレは、爆ばく風ふうに体勢を崩くずしながら叫びました。

「トモエ！」

　同時に轟とどろいた爆ばく音おんにかき消されたかのように思われたその声は、けれど、届くべき相手の耳にしっかりと届いていました。

　閃せん光こうの向こうから飛び出してきた小さな人ひと影かげが、頭の両脇わきで結ゆった黒くろ髪かみと長いスカートを躍おどらせて、私たちの前に降り立ちます。トモエさんです。

「アンジュを、頼む」

「承うけたまわりました」

　一人では立っていられない私をトモエさんに預あずけて、アホタレは言いました。

「オレたちの、勝ちだ」

　紛まごうことなく、それは、勝利宣せん言げんでした。

　絶ぜつ望ぼうを振り払うために、無む理りやりに前向きな発言をしている……といったふうではありません。

　快晴の夏空のように青く澄すんだ彼の瞳ひとみに、絶望の色はこれっぽっちも見られません。

　本当に、彼は勝利を確かく信しんしているのです。

「アンジュ、まだいけるな？」

　横よこ目めで問うてきます。

　彼が勝利宣言をしていなければ、彼の瞳にかすかでも絶望の色が浮かんでいたなら、きっと私は頷うなずけなかったでしょう。

　でも、彼は勝てると言っています。そして、私の力を求めています。

　ならば、頷くしかありません。

　目を見み開ひらいて頷いた私に一いつ瞬しゆん、笑えみを見せて、アホタレは降りしきる流りゆう星せいの雨の中へと駆かけ込んでいきました。

　闘とう志しを漲みなぎらせた背中が爆ばつ光こうに吞まれて見えなくなると、私は震える手で杖つえを構えて精神の糸を紡つむぎました。それを〝世界の傷〟へと突き刺し、呪じゆ文もんを唱となえます。

　次に私の目がアホタレの姿すがたを捉とらえたのは、呪文の詠えい唱しようが完了したのとほとんど同時でした。

　アホタレの姿は中ちゆう空くうにありました。

　流星の雨をくぐり抜けて、高く跳んだのです。

　私は力ある言葉を喉のどの途と中ちゆうに抑え込んで、そのときを待ちました。

　今撃うったところで、当たりはしません。

　だから、待つのです。

　好こう機きを。

　アホタレが好機を作り出す、そのときを。

「無む駄だだ！」

　アイネイアの哄こう笑しように打ちのめされたように、中空にあったアホタレの身体からだが傾きました。

　やはり、アホタレの超ちよう人じん的てきな跳ちよう躍やく力りよくを以もつてしても、空の高みに構えるアイネイアとリズには届かないのです。

　アイネイアが巨大剣クレイモアを指し揮き棒ぼうの如ごとく振るって破は壊かいの星を夜空に瞬またたかせます。

　さしものアホタレも、空中では身動きは取れません。アイネイアがここでもう一いち度ど流星の雨を降らせれば、避ける手段を持たないアホタレは死ぬしかありません。

　希望が再び絶望に反はん転てんしようとした、そのとき。

「レックスー！」

　アホタレの名前を呼ぶ声が空に響ひびき渡りました。

「おうっ！」

　力強づよく応こたえたアホタレが、金きん色いろの背中を強く蹴けってその身を空の高みへと躍おどらせます。

　ジグです。

　アホタレが蹴ったのは、光こう翼よく竜りゆうジグの背中です。

　そして、ジグの首の付け根にはノェルの姿すがたが見えました。

　アイネイアとリズの位置まで易やす々やすと到達したアホタレが、暗黒剣デスブリンガーを振り下ろします。

　アイネイアもリズも、ノェルの──というより、ジグの介かい入にゆうをまったく想そう定ていしていなかったのでしょう。

　不ふ測そくの事じ態たいに、アイネイアもリズも一いつ瞬しゆん、身体からだが固まったようでした。

　そこに振り下ろされたアホタレの暗黒剣が捉とらえたのは、アイネイア──ではなく、リズ。

　短い悲ひ鳴めいをほとばしらせて大きく首をもたげたリズは、直後、全身をぐったりと弛し緩かんさせました。

　距離のおかげで私の視し力りよくでは正確な動きは見て取れませんでしたが、それでもアホタレがなにをしたのかはわかりました。

　サウラ凍とう土どでジグを昏こん倒とうさせたときと同じく、リズの逆げき鱗りんに剣の柄つかを打ち込んで、彼女（？）の意識を断ちきったのです。

　意識を失い翼つばさをも力なく垂たらしたリズは、当然、空を飛んではいられません。

　重じゆう力りよくに従って金色の巨きよ体たいが落下を始めます。

　好こう機き。

　今なら、リズは私の魔ま法ほうを避けられません。

　けれど、リズの背中の上にはアイネイアだけでなくアホタレもいます。

　一いちか八ばちか、アホタレが避けてくれることを信じて魔法を放つか。あるいは様よう子すを見るか。

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんの末に私が選択したのは、前者でした。

　この好機を逃すわけにはいきません。

　──レックス様、どうか、どうか避けてください！

　捨てきれない躊躇ためらいを嚙かみ殺しつつ力ある言葉を叫ぼうとしたそのとき、アイネイアが身を翻ひるがえして跳び上がり、リズから離れました。

　私の魔法がくると踏んで慌あわてて逃げたのでしょうが、それは悪あく手しゆに外ほかなりません。

　アイネイアとて、空中ではまともな回かい避ひ行動は取れないはず。魔法で空を飛べる可能性もまったくないわけではありませんが、そもそもそんなことができるなら、リズに乗ったりはしていないはずです。

　今ならアホタレを巻き込むことはありません。リズも殺さずにすみます。

　微み塵じんの迷いもなく、私は力ある言葉を叫びました。

「〝雷電ナルカミ〟・剛ごう！」

　夜空を青く激はげしく輝かせて降り注そそいだ百を超える数の稲いな妻ずまが、空中の一点──すなわちアイネイアめがけて絡からみ合い、一ひと振ふりの巨きよ大だいな剣と化して彼女を捉とらえました。

「がああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　アイネイアが全身であげたその声に、私は戦せん慄りつを覚えずにはいられませんでした。

　悲ひ鳴めいではなかったのです。

　アイネイアがあげたその声は、苦く痛つうに負けての悲鳴ではなく、苦痛に抗あらがい勝利するための咆ほう吼こうだったのです。

　そして、彼女は勝利しました。

　剛ごうの名を付した私の〝雷電ナルカミ〟に、アイネイアは耐たえ抜いたのです。

　アイネイアは笑っていました。

　眦まなじりが裂さけるほどに大きく目を見開き、歯を剝むき出しにして、笑っていました。

　それは決して余よ裕ゆうの笑えみなどではありません。

　アイネイアだって苦しいのです。効いているのです。

　苦しいからこそ笑みを浮かべて、自らを奮ふるい立たせているのです。

「アンジュ！」

　そんな彼女の笑みを壊こわしたのは、私の名前を叫ぶアホタレの声でした。

　笑みを驚きよう愕がくの表情に変えて身を翻ひるがえしたアイネイアの目の前に、アホタレの姿すがたはありました。

　最さい上段から振り下ろされた暗黒剣デスブリンガーが、アイネイアを包んでいた閃せん光こうの余よ韻いんを切り裂いて彼女の肩かた口ぐちを打ち据すえます。

　黒い火ひ花ばなをほとばしらせて、アイネイアの肩を覆おおっていた分ぶ厚あつい肩かた当あてが砕くだけ散りました。

　アホタレの剣は止まりません。

　衝しよう撃げきで大きく体勢を傾けたアイネイアに、暗黒鉄を鍛きたえ抜いて作り上げられた漆しつ黒こくの刃やいばが雨のように降り注そそぎます。

　いえ、雨なんて生なま易やさしいものじゃありません。暴ぼう風ふうさえ伴ったそれは、もはや嵐あらしです。

　漆黒の刃の嵐は、同じ暗黒鉄製の鎧よろいを一いち撃げきごとに確実に破は壊かいし、吹き飛ばしていきます。

　やがて、アイネイアの上じよう半身を肌はだ着ぎのみの姿に変えたアホタレは、剝き出しになった白い肩を蹴けって彼女から離れました。

　アイネイアは『黒くろ獅じ子し』の象しよう徴ちようともいえる漆黒の鎧を壊されてもなお、剣だけはしっかりと握りしめています。それは、どんなに追い詰つめられようと決して勝負を諦あきらめまいとする、剣けん士しとしての意い地じの現れなのでしょう。

　敵ながら、アイネイアの強きよう靱じんな精神力りよくには感かん服ぷくさせられます。

　そして、私はそんな『黒獅子』と全ぜん力りよくで戦えたことに、誇りさえ感じていました。

　──アイネイア

　落下の途とにあるアイネイアに、私は心の声で呼びかけました。

　──これで終わりです。

　このとき既すでに、私はこの戦いで最後になるはずの呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終えていました。

　アホタレが私の名前を叫んだあの瞬しゆん間かんに、私は理解したのです。アホタレがアイネイアの鎧よろいを破は壊かいしようとしていることを。私にとどめの一いち撃げきを撃うてと言っていることを。息を吸って吐くように当たり前に、理解できたのです。

　リズという名の翼つばさをもがれ、アホタレの剣に打ちのめされた今のアイネイアに、私の魔ま法ほうから逃のがれる術すべはありません。

　魔ま界かいの『黒くろ獅じ子し』への最さい大だい限げんの敬けい意いを込めて、私は声を張りました。

「〝雷電ナルカミ〟・剛ごう！」

　再び爆ばく雷らいに吞まれたアイネイアが咆ほう吼こうをあげることは、もうありませんでした。




「──様、アンジュ様」

　トモエさんに身体からだを揺すられて、私は閉じかけていた目を開きました。

　どうやら、私は意識を失いかけていたようです。

　危ないところでした。

　今、意識を失ってしまったら、しばらくは目を覚ませないでしょう。

　その『しばらく』がどの程てい度どの時間なのかは、私自じ身しん、計ることができません。

　半日か、一日か、三日か──。

　最悪、二度と目覚められない可能性さえあります。

〝完全燃焼アラミタマ〟によって生命を燃やした反はん動どうが、どんな形で現れることになるのか、私にもわかっていないのです。

　一つ言えることは、私はまだこの戦いの顚てん末まつを見み届とどけていないということです。

　それまでは、意識を失うわけにはいきません。

「アンジュ」

　私の名前を呼ぶ声がありました。

　トモエさんじゃありません。

　意識を保つために奥おく歯ばを嚙かみしめ、目を見開いて顔を上げた私は、そこにアホタレの笑顔を見ました。

　全ぜん身しん傷だらけで、顔も血と土でこっぴどく汚よごれていて──それでも、彼は笑っていました。

「勝ったな」

　私には言葉で応こたえる力も笑顔で応える力も残されてはいませんでした。

　ただ小さく頷うなずくことでしか応えられなかった私の頭に、アホタレがさっきまで剣を握りしめていた手を載のせてきました。

「アンジュの、おかげだよ」

　私は首を横に振る代わりに、左手を持ち上げました。

　その行為の意い図とを、アホタレが理解してくれるかどうか──。

「ん？」

　私の動きに気づいたアホタレは、

「ああ、そっか」

　目を細めて、言いました。

「ウェルチにも、感謝しなくちゃな」

　伝わりました。

　理解してくれました。

　私が左手を持ち上げたのは、薬くすり指ゆびのフェニックス・リングを見てほしかったからです。そして、私たちが勝てたのはこの指ゆび輪わのおかげだということを理解してほしかったからです。

「ありがとな、ウェルチ」

〝完全燃焼アラミタマ〟が解かい除じよされた今もまだ仄ほのかに輝いているフェニックス・リングに向けて、アホタレは微笑ほほえみかけました。

　──ウェルチ……。

　ウェルチは、きっと喜んでいるでしょう。

　大好きなアホタレの力になることが、彼女のなによりの望みでしたから。

「さて、と。あいつのところ行かなきゃな。アンジュも行くか？」

　問われて、私は頷うなずきました。

　あいつが誰だれかは言うまでもありません。アイネイアです。

　私たちはアイネイアを倒しました。

　けれど、話はまだ終わっていません。

　アイネイアは生きているのですから。

「トモエ、代わってくれ」

「はい」

　アホタレに肩を借りて、私はなんとかアイネイアの前までたどり着けました。歩くというより、ほとんど引きずられるような感じでしたが、足にまったく力が入らないのですから仕方がありません。

　アイネイアは焼けた地面の上に仰あお向むけに倒れていました。目は開いています。

　私はここでもアイネイアの強さに驚きよう嘆たんさせられました。

　鎧よろいを失った状態で剛ごう魔ま法ほうの直ちよく撃げきをくらいながら生きているのですから、化ばけ物ものにもほどがあります。

　手て加か減げんはしませんでした。というより、剛魔法は威い力りよくが大きすぎて加減が効かないのです。

　しかし、生きているとはいえ、アイネイアにもう戦う力は残されていませんでした。

　大たい気きを荒れ狂わせるほどの殺さつ気きはすっかり消え失うせていましたし、追い詰つめられても決して離そうとしなかった剣からも手が離れています。

「殺せ」

　よう、と声をかけたアホタレに、アイネイアは漆しつ黒こくの瞳ひとみを空に向けたまま一ひと言こと、そう言いました。

「やだね」

　拒きよ否ひの答えを返したアホタレに、アイネイアは同じ言葉を繰り返しました。

「殺せ」

「嫌いやだって言ってるだろ？」

「私を救いたいんだろう？　ならば殺せ。殺して、私を魔ま界かいの王おう女じよとしての責せき務むから解放してくれ」

　アホタレは肩を竦すくめて、彼らしい答えを返しました。

「生あい憎にくと、殺すのが救いって考え方は好きじゃないんだ」

　アイネイアが視線だけを動かして、アホタレを見ました。

「ならば、どうするつもりだったのだ？　初めから私を殺すつもりはなかったとでもいうのか？」

「んにゃ。殺すつもりだった。でなきゃ、あんたには勝てないからな。それに、あんたがホントに狂っちまったのなら、殺してでも止めるしかないって思った」

　私も同じ思いで戦っていました。

　殺すつもりで戦わなければ、アイネイアには絶対に勝てない。そして、狂きよう気きの殺さつ戮りく者しやとなった彼女を救うには、殺すしかない……と。

「ならば、なぜ殺さない」

「あんたが狂っちゃいないからさ。あんたはなんにも変わっちゃいない」

　アイネイアは鼻で笑いました。

「変わったさ。私は既すでに人ひと殺ごろしだ」

　今のアイネイアからは、さっきまでの強きよう烈れつな狂気はもう微み塵じんも感じられません。アホタレの言うとおり、そもそも狂ってなどいなかったのか、あるいは戦いに敗れて憑つき物が落ちただけなのか……どちらにしろ、彼女がついに人を殺してしまったという事実は見み過すごせません。アイネイア本ほん人にんが言ったとおり、それは決定的で絶ぜつ望ぼう的な変化です。

「私を生かしておけば、また人が死ぬぞ。それでもいいのか？」

　アイネイアのその問いは、アホタレに向けられたものではありませんでした。

　私たちに顔を背そむける形でアイネイアが視線を向けた相手は、ノェルです。

　アホタレと私がアイネイアに歩み寄る前からそこに立っていたノェルは、深くうつむいていて表情を見て取ることはできません。けれど、彼女が手にしている物ははっきりと見て取れました。短たん剣けんです。

「ノェル。私を殺せ」

　とどめを求められたノェルは、アイネイアの傍かたわらへと歩みを進め、短たん剣けんを握る手に力を込めました。

　漆しつ黒こくの刃やいばが月明かりを照り返して剣けん吞のんな輝きを放ちます。

　既すでに戦う力を失っているとはいえ、並の刃は物ものではアイネイアを傷つけることはできないでしょう。しかし、暗黒鉄デスメタル製の刃なら、戦せん士しじゃないノェルでもアイネイアを殺せます。

　最さい愛あいの姉にこれ以上人ひと殺ごろしをさせないために、ノェルは悲ひ壮そうな決けつ断だんを下したのです。

　すなわち、自らの手で姉を殺す──と。

　アホタレはなにも言いません。

「お姉ねえちゃん……」

　ノェルがうつむいたまま短剣を振りかぶります。

　ノェルがアイネイアと殺し合うことを良しとしなかったアホタレがなにも言わないのは、彼なりにノェルの悲壮な決意を酌くんだ結果なのか。それとも──。

「お姉ちゃん……ボク……」

　うつむいていた顔を上げたノェルは、糸が切れた操あやつり人形のようにがっくりとその場に両膝ひざをつくと、振りかぶっていた短剣を振り下ろすのではなく、放り投げてしまいました。

「ノェル!?」

　ノェルのその行為は、アイネイアに驚きと戸と惑まどいの入り交じった声をあげさせました。

「なにをしている。早く、私を殺せ」

　ノェルはぶるぶると首を横に振ると、ほんの今まで短剣を握りしめていたその手で、今度はアイネイアの手を握りしめました。

「おまえまで私に生き恥はじをさらせというのか！」

　苛いら立だちの声をぶつけられたノェルは、さらに激はげしく首を振って言いました。

「生きることは恥なんかじゃないよ。ボクは……ボクは、お姉ちゃんに生きていてほしいよ……」

　ノェルは泣いていました。

　大きな瞳ひとみから零こぼれた大おお粒つぶの涙が、握りしめたアイネイアの手に降り注そそぎます。

「ごめん……アンジュ、ごめんね……」

　しゃくり上げながら、ノェルが私に謝ってきました。

　アイネイアが殺さつ戮りく者しやになってしまったら自分の手で殺すという約束を反ほ故ごにしてしまったことを、詫わびているのです。

　私は首を横に振って応こたえました。

　ノェルを責めることは、できません。

　アイネイアと私たちが戦いになっても、ノェルはアイネイアの側に付くことはありませんでした。それだけで十分です。

　アホタレにもわかっていたのでしょう。ノェルにはアイネイアを殺せないことが。だから、止めなかったのです。

「言ったはずだ、ノェル。私は既すでに人ひと殺ごろしなのだ。もはや私に躊躇ためらいはない。今、殺しておかねば、私は生きている限り人間を殺し続けるぞ」

　ノェルの手を振り払おうとしたのでしょう。アイネイアが腕を持ち上げました。が、ノェルの手は離れません。アイネイアにはもう、ノェルの手を振り払うだけの力さえ残されてはいないのです。

「噓うそ、言うなって」

　アホタレが言いました。

「あんたは人殺しなんてしてない。だろ？」

　アイネイアが切りつけるような目でアホタレを見ました。そして、吐き捨てます。

「なにを馬ば鹿かな」

「まあ、オレがバカだってのは否定しないけどさ」

　アホタレは人ひと差さし指ゆびでポリポリと頰ほおを搔かきつつ言うと、その指でノェルの後こう方ほうを指ゆび差さしました。

「あいつが教えてくれたんだ。リズ……だっけ？」

　アホタレが指差した先には、寄り添うようにして地に伏している二体のリンドヴルムの姿すがたがありました。

　ジグとリズです。

「あんたは村を焼きはしたけれど、村人はただの一人も殺しちゃいないって」

　アホタレのその言葉は、私とノェルだけでなく、アイネイアの目をも大きく見開かせました。

「噓を……くだらん噓をつくなっ！」

　声を荒げるアイネイアに、アホタレは飄ひよう々ひようと肩を竦すくめて言いました。

「結局、あんたは人殺しにはなれなかったんだ」

「……っ！」

　歯は嚙がみしたその表情が、なによりも物語っていました。

　アホタレの言葉が噓ではないことを。

　すなわち、アイネイアがユルグ村の人たちを殺してはいないということを。

　おそらくは、リズを使って村人を脅おどし、全員逃にげ出したところで村を焼き払ったのでしょう。

「あんたは本ほん気きで村の人たちを皆みな殺ごろしにするつもりだった。でも、殺せなかった。あんたは悟さとった。どう足あ搔がいても自分は人殺しにはなれないんだって」

　アイネイアはなにも言いません。

　観かん念ねんしたかのように目を閉じ、アホタレの言葉を聞いています。

「自分は人ひと殺ごろしにはなれない。でも、魔ま界かいのみんなを裏うら切ぎるわけにはいかない。苦しんで苦しんで……あんたが出した答えは、死ぬことだった。オレたちと戦って。……だろ？」

　アイネイアは黙だまって目を閉じたまま……。

　黙もく秘ひではなく、それは無む言ごんの肯こう定ていでした。

　どうしても人を殺あやめることができず、かといって戦わないわけにはいかない。

　ならば、戦って死ぬしかない。

　しかし、戦って死ぬにしても、手を抜いて戦ってしまっては単なる自殺になってしまう。

　全力で戦い、殺されなければならない。

　アイネイアは全ぜん力りよくで戦いながら、しかし、心の中では私たちに倒されることを願っていたのです。

　彼女の殺さつ気きは本ほん物ものでした。間違いなく、私たちを殺すつもりで──全力で戦ったのです。

　アイネイアが村人を皆みな殺ごろしにしたとわざわざ噓うそをついたのは、私たちを怒らせることで、全力を──あるいはそれ以上の力を引き出そうとしたのでしょう。私たちに殺されるために。

　やっぱり、彼女は私によく似にています。

　どこまでも生き真ま面じ目めで、どうしようもなく不ぶ器き用ようで……。

　もし、この場にいるのが彼女と私だけだったら。もし、私にあと一度魔ま法ほうを撃うつだけの力が残されていたら。

　私は、彼女の望みのとおりに、とどめを刺していたかもしれません。

　それが、彼女を救う唯ゆい一いつの方法だと信じて……。

「なあ、アイネイア」

　アホタレの呼びかけに、アイネイアはゆっくりと目を開きました。

「あいつを恨うらんでやるなよ。あいつはあんたが村人を殺してないって教えてくれただけで、戦いには手を抜かなかったんだからな」

　アホタレが視線でリズを指して言いました。

「貴き様さま……リズの言葉がわかるのか？」

「言葉ってのとは、ちょっと違うかも」

「どういうことだ？」

「んー……なんつーか、あいつの考えてることっつーか、言いたいことが、頭の中に流れ込んできたんだよ」

「そうか……貴様は、あの忌いま々いましい竜騎士ドラグーンの血を継ぐ者だったな」

　伝でん説せつの竜騎士レイジャック＝ウル＝ハイドフェルトの曾ひい孫まごであるアホタレは、その血に竜りゆうの因いん子しを宿していると、四天竜ノーブルドラゴンの一体──金きん竜りゆうオルリスは言っていました。

　アホタレに人間離ばなれした力を与えている竜の因子が、ドラゴンであるリズとの対たい話わさえ可能にした……ということなのでしょうか。

「あんたは、あいつらと話せるのか？」

「いや……リズもジグもこちらの言葉を理解してはいるが、彼らの声を聞くことは、私にはできない。眼めを見れば言わんとしていることは解わかるがな」

「すげえな」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せたアイネイアに、アホタレは笑顔で答えました。

「だってさ、それってお互いに解り合ってるってことだろ？　仲、いいんだなーって」

　アホタレの答えに、アイネイアはまず目を丸くして──それから、笑いました。

　戦いの最さい中ちゆうに見せた悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうからは想そう像ぞうもつかない、とても綺き麗れいな笑顔でした。

　活かつ力りよくに満ちたノェルの笑顔を太陽とするなら、穏おだやかで優しいアイネイアの笑顔は、月です。

　きっとこの笑顔こそが、アイネイアという女性の本当の表情なのでしょう。

「そうだな。リズは……ジグも、私のかけがえのない友だ」

「だってさ。良かったな、ジグ」

　アホタレがジグに向けてぐっと親おや指ゆびを立ててみせると、ジグは応こたえるように長い尻尾しつぽを揺り動かしました。

「ジグの声も聞こえたのか？」

「ああ。あいつが自分の背中に乗れって言ってくれたんだ。乗るってより、踏み台にしちまった感じだけどな」

　最後の攻こう防ぼうの前にアホタレが言っていた、「声が聞こえた」という言葉。あれは、ジグの声が聞こえたという意味だったのです。

「驚かされたよ……ジグは死んだと思っていたからな……」

「嬉うれしいだろ？」

　アイネイアは目を細めて頷うなずきました。

「ああ……そうだな。ジグが生きていてくれて、よかった……」

　アイネイアには、ちゃんとわかっていたのです。

　ジグが自らを盾たてにしてノェルを庇かばったのも、アホタレの手助けをしたのも、それは決して背はい信しん行為などではなく、アイネイアを思うが故ゆえの行動だったということを。

　アイネイアを人ひと殺ごろしにしないために、あえて彼女の意志に逆らったジグ。

　アイネイアが本当は村人を殺していないことをアホタレに伝えつつも、全ぜん力りよくで戦ったリズ。

　ジグもリズも、それぞれのやり方で、主であり親友でもあるアイネイアのために尽じん力りよくしたのです。

「ジェイドに感謝しなくちゃな。ジグはあいつのおかげで助かったんだ」

　アホタレがうんうんと頷きながら言ったその言葉で、私は大事な事実を思い出しました。

　ジェイドです。

　ユルグ村の人々を殺していなくても、アイネイアはジェイドを殺しているのです。

　複ふく雑ざつな思いが込み上げてきました。

　アイネイアからは、もう戦せん意いはかけらも感じられません。

　しかし、彼女はジェイドの仇かたきなのです。

　ジェイドは仲間ではありません。たまたま今回、利害の一いつ致ちによって共きよう闘とうしただけで、本来、彼は敵なのです。

　けれど、今回限かぎりとはいえ彼が私たちと共に戦ったことは事実ですし、助けられもしました。

　その彼を殺したアイネイアを許せない気持ちは、あります。

　かといって、戦意のない今のアイネイアは殺せません。ノェルだっています。

　仇を取ってやることは、できません。

　私たちがアイネイアに勝ったことが、せめてもの報むくいになっていると思うしかありません。

　あと、私が彼の為ためにしてあげられることがあるとすれば、冥めい福ふくを祈ることぐらいでしょうか。

　私は『蛇だ蝎かつ』と呼ばれたフェブロニアの暗あん殺さつ者しやの冥福を祈るために目を閉じ、そして、その声を聞いたのです。

「なんやなんや。ワイの話しとるんかいな？」

　イラっとくるほどに軽けい薄はくなその声が聞こえてきたのは、真ま横よこから。

　いつの間にか私のすぐ隣となりに立っていたそいつは、顔を見上げた私と目が合うと、ニッと歯を見せて片目をつむりました。

　私は息を吞みました。

　なぜなら、そいつは──その男は、死んだはずの『蛇蝎』のジェイドだったのですから。

「怪け我が、もう治ったのか？」

「まだ塞ふさがっただけって感じやな。あちこち痛くて涙出でてくるで」

　まばたきを忘れて魚のように口をぱくぱくさせている私を尻しり目めに、アホタレとジェイドはごくごく自然に会話しています。

　アホタレに驚いている様よう子すはまったくありません。

「お？　どないしたんや、そばかすちゃん。そないに目めん玉たまひん剝むいて」

　私の表情に気づいたジェイドが小こ首くびを傾かしげました。

「ジェイドが生きてることに驚いてるんだろ」

「なんや、にいちゃん。ワイが生きとること、言ってなかったんかいな」

「言ったつもりで忘れてたんだ」

　開いた口が塞がらないとはこのことです。

　戦いの最さ中なかでバタバタしていたとはいえ、そんな大だい事じなことを言い忘れるなんて。

　いや、でも、しかし。

　実際に生きているジェイドを目の前にしても、信じられません。

　なにしろ、彼はアイネイアの巨大剣クレイモアに貫つらぬかれただけでなく、倒れたところに私の剛ごう魔ま法ほうを受けているのです。それで生きていられる人間なんているはずがありません。魔ま人じんだって生きてはいられないはずです。

「ジェイド様！」

　パタパタと駆かけ寄ってきたトモエさんもジェイドの生せい存ぞんを今知ったらしく、目を丸くしていました。

「ご無ぶ事じでなによりですわ」

「おおきに～。トモエはんは優しいな～」

　驚いているのは、もう一人。

「ジェイド……ホントにジェイドなの……？」

　ノェルも涙に濡ぬれた目をまん丸に見開いていました。

「せやで～。ホンマもんのジェイドちゃんやで～」

　ジェイドが両手の人ひと差さし指ゆびを左右の頰ほおに添そえてにっこりと笑ってみせると、ノェルはアイネイアの手を握りしめたまま、「うわーん！」と声をあげて泣き出してしまいました。

「ありゃりゃ。泣かんといてや、ノエルっち。ワイ、女の子の涙は苦にが手てやねん」

　ジェイドがあたふたと宥なだめにかかりますが、ノェルは泣きやみません。

　ノェルからすれば、ジェイドが生きていたことは、もちろん純じゆん粋すいに嬉うれしいでしょう。しかし、それと同じか、あるいはそれ以上に、アイネイアが本当にだれ一人として殺していないとわかったことが嬉しかったのでしょう。

「何者なのだ、貴き様さまは」
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　ジェイドに突き刺すような視線を向けつつ問いかけたのは、アイネイアです。

　アホタレと同どう様よう、彼女もジェイドの生せい存ぞんに驚いている様よう子すはありませんでした。

「人でないことは、一目でわかった。魔ま人じんとも違う。竜りゆうか巨きよ人じんか……なんにせよ、まるで力の底が見えない」

　アイネイアのその言葉に、私はまたしてもまばたきを忘れるはめになりました。

　ジェイドが、人間じゃない……？

「竜だよ」

　答えたのは、ジェイド本人ではありませんでした。

「ジェイドは、四天竜ノーブルドラゴンの一人だ。だよな？」

　アホタレに問いを向けられたジェイドは、バツが悪そうに肩を竦すくめて頷うなずきました。

「せや。ワイは四天竜……『黒の蛇へび神がみ』こと、黒こく竜りゆうヴリトラや」

　私がただ見み開ひらいた目でジェイドを見つめることしかできなかったのは、まともに声も出せないほどに消しよう耗もうしていたから……というだけではありません。

　声が出せたとしても、結局、私の反応は同じだったでしょう。

　それほどに。

　頭が真まっ白しろになってしまうほどに、ジェイドの正しよう体たいは衝しよう撃げき的だったのです。




　黒竜ヴリトラ。またの名を『黒の蛇神』──。

　竜王ドラゴンロードシグルドの子にして、私たちがシグルドの協力を得るために会わなければならない四天竜の一体。

　銀ぎん竜りゆうユランに会うためにマオの空中遺い跡せきを目め指ざすその途と中ちゆうで、よもや別の四天竜に見まみえることになるなんて、まったくの予想外がいです。

　しかも、人の姿すがたをして私たちと行動を共にしているなんて。

　これでもかと驚かされましたが、合が点てんのいく部分も多々ありました。

　まず、人間なら絶対に生きていられない傷を負いながらジェイドが生きていられた理由。人間とドラゴン……それも四天竜では生命力りよくが根本的に違います。金きん竜りゆうオルリスも、ロンブローゾの猛もう攻こうに全身をこっぴどく傷つけられながらも平へい然ぜんとしていました。

　村人を殺せなかったアイネイアが、ジェイドには容よう赦しやなく刃やいばを突き立てたのも、その程てい度どではジェイドが死なないことがわかっていたからでしょう。

　わからないのは、四天竜である黒竜ヴリトラが、特とく定ていの国家の──それも、帝てい政せい国家であるフェブロニアの要よう人じん職しよくに就ついていたことです。

　アホタレがいつからジェイドの正しよう体たいに気づいていたのかも、謎なぞです。

「レックス様は、ジェイド様が四天竜ノーブルドラゴンだと初めからわかっておられたのですか？」

　声が出せない私に代わって訊たずねてくれたのは、トモエさんです。

「初めはわからなかったな。途と中ちゆうから、もしかしたら……って思うようになって……確かく信しんしたのは、今日の昼間だな」

　ふと、脳のう裏りをある光こう景けいがよぎりました。

　昼間、アホタレがジグと戦う直前の光景です。

　あのとき、アホタレはジェイドに声をかけて、お互いの手を叩たたき合っていました。

　謎だったあの行動の意味が、ようやくわかりました。

　アホタレは四天竜であるジェイドと接せつ触しよくすることで、自らの血に宿る竜りゆうの因いん子しを活かつ性せい化かさせたのです。

　オルリスが言っていました。竜の因子は四天竜との接触によって活性化されると。

　アホタレが急に強さを増したのは、それが理由だったのです。

「ワイは一ひと目めでわかったで。にいちゃんが腰に下げとる、そいつのおかげでな」

　ジェイドが言って指ゆび差さしたのは、アホタレの腰に布に包まれて括くくりつけられている拳こぶしほどの大きさの玉です。

「それ、オルリスの竜宝玉カーバンクルやろ？」

「ああ。見るか？」

「ええわ。布に包まれとっても、ワイには見えとるやさかい。……オルリスは元気やったか？」

「シンタと仲良くやってたよ」

「シンタ？」

「オルリスが面めん倒どう見みてる子供だよ」

　ジェイドは細い目を丸く見開きました。

「人間の子供の面倒見とるんかいな？」

「ああ」

　ジェイドは声をあげて笑いました。

「相変わらず変わりモンやな、オルリスは」

　ひとしきり笑った後で、懐なつかしむような目をアホタレの腰に──オルリスの魂たましいのかけらである竜宝玉に向けました。

「変わり者っぷりなら、ジェイドだって負けてないんじゃないか？」

　アホタレがもっともなツッコミをしました。

「なんだって、ピー……ピー……忘れた」

「『恒久平和の実現者ピースメーカー』ですわ、イル」

「そうそれ」

「ワイがなんで『恒久平和の実現者ピースメーカー』をやっとるか……か？」

　頷うなずいたアホタレに、ジェイドは腕を組み、神しん妙みような顔で答えました。

「愛、やな」

　うんうんと自分で言って頷いています。

「……なんや、そばかすちゃんの目が怖こわいんやけど、ワイはいたって真ま面じ目めに答えたで。ワイが『恒久平和の実現者』をやっとる理由は、愛や。ワイは愛に生きるドラゴンなんや！」

　拳こぶしを握りしめて力りき説せつします。

「ジェイドには好きな人がいて、その人のために戦ってるってこと？」

　泣きやんだノェルが、しゃくり上げながら訊たずねます。

「そのとーりやで、ノエルっち」

「ノェルに触さわるな」

　頭を撫なでようとしたのでしょう。ジェイドの手がノェルの黒くろ髪かみに淡あわく触ふれた瞬しゆん間かん、アイネイアが切りつけるような声を出して、「うわわっ！」、ジェイドは慌あわてて手を引っ込めました。

「怒らんといてや～。ワイに触られたかて、悪いことはなんもあらへんで～」

　ふん、とアイネイアは鼻を鳴らしました。

「どこまでもふざけた男だ」

「ん？　ジェイドちゃんはいつだって大おお真面目やで。『蛇だ蝎かつ』のジェイドやのうて『真面目』のジェイドて呼んでほしいぐらいや」

「ならば、なぜ私との戦いで手を抜いた。四天竜ノーブルドラゴンなら私を圧あつ倒とうすることもできたはずだ」

「圧倒は無む理りやなー。ギリギリ勝つか負けるか……そんなところや思うで」

　つまりは、互ご角かく……と。

「どちらにしろ、貴き様さまが手を抜いたことには変わりないだろう。なぜ、本当の姿すがたで戦わなかった？」

　ジェイドは困ったような顔で、傾けた首の後ろを搔かきました。

　私としても答えを聞きたい問いでした。

　なぜ、ジェイドは竜りゆうの姿で戦わなかったのか。

　四天竜は皆、竜王ドラゴンロードシグルドによって力を封じられているとオルリスは言っていました。しかし、その封ふう印いん──オルリスは楔くさびと呼んでいました──は、竜の因いん子しを持つ者との接せつ触しよくによって解き放たれるのです。

　ジェイドはアホタレと接触していました。

　それより以前にジェイドがアホタレ以外の竜の因子の保ほ持じ者と接触したことがあったにせよなかったにせよ、少なくともアイネイアと戦った時点では、彼の楔は解き放たれていたはずなのです。

　にもかかわらず、ジェイドは黒こく竜りゆうヴリトラとしての真の姿すがたをさらすことはしませんでした。

「嫌きらいなんや」

　ジェイドはため息いき交まじりに答えました。

「ワイ、ホンマの姿が嫌いなんや。もう二度と、あの姿になりたくないんや。……これが、理由や。噓うそ偽いつわりなく答えたで」

　思いがけない理由でした。

　古いにしえの種しゆ族ぞくであるドラゴン族に於おいて、竜王ドラゴンロードシグルドに次ぐ高こう位いの存在である四天竜ノーブルドラゴンの一体──黒竜ヴリトラが、自らの姿を嫌っているなどと。

　私たちが初めて会った四天竜──金きん竜りゆうオルリスは、神こう々ごうしささえ感じるほどの優ゆう美びな姿をしていました。もちろん、ただ美しいだけではなく、足が竦すくみ息を吞まずにはいられないほどの絶対的な迫はく力りよくをも兼ね備えていましたが。

　同じ四天竜である黒竜ヴリトラも、色は違えど同どう様ようの姿をしているはずです。

　それとも、違うのでしょうか。

　同じ四天竜であっても、黒竜ヴリトラは、自身ですら嫌いや気けが差すほどの醜みにくい姿をしているのでしょうか。

　彼が自らの姿を嫌う正確な理由を知りたいところですが、ジェイドはもうこれ以上は答えるつもりはないとばかりに、私たち全員に背中を向けていました。

「ワイは、少なくともこの姿では本気で戦った。で、負けた。それで堪かん忍にんしてーや」

　背中を向けたまま、降こう参さんとばかりに両手を上げてみせます。

　アイネイアは眉み間けんに皺しわを寄せて、なにかを言いたげに口を開いたものの、言葉を発さないまま口を閉じてしまいました。

「ワイのことより、や」

　両手を上げたまま顔だけを振り向かせたジェイドが、アイネイアに問いかけました。

「あんたはどないするつもりなんや？　これから」

　ノェルの肩がピクッと跳ね上がりました。

　涙に濡ぬれた目は見み開ひらかれ、全身が強こわ張ばっているのが傍はた目めにもはっきりとわかりました。

　問われた本ほん人にんであるアイネイアは、瞳ひとみに空を映して力なく答えました。

「どうするもこうするもない……私はもう、生きてはいられない……」

　アイネイアが死を望む気持ちを、私は否定できません。

　しかし、ノェルは違いました。

「ダメだよっ！」

　声を裏うら返がえらせて、ノェルは必ひつ死しに訴えます。

「お姉ねえちゃんが死んだって、誰だれも喜ばないよ！　みんな悲しいだけだよ！　ボクも、ジグも、リズも……魔ま界かいのみんなだって……ただ、悲しいだけだよ……」

「だが、私が生きていたところで、魔ま界かいの皆を救ってやることはできない……」

「そんなこと、ない」

　首を横に振って言ったノェルは、握りしめたアイネイアの手を自らの頰ほおに添そえました。

「探そう？　ボクと一いつ緒しよに、魔界のみんなを助けられる方法を……」

「ノェル……」

「見つかるから……きっと、見つかるから……」

　アホタレが言っていました。

　ノェルには最後に一いち番ばん大事な仕事がある、と。

　その言葉の意味が今わかりました。

　アイネイアの説せつ得とくです。

　たしかにそれは、ノェルにしかできない大事な仕事でした。

　同どう胞ほうの未来のために戦いを決意したアイネイアは、頑かたくなでした。

　けれど、自分には人ひと殺ごろしはできないと悟さとった今のアイネイアになら、届くかもしれません。

「だが、我らは魔ま人じんなのだ。魔人と人間は決して相あい容いれない……我らに力を貸してくれる人間などいるはずがない……」

「いるよ」

　ノェルが私たちを見て微笑ほほえみました。

「アンジュたちは、ボクとお姉ねえちゃんを助けてくれたよ？　恨うらみじゃない気持ちでボクたち魔人と向き合ってくれる人たちだって、いるんだよ」

　ノェルの考え方は前向きではありますが、理想であり夢む想そうの域いきを出ません。

　しかし、理想でも夢想でも、前向きであることはたしかなのです。

　希望。

　そう言い換えてもいいかもしれません。

　今のアイネイアは、希望を失っています。

　希望は人が力を尽くすために一いち番ばん必要なものです。

　ささやかでもちっぽけでも、希望がなければ人の心は簡単に折れてしまいます。

　逆に言えば、ささやかでもちっぽけでも、希望さえあれば、人はたとえ倒れても立ち上がって前に進んでいけるのです。

「私に見つけられるだろうか……皆を救う術すべを……」

「あんた一人じゃ無む理りかもな」

　誰だれともなく独どく白はくのように問いかけたアイネイアに、アホタレが声を返しました。

「でも、あんたは一人じゃない。ノェルがいる。あいつらもな」

　視線でジグとリズを指し示します。

「あんたはひとりじゃない。だから、きっと、見つけられる」

　ノェルが唇くちびるを引き結むすんで、頷うなずきます。

「そうか……そうだな……」

　アイネイアは目を閉じ、かすかに震えた声で呟つぶやきました。

「私は一人ではないのだ……」

　閉じた目の端はしに涙を浮かべたアイネイアの手は、ノェルの手をきつく握り返していました。
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「お姉ねえちゃん、立てる？」

「ああ……」

　ノェルに肩を借りて立ち上がったアイネイアの足は、意い外がいにしっかりと地を踏みしめているように見えました。

　一人でも十分立っていられそうな感じではありましたが、それでもアイネイアがノェルに肩を借りているのは、きっと、甘えているのでしょう。誰だれかに支えてもらえることの喜びを、嚙かみしめているのでしょう。

　私も同じでした。

　まったく力の入らなかった足にも少し力が入るようになって、今なら杖つえを使えばなんとか一人でも立てるんじゃないかとは思います。でも、今は、もう少しこのままアホタレに支えられていたいという思いが勝ってしまっていました。本来なら私が彼を支えなければならない立場ではあるということは、十分、わかってはいるのですが。

「夜明けやなー」

　ジェイドが白みはじめた東の空に細めた目を向けて言いました。

「今日も、いいお天気になりそうですわね」

　トモエさんが頰ほおに手を添そえてにっこりと微笑ほほえみます。

　アイネイアに視線を戻すと、彼女もまた東の空を見つめていました。その顔には淡あわいながらも穏おだやかな笑えみが浮かんでいます。

　暗く深い闇やみを超えて眩まぶしい朝を迎えようとしている空に、あるいは自身の心を重ねているのかもしれません。

「とりあえず、フルブライトに行ってみろよ。姉あね貴きがいるんだ」

　アホタレがアイネイアとノェルに向けて言いました。

「レックスのお姉ちゃん？」

「ああ。姉貴なら、事情を話せば力になってくれると思う」

　アホタレの提案は、私も考えていたことでした。

　魔ま法ほうを極めた導どう師しであり旧きゆう世せ界かい研究の第一人者しやでもあるレムリア様なら、黒こく死し病びようを撲ぼく滅めつするための方法を──あるいはそのための手掛かりを、必ず見つけ出してくれるはずです。

「よもや、あの忌いま々いましい竜騎士ドラグーンの血を継ぐ者に力を借りる羽は目めになろうとはな……」

　アイネイアが自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いました。

　彼女はアホタレに敗れる遥か以前に、竜騎士レイジャックとも戦い、敗れています。

　竜騎士レイジャックに敗れ、その曾ひい孫まごであるアホタレにも敗れ、挙あげ句く、やはりレイジャックの曾孫であるレムリア様に頼らなければならないのですから、彼女の魔ま界かいの王おう女じよとしての、そして武ぶ人じんとしての誇りは、こっぴどく傷ついていることでしょう。

「だが、同どう胞ほうの未来のためならば、つまらぬ意い地じは捨ててみせよう。……それが、私の戦いだ」

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべつつも、アイネイアの瞳ひとみには力が漲みなぎっていました。

　アイネイアとノェルが選んだ道は、戦争よりも困こん難なんな道です。

　こちらの世界との戦争に魔ま界かいが勝つために力を尽くせば、たとえ黒こく死し病びようを撲ぼく滅めつできなくても、魔界のために力を尽くしたという事実は残ります。魔界の王おう女じよとしての責任を、少なくとも果たす努力はしたことになるのです。

　ですが、ふたりは戦わないことを選択しました。それでも魔界の王女としての責任を果たすためには、もう黒死病を撲滅する方法を見つけるしかないのです。見つけられなかったではすまないのです。

　困難な道ですが、アイネイアにはきっとこちらの道のほうが向いているのでしょう。

「おまえたちは、どうするつもりなのだ？」

　アイネイアが問いを口にしました。

　視線を向けられているのは、アホタレです。

「父を、討うつのか？」

　戦せん意いこそ感じないものの、アホタレに向けられたアイネイアの目は、戦っているときと同どう様ように厳きびしく、私は息を吞まされました。

「私たちは戦うことをやめたが……父は私たちの父であり、私たちは父の娘むすめだ。それは決して変わらない。そして、父は魔界にとってなくてはならない存在だ。象しよう徴ちようであり希望だ。失うわけにはいかない。おまえたちが父を討つというのであれば……」

　アイネイアは今、剣を手にしてはいません。その空の手を、彼女は拳こぶしの形にして固く握りしめてみせました。

　アイネイアが魔ま王おうの娘である限り、そして、私たちの旅の目的が魔王の打だ倒とうである限り、アイネイアとはいずれまた必ず戦うことになる。そのときは、ノェルもアイネイアとともに私たちの前に立ちはだかってくるでしょう。

　戦いたくはありません。戦いたくはありませんが、旅をやめるという選択肢しはありません。少なくとも、私には。

　ふたりと戦わなければならないときがきたら、私は戦います。もちろん魔王と戦うことにも迷いはありません。

　問題は、アホタレです。

　魔王の娘であるアイネイアやノェルと今回のような形で知り合い、深く関わってしまったアホタレが、彼女たちの父である魔王メイ＝ヘムと果たして戦えるかどうか……。

　不安が、私にアホタレの上うわ衣ぎの裾すそをつかませました。

　私はもう、彼に世界のために戦えとは言いませんし、言えません。けれど、彼が旅の目的を放ほう棄きしてしまったら──旅そのものをやめてしまったら、これまでの旅が全部無む駄だになってしまいます。

　私を見たアホタレは、口くち許もとに小さな笑えみを浮かべて頷うなずくと、アイネイアに向き直って気負いも躊躇ためらいも感じさせない口く調ちようで答えました。

「戦うよ。戦って、勝って、んで話をする」

「話……だと……？」

　怪け訝げんな顔をしたのはアイネイアだけじゃありません。私も同じ顔をしていたはずです。

「ああ。話してみる。戦争をやめようってさ」

　アホタレは言いました。

「戦わずに話を聞いてもらえりゃ、それが一番いいんだけどさ。でも、無む理りだろ？　なんたって、ノェルとアイネイアの父とうちゃんだもんな。頑がん固こに決まってる。だから、さ。戦って、勝って、力を認めてもらうんだ。そうすりゃ、話を聞いてもらえるんじゃないかって」

　私は声を出せるようになってはいましたが、絶ぜつ句くしてしまってまったく言葉が出てきませんでした。

　ただ、魚のように口をパクパクさせることしかできません。

　アホタレは、魔ま王おうと戦うつもりでいます。それ自体は大いに歓迎すべきことです。

　しかし、彼が魔王と戦うのは、倒すためではなく、戦争をやめるよう話をするためだというのです。つまりは説せつ得とくです。

　前ぜん代だい未み聞もんです。

　魔王を説得して戦争をやめさせようなどと。

　いや、あるいは過去にもいたのかもしれません。魔王を説得しようとした人間は。

　魔王と戦い、打ち勝った人間はいました。アホタレの曾ひい御お爺じい様でもある竜騎士ドラグーンレイジャックです。しかし、魔王を説得できた人間はただの一人もいなかった……。

　その前代未聞に、アホタレは挑ちよう戦せんしようというのです。

「レックス、すごーい！」

　ノェルが大きな目を輝かせて歓声をあげました。

　戦争という手段を棄すてて、こちらの世界で黒こく死し病びようを撲ぼく滅めつする術すべを探し出そうとしている彼女には、アホタレの選択に希望を感じずにはいられないのでしょう。

　けれど、ノェルの姉であるアイネイアの反応は違いました。

「父が決意を翻ひるがえすことは、ない。絶対にだ。それに、今のおまえの力では父には勝てない」

　きっぱりと断だん言げんしたアイネイアは、アホタレの様よう子すの変化を見み逃のがすまいとするかのように、アホタレの目を凝ぎよう視ししています。

　アホタレがほんの少しでも迷いや不安を見せるようなら、おまえには父と戦う資し格かくはないと、アイネイアは断じたことでしょう。あるいは深い失しつ望ぼうのため息をついたかもしれません。

「ま、やるだけやってみるよ。オレ一人じゃ絶対に無む理りだろうけど、オレは一人じゃないから」

　のほほんと言ってのけたアホタレからは、迷いや不安はこれっぽっちも感じられません。

　魔ま王おうを説せつ得とくできる自信がある……というわけではないでしょう。それでも、彼は彼なりに腹を括くくっているのです。

　本来なら──。

　私の立場としては、彼を諫いさめなければならないところでしょう。

　魔王の説得なんて馬ば鹿かげたことは考えないでくださいと。ただ、倒すことだけを考えてくださいと。

　レイヴェン様から与えられた命令は、魔王の説得ではなく討とう伐ばつなのですから。

　けれども、アホタレが魔王の討伐ではなく説得を望むのであれば、それはそれでかまわないと思ってしまっている自分がいました。

（オレ一人じゃ絶対に無む理りだろうけど、オレは一人じゃないから）

　アホタレが私の力を必要としているのであれば、私を必要としてくれるのであれば、どこまでも彼についていきたいと思ってしまうのです。

　世界のためでも国のためでもなく、レイヴェン様のためでもなく、アホタレのために……彼の望む結けつ末まつのために戦いたいと──そう、思ってしまうのです。

　だから、私はアホタレの上うわ衣ぎの裾すそを引っ張って、こう言ったのです。

「お支えします」

　と。

　アホタレは私を見て、笑って、頷うなずきました。

「そうか……ならば、なにも言うまい」

　アイネイアは美び貌ぼうに微笑を浮かべました。

「いや……言うべき言葉はあったな。幸運を、祈る」

「あんたも、がんばれよ」

　そして、アホタレとアイネイアは、どちらともなく差し出した手を固く握り合いました。




　アイネイアはリズの、ノェルはジグの背に乗って、日が昇る東の空へと飛び去っていきました。

「さて、と」

　ふたりと二に体たいの姿すがたが白い朝日に溶けてすっかり見えなくなったところで、ジェイドが口を開きました。

「ワイも、ぼちぼちお暇いとませんとな」

　アホタレが振り返って、彼に支えられていた私も一いつ緒しよに振り返りました。

「行くのか？」

「帝てい都とに帰って、任にん務むの完かん了りようを報告せなあかん」

「そっか。寂しくなるな」

「嬉うれしいこと言ってくれるやん」

　歯を見せたジェイドの足あし下もとに、影よりも濃い闇やみが広がりました。

「短い間やったけど、ワイも楽しかったで」

　ずぶり、とジェイドの足が足下の闇に沈み込みました。

　これは──。

　同じ光こう景けいを、私は過去に二度、見たことがありました。

　レムリア様とソーマ＝サイフォスが使っていた転てん移いの遺失魔法ロストマジツク──〝暗黒跳躍ワタリドリ〟と、まったく同じ光景です。

　違いは、呪じゆ文もんの有う無むです。呪文以い前ぜんに精神の糸を編んだ気け配はいさえ感じませんでした。

　遺失魔法を呪文なしで使えてしまうなんて、人間業わざじゃありません。

　心のどこかでまだ彼が四天竜ノーブルドラゴンだと信じきれない部分がありましたが、こんな離れ業を見せつけられてしまっては、信じるしかありません。

　私の剛ごう魔法を受けながら無ぶ事じだったのも、事前にこの転移の魔法で逃れていたから……ということなのでしょう。

　しかし、今また彼が転移の魔法を使おうとしているのだとしたら──この場から去ろうとしているのだとしたら、止めないわけにはいきません。

「待ってください！」

　声を張ると、それだけで頭がクラクラしました。

　なんとか声を出せるようにはなったものの、まだ大おお声ごえを出せるほどには回復していないのです。

「なんや、そばかすちゃんもワイとのお別れが寂しいんかいな」

「違います！」

　……っと、うっかりまた叫んでしまいました。

　アホタレが支えてくれていなかったら、目眩めまいで倒れていたところです。

「冗じよう談だんや。天てん空くう観かん測そく所じよの件やったら、ちゃんとユーシスに話通とおしとくさかい、心配せんといや」

　片手を上げてそう言ったジェイドは、もう太ふと股もものあたりまで闇の中に浸つかっていました。──時間がありません。

「竜宝玉カーバンクルを！」

　私は気を失う覚かく悟ごで、さらに叫びました。

「私たちには、あなたの竜宝玉が必要なんです！」

　天空観測所の件ももちろん重要ですが、竜宝玉はさらに重要です。

　竜王ドラゴンロードシグルドに会うために必要な、四天竜の魂たましいのかけら。

　ジェイドとの出会いが、たんなる偶ぐう然ぜんなのか、運命的な導きによるものなのかはわかりませんが、彼が黒こく竜りゆうヴリトラだというのなら、なんとしても竜宝玉を貰もらい受けなければなりません。

　金きん竜りゆうオルリスはアホタレを気に入って竜宝玉カーバンクルを授さずけてくれました。ジェイドはフェブロニアに属してはいますが、アホタレのことは気に入っているようでしたから、期待はできます。

　ところが──。

「ない」

　ジェイドのあっけらかんと返してきた答えは、私の期待を裏うら切ぎるものでした。

「な……い……？」

「せや。竜宝玉は、ない」

　ジェイドのその口くち振ぶりは、持ち主であるはずの彼自じ身しんが竜宝玉を所しよ持じしていないかのように聞こえました。

　ジェイドは四天竜ノーブルドラゴンでありながらフェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』で、私たちはフェブロニアの敵てき国こくであるランドールの人間ですから、敵国の人間である私たちに竜宝玉を渡すわけにはいかないということであれば、それはそれで厄やつ介かいですが、理解はできます。

　しかし、ジェイド自身が竜宝玉をそもそも所持していないということになってしまうと、そちらのほうがより厄介です。

「ワイの竜宝玉は、ティアマリアが持っとる」

　それは、厄介を通り越して絶ぜつ望ぼう的な宣せん告こくでした。

「どうして、ティアマリアに竜宝玉を……」

「忠ちゆう誠せいの証あかしに渡してしもたんや。せやから、そばかすちゃんらが竜宝玉をどうしても欲しい言うんなら、ティアマリアに会うしかないな」

「そんな……」

　ティアマリアはフェブロニアの皇こう帝てい。ランドールの人間である私たちが容易に会える相手ではありません。ましてや現在は戦せん時じ下かなのです。ティアマリアに会う以前に、帝てい都とサイサリスに足を踏み入れることさえできるかどうか……。

「ややこしいことになってしもてごめんやけど、ワイもまさかレイジャックの曾ひい孫まごと関わることになるとは思ってなかったんや。堪かん忍にんしてや」

「ティアマリアに会えば、竜宝玉を手に入れられるのですね!?」

「それは、ワイにもわからん。頼めばあっさり譲ゆずってくれるかもしれへんし、力ずくで奪うばわなあかんかもしれん。ただ、一つだけはっきりしとることがある」

　元から細い目を蛇へびの眼めのように細めて、ジェイドは言いました。

「ティアマリアを傷つける存在を、ワイは決して生かしておかへんいうことや」

「……っ！」

　どろりとした重く粘ねばっこい殺さつ気きに全身を絡からめ取られて、私は言葉を失いました。

　同時に、理解もしました。

　トモエさんの言っていたとおり、ジェイドは女じよ帝ていティアマリアを愛しているのです。

　ティアマリアこそが、黒こく竜りゆうヴリトラが『蛇だ蝎かつ』のジェイドとして戦っている理由なのです。

「とりあえず、譲ゆずってもらえるよう頼んでみるよ」

　アホタレが言いました。

「泥どろ棒ぼうにはなりたくないし、せっかく友だちになれたジェイドと戦うのも嫌いやだしな」

「せやな。ワイもにいちゃんらとは戦りたくないわ」

　笑って殺さつ気きを消したジェイドの胸が、闇やみに浸つかりました。

「また会える日を楽しみにしてるで」

　片手を敬けい礼れいのようにこめかみのあたりに運んだジェイドは、

「ほな、さいなら」

　その手を軽く振って、闇に溶けました。

　ほどなくして闇が消え、ジェイドの気け配はいが完全に消えると、私は肺に溜たまっていた息を一いつ気きに吐き出しました。

　ジェイドの殺気に絡からみ取られたときから、言葉が出ないだけでなく、呼吸そのものができなくなっていたのです。

「だいじょぶか？」

「は、はい……」

　息が上がって苦しいだけでなく吐き気までしていて正直、あまり大だい丈じよう夫ぶではありませんでしたが、アホタレとトモエさんは平へい然ぜんとしています。ということは、これは、ジェイドの殺気のせいというよりも、〝完全燃焼アラミタマ〟の反はん動どうなのでしょう。

「とりあえず、どっかで休まないとな」

「そう……ですね……」

　アホタレも私も満まん身しん創そう痍いですし、トモエさんも万ばん全ぜんではありません。

　考えなければならないことは山ほどありますが、今、最さい優ゆう先せんすべきは体力の回復です。

　私の身がこの先どうなるかわかりません。なにしろ〝完全燃焼〟は初めて使った魔ま法ほうですから、反動がどんな形で身体からだに現れるかはっきりしていないのです。たんなる疲労ですめばいいのですが、医者なり僧そう侶りよなりが必要な事じ態たいにならないとも限らないのです。

　なので、できれば医者や僧侶のいる街で休養を取りたいところですが、すぐ近くには街も村もありません。一番近ちかくのユルグ村はアイネイアに焼かれてしまいましたし……。

「どうするんだ？　このまま、天てん空くう観かん測そく所じよ……だっけ？　そっち方面に行っちまっていいのか？」

「いえ……事の顚てん末まつをアルゼン隊たい長ちように報告しなけれないけませんし、一度、セスタスに戻りましょう。……すみません、トモエさん」

　私はトモエさんを見ました。

　私たちがマオの空中遺い跡せきを目め指ざしている理由は、銀ぎん竜りゆうユランに会うためだけでなく、トモエさんの出しゆつ生せいを知るためでもあります。

　せっかく天てん空くう観かん測そく所じよに近づいていながら一度引ひき返さなければならないのは、トモエさんにすればもどかしいでしょうが、我が慢まんしてもらうしかありません。

　もちろん、トモエさんは文もん句くを言ったりはしません。

「お気になさらずに、アンジュ様。私のことは、あくまでも旅のついでとお考えください」

　私と目が合ったトモエさんは、そう言ってにっこりと微笑ほほえみました。

「んじゃ、とりあえず、一ひと休やすみしたらセスタスに戻るか」

「ええ……」

　全ぜん力りよくで戦える人間が一人もいない状況でマモノの襲しゆう撃げきを受けたくはありませんでしたが、廃砦はアイネイアの攻こう撃げきで消しよう滅めつしてしまいましたし、近くに街も村もない以上、野の宿じゆく以外の選択肢しはありません。

「ああ～。ノェルとアイネイアにセスタスまで連れて行ってもらえばよかったな～」

　アホタレが残念そうに言いました。

「ジグとリズに乗っけてもらったら、あっと言う間だったよな～」

「ダメですよ」

　アホタレが言った方法は、実は私も考えついていました。けれど、私はそれを口にすることなく、ふたりを見送りました。

「私たちは魔ま王おうと戦うんです。魔王の娘むすめであるノェルたちに甘えるわけにはいきません」

　私たちの旅の目的は魔王の討とう伐ばつから説せつ得とくに変わりました。とはいえ、倒すにしろ説得するにしろ、魔王と戦わなければならない以上、魔王の娘であるノェルたちとの間には、しっかりと一線引ひいておかなければなりません。

「魔王と戦おうとしてるオレたちの手伝いを、ノェルたちにさせるわけにはいかないってことか」

「そういうことです」

「なるほどな……ん？」

　不ふ意いにアホタレが東の方向に顔を向けました。

「どうしました？」

　同じ方向に目を向けてみても、見えるのは真まっ白しろな朝陽あさひばかりです。

「騎き影えいが見えます」

　私の問いに答えてくれたのは、アホタレではなくトモエさんでした。

「騎影？」

「うげ」

　アホタレが苦にがい顔で苦い声を出しました。

　私にはまだ目を凝こらしてみても騎影を見て取ることはできませんが、アホタレにはどうやら馬ば上じようの人物の顔まで見えているようです。

「こっちに向かってきているのですか？」

「はい」

　答えてくれたトモエさんは、嬉うれしそうな顔をしていました。

　トモエさんにも、馬上の人物が誰だれかもうわかっているようです。

　ふたりの反応は、馬上の人物が顔かお見み知しりであることを物語っていますが……。

　あれこれ考える間もなく、私の目にも騎き影えいが映りました。

　数は、四つ。蹄ひづめの音も聞こえてきました。

「逃げる」

「ダメですよ、イル」

　後ずさりしようとしたアホタレを、トモエさんが上うわ衣ぎの裾すそをつかんで制しました。

「だってさ～……」

「だってじゃありません。ちゃんと会ってあげなければ、悲しみますよ？」

「悲しまないって。フリだけだって」

　ふたりのそんなやりとりの間にも騎影は荒々しい蹄の音とともに近づき──私にも、馬上の人物の顔が見て取れるようになりました。

　騎影は四つありましたが、私の目は先せん頭とうの人物に釘くぎ付づけになりました。

　なぜ、あの人が──いえ、あの方がここに？

　極きよく度どの疲労で幻まぼろしを見ているのかと何度もまばたきしてみましたが、その姿すがたは消えませんでした。

「レイヴェン様……」

　呆ほうけた呟つぶやきを漏もらした私の目の前に馬を止めたその人は、中ちゆう性せい的な美び貌ぼうに涼すずやかな微笑を浮かべて言いました。

「久しぶりだね、アンジュ」

　アイネイアとノェルが去り、ジェイドが去り、入れ代わるように私たちの前に現れたのは、ハイドフェルト家の長ちよう男なんにして剣の国ランドールの大いなる剣──そして、私をこの旅へと導いた、レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト将しよう軍ぐんその人だったのです。







　　　　あとがき




　仕事しろ！




　働け！




　ニートになりたいのか!?




　とりあえず、のっけから自分に向けて怒ど鳴なってみました。

　というのも、この本が発売されるのは一月──。

　おそらく……いえ、間違いなく、この時期、志し村むら一かず矢やは小説家ではなくハンターと化してしまっているからです。

　志村がどれだけ某ぼう狩かりゲームにのめり込んでいるかは、ツイッターを見てもらえばわかるかと思います。

　狩りゲームの話しかしてねえ……！（自分で見返してドン引き）




　そんなわけで、『竜りゆうと勇ゆう者しやと可愛かわいげのない私３』です。

　新たな魔ま王おうの娘むすめの登場。レックスの苦く悩のう。アンジュの本ほん気き。これまで触れられてこなかった魔ま界かいの現状も明らかになり──と、それなりに盛りだくさんな感じで話が進んでおります。

　補ほ足そくしておきますと、作中に登場した黒こく死し病びようは、十四世せい紀きのヨーロッパで猛もう威いを振るった実在の黒死病とは無む関係の架か空くうの病気です。恐ろしい病気であるという点は同じですが。

　ちなみに、当時の黒死病は長らく腺せんペストだとされてきましたが、近年ではあれは腺ペストではなくウィルス性出しゆつ血けつ熱ねつだったのでは、といった説も出ているようです。




　最後になりましたが、関係者各かく位いに御お礼れい申もうし上げます。




　それでは、またお目にかかれることを祈りつつ──。




　あ、「ニートになりたいのか!?」という冒ぼう頭とうの問いには、「なりたいです！」と大きな声で。

　……宝くじ、当たらないかなぁ（遠い目）。





志村一矢
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞。受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。画像は生後４ヶ月目の著者。たぶん宇宙一可愛い生き物。
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ぎん太た

茨城県水戸市在住。ゲーム原画、イラスト、漫画等色々やらせていただいてます。最近フルデジタルで描くのが快適に。またＭａｃも使い始めました。









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし３











志し村むら一かず矢や
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